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総 務 常 任 委 員 会 記 録

１．会議日時

平成２７年３月１０日（火）午前９時５９分　開会

　　　　　　　　　　　　　午後４時４０分　散会

１．場所

３０１会議室

１．出席委員
委 員 長 野口　博  副委員長 水谷　毅  委　　員 三好義治
委　　員 中川嘉彦  委　　員 渡辺慎吾

１．欠席委員
なし

　　　　
１．説明のため出席した者
　　市　長　森山一正 　　　副市長　小野吉孝
　　市長公室長　乾　富治　　同室次長　山口　猛 秘書課長　池上　彰
　　同課参事　荒井陽子 政策推進課長　谷内田　修 同課参事　上田和生
　　人事課長　大橋徹之　　　人権女性政策課長　川西浩司
　　総務部長　有山　泉　　　同部参事兼市民税課長　和田元伸
　　同部参事兼市史編さん室長　東角泰典 総務課長　松方和彦
　　防災管財課長　西川　聡 財政課長　石原幸一郎 情報政策課長　槙納　縁
　　同課参事　妹尾紀子 固定資産税課長　中西利之 納税課長　岩見賢一郎
　　工事検査室長　宮木茂実　　
　　会計管理者兼会計室長　牛渡長子　　
　　選挙管理委員会・監査委員・公平・固定資産評価審査委員会事務局長　井口久和
　　同局次長　山下　聰
　　消防長　熊野　誠　　　　消防本部次長兼消防署長　樋上繁昭
　　消防本部参事兼総務課長　明原　修　　　予防課長　納家浩二
　　警備課長　橋本雅昭　　　警防第１課長　松田俊也　　警防第２課長　萩原秀夫
　　警備課参事兼警防第１課参事　木下正雄 警備課参事兼警防第２課参事　幸田英基

１．出席した議会事務局職員
事務局長　藤井智哉 同局総括主査　湯原正治

１．審査案件（審査順）
議案第　１号　平成２７年度摂津市一般会計予算所管分
議案第　９号　平成２６年度摂津市一般会計補正予算（第５号）所管分
議案第　４号　平成２７年度摂津市財産区財産特別会計予算
議案第２９号　摂津市行政手続条例の一部を改正する条例制定の件
議案第３２号　摂津市税条例の一部を改正する条例制定の件
議案第２２号　摂津市教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例制定の件
議案第２３号　摂津市教育長の勤務時間、休暇等に関する条例制定の件
議案第２７号　地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正に伴う関係条例

の整備に関する条例制定の件
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議案第３０号　特別職の職員の給与に関する条例及び摂津市議会議員の議員報酬及び
費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例制定の件

議案第３１号　一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定の件
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（午前９時５９分　開会）

○野口博委員長　皆さん、おはようござ

います。

　ただいまから、総務常任委員会を開会

させていただきます。

　最初に理事者から挨拶を受けます。

　森山市長。

○森山市長　おはようございます。

　お忙しいところ、総務常任委員会を開

催いただきましてありがとうございます。

　本委員会には、先日の本会議で当委員

会に付託されました１０件についてご審

査いただきます。何とぞ慎重審査の上、

ご可決いただきますよう、よろしくお願

いいたします。

　一旦、退席させていただきます。

○野口博委員長　挨拶が終わりました。

　本日の委員会記録署名員は、渡辺委員

を指名いたします。

　審査の順序につきましては、お手元に

配付しています案のとおり行うことに異

議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○野口博委員長　異議なしと認め、その

ように決定いたします。

　暫時休憩します。

（午前１０時　　　休憩）

（午前１０時１分　再開）

○野口博委員長　再開させていただきま

す。

　議案第１号所管分及び議案第９号所管

分の審査を行います。

　補足説明を求めます。

　有山総務部長。

○有山総務部長　議案第１号、平成２７

年度摂津市一般会計当初予算のうち、総

務部等の所管につきまして、目を追って

主なものについて補足説明をさせていた

だきます。

　まず、歳入ですが、２０ページ、款１

市税、項１市民税、目１個人は、前年度

に比べ１億２，７００万円の増額です。

　目２法人は、前年度に比べ３億７４０

万円の減額です。これは法人税割の税率

引き下げの影響により、減収を見込むも

のです。

　項２固定資産税、目１固定資産税は、

前年度に比べ１億７８０万円の減額です。

　目２国有資産等所在市町村交付金及び

納付金は、前年度と同額です。

　項３軽自動車税は、前年度に比べ５３

０万円の増額です。

　２２ページ、項４市たばこ税は、前年

度に比べ２，０００万円の減額です。

　項５都市計画税は、前年度に比べ１，

２９０万円の増額です。

　款２地方譲与税、項１地方揮発油譲与

税は、前年度に比べ１００万円の減額で

す。

　項２自動車重量譲与税は、前年度に比

べ４００万円の減額です。

　２４ページ、款３利子割交付金は、前

年度に比べ３３６万円の減額です。

　款４配当割交付金は、前年度に比べ２，

９７５万円の増額です。

　款５株式等譲渡所得割交付金は、前年

度に比べ４２４万円の増額です。

　款６地方消費税交付金は、前年度に比

べ６億６，８５０万円の増額です。これ

は地方消費税の消費税率８％引き上げの

影響の平年度化などに伴うものです。

　２６ページ、款７ゴルフ場利用税交付

金は、前年度に比べ１０万円の減額です。

　款８自動車取得税交付金は、前年度に

比べ９２４万円の増額です。

　款９地方特例交付金は、前年度と同額

です。

　款１０地方交付税は、前年度と同額で

す。

　２８ページ、款１１交通安全対策特別
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交付金は、前年度と同額です。

　款１３使用料及び手数料、項１使用料、

目１総務使用料は、庁舎施設等使用料で

す。

　３０ページ、目５土木使用料は、市営

住宅使用料及び市営住宅用地使用料です。

　３２ページ、項２手数料、目１総務手

数料は、税務諸証明手数料及び税務督促

手数料です。

　３６ページ、款１４国庫支出金、項２

国庫補助金、目１総務費国庫補助金は、

番号制度システム整備補助金です。

　３８ページ、目４土木費国庫補助金は、

公的賃貸住宅家賃低廉化のための社会資

本整備総合交付金です。

　４０ページ、項３委託金、目１総務費

委託金は、基幹統計調査委託金及び統計

調査員確保対策事業委託金です。

　４８ページ、款１５府支出金、項３委

託金、目１総務費委託金は、府税徴収事

務委託金です。

　款１６財産収入、項１財産運用収入、

目１財産貸付収入は、土地貸付収入です。

　目２利子及び配当金は、各種基金利子

です。

　５０ページ、項２財産売払収入は、土

地売払収入です。

　款１７寄附金は、前年度と同額です。

　款１８繰入金、項１特別会計繰入金、

目１財産区財産特別会計繰入金は、財産

区財産特別会計からの繰入金です。

　５２ページ、項２基金繰入金、目１財

政調整基金繰入金は、前年度に比べ２，

１５４万３，０００円の減額です。

　目２公共施設整備基金繰入金は、前年

度に比べ４億１，５９１万６，０００円

の増額です。

　款１９諸収入、項１延滞金、加算金及

び過料、目１延滞金は、前年度に比べ２，

９００万円の増額です。

　項３貸付金元利収入、目３家屋被害復

旧資金貸付金元金収入は、前年度に比べ

８，０００円の増額です。

　５４ページ、項４雑入、目１滞納処分

費は、前年度に比べ１万９，０００円の

増額です。

　目２雑入は、市町村振興協会交付金な

どです。

　６０ページ、款２０市債は、前年度に

比べ８億５，０７０万円の増額です。こ

れは小中学校耐震補強等工事などに伴う

市債を発行するためです。本年度発行予

定の市債は、目１総務債はコミュニティ

センター事業債、目２民生債は、災害援

護資金貸付債及び文化ホールリニューア

ル事業債、目３消防債は、消防通信指令

室等改修事業債及び消防防災施設共同整

備事業債、目４教育債は、小学校耐震補

強等事業債、中学校耐震補強等事業債及

び借換債、目５臨時財政対策債は、借換

債です。借入限度額及び借り入れの方法

等は、９ページの第３表地方債に記載の

とおりです。

　続いて歳出ですが、６６ページ、款２

総務費、項１総務管理費、目１一般管理

費は、７０ページまで記載のとおり、そ

の多くが内部事務経費です。

　目２文書広報費は、文書の郵送や印刷

等の経費です。

　７２ページ、目３会計管理費は、会計

事務にかかる経費です。

　目４財産管理費は、庁舎や集会所にか

かる維持管理経費等です。

　７６ページ、目９電子計算費は、庁内

の電子計算処理経費です。

　８２ページ、目１７財政調整基金費か

ら目１９減債基金費は、それぞれの基金

利子を積み立てるものです。

　項２徴税費、目１税務総務費及び８６

ページ目２賦課徴収費は、税務事務にか
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かる経費です。

　９４ページ、項５統計調査費、目１統

計調査総務費は、統計調査にかかる経費

です。

　目２基幹統計調査費は、統計法に基づ

く各種基幹統計調査にかかる経費です。

　続いて、１５２ページ、款７土木費、

項５住宅費、目１住宅管理費は、市営住

宅管理経費です。

　次に、１５８ページ、款８消防費、項

１消防費、目４災害対策費は、防災対策

及び各種備蓄物品購入にかかる経費等で

す。

　次に、１９２ページ、款１０公債費、

項１公債費、目１元金は、前年度に比べ

１０億６７７万６，０００円の減額です。

これは、前年度に市債の繰り上げ償還等

が多かったことによるものです。

　目２利子は、前年度に比べ８，４４１

万４，０００円の減額です。

　次に、１９４ページ、款１２予備費は、

前年度と同額です。

　以上、平成２７年度摂津市一般会計当

初予算の補足説明とさせていただきます。

　続きまして、議案第９号、平成２６年

度摂津市一般会計補正予算第５号のうち、

総務部等の所管につきまして補足説明を

いたします。

　まず、７ページの第２表繰越明許費を

ご参照ください。

　款２総務費、項１総務管理費、総合計

画中間評価事業、款６商工費、項１商工

費、商品券発行事業及び款９教育費、項

６図書館費、図書館運営事業につきまし

ては、いずれも国の補正予算に伴い、本

市の補正予算に歳入歳出予算を計上する

とともに、その全額を繰り越しするもの

です。

　款７土木費、項４都市計画費、吹田操

車場跡地まちづくり事業は、擁壁工事の

追加が必要となったこと等により、事業

費の一部を繰り越しするものです。

　款７土木費、項４都市計画費、新在家

鳥飼上線道路整備事業は、物件補償算定

業務について年度内での完了が見込めな

いため、事業費の一部を繰り越しするも

のです。

　次に、８ページ、第３表地方債の補正

につきましては、事業費の確定等により

起債の限度額を減額するものです。

　次に、歳入ですが、１４ページ、款１

市税、項２固定資産税、目１固定資産税

は、設備投資の増加等により６，０００

万円増額しています。

　項５都市計画税、目１都市計画税につ

いては、１，６５０万円増額しています。

　１６ページ、款１４国庫支出金、項２

国庫補助金、目１総務費国庫補助金につ

いては、番号制度システム整備補助金の

減額があるものの、国の補正予算に伴う

地域住民生活等緊急支援交付金の計上に

より、４，４２８万１，０００円増額し

ています。

　款１５府支出金、項２府補助金、目１

総務費府補助金は、事業の進捗状況に伴

い、総合相談事業交付金を１０万８，０

００円減額し、緊急雇用創出基金事業補

助金を４６万７，０００円減額していま

す。

　２０ページ、款１６財産収入、項１財

産運用収入、目２利子及び配当金は、財

政調整基金など各基金の運用利子が確定

したことにより、３６０万２，０００円

増額しています。

　２２ページ、款１７寄附金、項１寄附

金、目１寄附金は、一般寄附金を増額し

ています。

　款１９諸収入、項１延滞金、加算金及

び過料、目１延滞金は、市税延滞金を増

額しています。
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　２４ページ、項４雑入、目１滞納処分

費は、２２万３，０００円減額していま

す。

　目２雑入では、水道事業会計からの収

入を増額しています。

　款２０市債、項１市債、目３商工債か

ら目６教育債は、いずれも事業費の確定

等に伴い、起債発行額を減額しています。

　続いて歳出ですが、２６ページ、款２

総務費、項１総務管理費、目１一般管理

費。２８ページ、目２文書広報費、目３

会計管理費、目４財産管理費。３０ペー

ジ、目９電子計算費については、決算見

込みにより減額するものです。

　３２ページ、目１６財政調整基金費に

ついては、利子相当分の増額や今回の補

正財源を調整するため、歳入歳出の差額

を積み立てるものです。

　目１７公共施設整備基金費から目１９

土地開発基金費までの各費目については、

各基金の運用利子が確定したことにより、

増額するものです。

　項２徴税費、目１税務総務費及び３４

ページ、目２賦課徴収費については、決

算見込みにより減額するものです。

　５８ページ、款７土木費、項５住宅費、

目１住宅管理費については、決算見込み

により減額するものです。

　６０ページ、款８消防費、項１消防費、

目４災害対策費については、東日本大震

災にかかる水道料金減免に伴う水道事業

会計繰出金の増額があるものの、決算見

込みにより減額するものです。

　７２ページ、款１０公債費、項１公債

費、目１元金及び目２利子については、

決算見込みにより減額するものです。

　以上、平成２６年度摂津市一般会計補

正予算第５号の補足説明とさせていただ

きます。

○野口博委員長　続いて、乾市長公室長。

○乾市長公室長　それでは、議案第１号、

平成２７年度摂津市一般会計当初予算の

うち、市長公室に関わる部分につきまし

て、目を追って主なものについて補足説

明をさせていただきます。

　まず歳入でございますが、一般会計当

初予算書の３６ページ、款１４国庫支出

金、項２国庫補助金、目２民生費国庫補

助金では、平成２６年４月からの消費税

率の引き上げに伴い、低所得者や子育て

世帯への配慮として実施された臨時福祉

給付金及び子育て世帯臨時特例給付金に

ついて、引き続き実施するもので、その

事務執行経費と給付金相当額についての

国からの補助金として、総額２億３，３

４６万２，０００円を計上いたしており

ます。

　４２ページ、款１５府支出金、項２府

補助金、目１総務費府補助金では、総合

相談事業交付金の２９８万円のうち、人

権問題についての相談業務にかかる交付

金として１４９万円を計上いたしており

ます。

　４８ページ、款１５府支出金、項３委

託金、目１総務費委託金では、人権啓発

の事業にかかる人権啓発活動委託金を計

上いたしております。

　続きまして、５４ページ、款１９諸収

入、項４雑入、目２雑入では、広報紙及

びホームページへの広告掲載料、退職者

の水道部での在職期間に応じて水道事業

会計から収入する退職手当水道事業会計

負担金、大阪府後期高齢者医療広域連合

等からの派遣職員にかかる給与等負担金、

臨時非常勤職員等雇用保険個人掛金、男

女共同参画センター主催講座の受講料を

計上いたしております。

　次に、歳出でございますが、６６ペー

ジ、款２総務費、項１総務管理費、目１

一般管理費では、秘書業務を初めとする
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市長公室各課に関わります事務執行経費

のほか、人事課で所管しております職員

研修、労働安全衛生、職員健康管理、職

員厚生会関係などの予算を計上いたして

おります。

　７０ページ、目２文書広報費では、広

報せっつの編集、発行、配布にかかる経

費のほか、ホームページの管理運営にか

かる経費などを計上いたしております。

　７４ページ、目５企画費では、政策推

進課にかかる事務経費などを計上いたし

ております。

　７８ページ、目１１女性政策費では、

第３期男女共同参画計画ウィズプランの

中間見直しに向け、基礎データとするた

めの市民意識調査委託料を新たに計上い

たしております。

　同じく７８ページ、目１２男女共同参

画センター費では、男女共同参画センター

の講座開催並びに相談業務等、事業運営

に要する経費などを計上いたしておりま

す。

　８２ページ、目１６諸費においては、

人権啓発推進事業や平和施策推進事業の

経費などを計上いたしております。

　１０６ページ、款３民生費、項１社会

福祉費、目８臨時福祉給付金給付事業費

では、給付事務に従事する職員の人件費

のほか、振込手数料や事務機器の借り上

げなどの事務執行経費及び臨時福祉給付

金を計上しております。

　同じく１０６ページ、目９子育て世帯

臨時特例給付金給付事業費では、臨時福

祉給付金給付事業費と同様の事務執行経

費及び子育て世帯臨時特例給付金を計上

しております。

　人件費にかかります予算につきまして

は、１９８ページからの給与費明細書を

ご参照ください。平成２７年度当初予算

の給与費は、特別職にかかる予算として

５億２，５２６万５，０００円、一般職

にかかる予算として４８億７，２２７万

８，０００円、総額５３億９，７５４万

３，０００円を計上いたしております。

　前年度当初予算と比較しますと、約０．

９％、４，９７０万７，０００円の増額

となっております。これらの給与費の関

係予算は、それぞれの予算科目に計上い

たしておりますが、それぞれの合計は報

酬が３億４，８７７万１，０００円、給

料が２２億１，８０１万円、職員手当が

１９億９，１３６万３，０００円、共済

費が８億３，９３９万９，０００円となっ

ております。

　次に、一般職の給与費の主な増減額に

ついてご説明申し上げます。

　給与費全体では、１，０００万８，０

００円の減額となっております。これは

給料で１，１６３万３，０００円の減額、

職員手当で２，３７０万５，０００円の

減額、共済費で２，５３３万円の増額と

なったことによるものでございます。ま

た、増減額の主な要因についてでござい

ますが、給料の減額は普通昇給分として

１，０２１万６，０００円の増額のほか、

給与改定により８６６万６，０００円の

増額となったものの、採用・退職等の職

員の異動などにより３，０５１万５，０

００円が減額となったことによるもので

ございます。

　職員手当の減額は、勤勉手当の支給率

の引き上げにより３，１８７万２，００

０円増額となったものの、先ほどの採用・

退職等の職員の異動などにより５，３４

４万２，０００円が減額となったことに

よるものでございます。

　共済費の増額は、大阪府市町村職員共

済組合への負担金率上昇によるものでご

ざいます。

　続きまして、議案第９号、平成２６年
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度摂津市一般会計補正予算第５号のうち、

市長公室に関わります事項につきまして、

補足説明をさせていただきます。

　まず、歳入についてでございますが、

１６ページ、款１４国庫支出金、項２国

庫補助金、目２民生費国庫補助金では、

臨時福祉給付金及び子育て世帯臨時特例

給付金の対象者数が当初見込んでおりま

した人数よりも下回ったことなどにより、

補助対象経費を減額いたしております。

　２４ページ、款１９諸収入、項４雑入、

目２雑入では、広報紙への広告掲載依頼

が当初予定よりも増加したことに伴い、

広報紙広告掲載料で１５万３，０００円

を増額いたしております。

　次に、歳出についてでございますが、

２６ページ、款２総務費、項１総務管理

費、目１一般管理費では、賃金、旅費な

ど、経常経費について経費削減に努め、

減額いたしているほか、年度途中での退

職者が生じたことなどに伴い、退職手当

３，３７８万９，０００円を計上いたし

ております。

　２８ページ、目２文書広報費では、経

費節減に努め、報償費、役務費を減額い

たしております。

　同じく２８ページ、目５企画費では、

第４次総合計画の中間年度に際し、評価

及び検証を行うとともに、地方版総合戦

略の策定を行うために要する各種経費の

ほか、総合計画中間評価業務委託料７５

７万１，０００円を計上いたしておりま

す。

　３０ページ、目１１女性政策費では１

７万円、目１２男女共同参画センター費

では２２万９，０００円、３２ページ、

目１５諸費では６３万１，０００円をそ

れぞれ減額いたしておりますが、これは

人権女性政策課及び男女共同参画センター

の業務執行経費の節減に努めたものでご

ざいます。

　４２ページ、款３民生費、項１社会福

祉費、目８臨時福祉給付金給付事業費で

は、業務執行経費の節減に努めたことや、

対象者数の精査による減額をいたしてお

ります。

　同じく４２ページ、目９子育て世帯臨

時特例給付金給付事業費では、臨時福祉

給付金給付事業費と同様の理由による減

額をいたしております。

　次に、人件費に関わります補正予算に

つきましては、７６ページをご参照くだ

さい。給料で１，０５４万７，０００円、

共済費で３０３万円を減額いたしており

ますが、これは年度途中に退職する職員

が生じたことなどが主な要因でございま

す。

　職員手当では、２，１８２万３，００

０円の増額となっておりますが、これは

時間外勤務手当で８４９万３，０００円

を減額したものの、先ほどの年度途中で

の退職者が生じたことなどに伴い、退職

手当で３，３７８万９，０００円の増額

をしたことが主な要因でございます。

　以上、予算の補足説明とさせていただ

きます。

○野口博委員長　続きまして、熊野消防

長。

○熊野消防長　それでは、議案第１号、

平成２７年度摂津市一般会計当初予算の

うち、消防本部に係る事項につきまして、

目を追ってその主なものについて補足説

明をさせていただきます。

　まず、歳入でございますが、予算書３

４ページ、款１３使用料及び手数料、項

２手数料、目５消防手数料は、危険物設

置許可等及び検査手数料、保安三法設置

許可等及び検査手数料などでございます。

　４６ページ、款１５府支出金、項２府

補助金、目７消防費府補助金は、大阪航
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空消防運営費補助金、消防団防災訓練資

機材等整備事業補助金及び権限移譲交付

金でございます。

　５８ページ、款１９諸収入、項４雑入、

目２雑入は、消防団員退職報償費、近畿

道救急業務実施市町村交付金、消防指令

センター整備負担金、消防救急デジタル

無線設備整備負担金などでございます。

　次に、歳出でございますが、概要につ

きましては予算概要９４ページから９９

ページにかけて記載しておりますので、

あわせてご参照願います。

　予算書１５２ページ、款８消防費、項

１消防費、目１常備消防費は、１５億１，

７４３万９，０００円で、前年と比較し

て７７．３％、６億６，１６４万１，０

００円の増加となっております。

　１５４ページ、賃金は１名分の事務嘱

託員賃金でございます。

　旅費は大阪府立消防学校等への職員派

遣にかかる普通旅費などでございます。

　需用費は消防活動業務用品、職員の貸

与被服の購入並びに消防車両、消防庁舎

の修繕等維持管理経費でございます。

　役務費は一般加入回線、専用回線、携

帯電話料金及び救急車積載用タブレット

導入に伴う通信運搬費、消防活動用ボン

ベ検査等の手数料並びに車両の保険料な

どでございます。

　委託料は、消防庁舎の清掃、庁舎設備

等の保守管理、緊急情報システム等保守

管理のほか、吹田市との指令業務共同運

用に伴う庁舎改修管理などの委託が主な

ものでございます。

　１５６ページ、使用料及び賃借料は消

防本部庁舎の土地借り上げ、仮眠用寝具

借り上げ及びトイレ消臭器借り上げなど

でございます。

　工事請負費は、指令業務共同運用に伴

う消防本部庁舎改修にかかる経費でござ

います。

　備品購入費は、指令業務共同運用に伴

い、事務所に配備します書棚及び机等、

除染資機材、自動体外式除細動器及び空

気呼吸器用ボンベ等の購入経費でござい

ます。

　負担金、補助及び交付金は、消防ヘリ

コプター運営にかかる負担金、消火栓新

設修理負担金、救急救命士養成等の職員

教育訓練派遣負担金、救急安心センター

負担金及び指令センター共同運用等整備

負担金などでございます。

　続きまして、目２非常備消防費は４，

０６６万１，０００円で、前年と比較し

て３．８％、１４７万５，０００円の増

加となっております。報酬は消防団員に

支給する消防団員報酬でございます。

　報償費は、退職消防団員に対する報償

金でございます。

　旅費は、火災出動訓練及び歳末非常警

戒等の費用弁償でございます。

　需用費は、消防団員に貸与する耐切創

性手袋、救命胴衣及び消防団活動業務用

品の購入並びに分団配備の消防団車両２

９台及び小型動力ポンプ２２台の維持管

理経費でございます。

　１５８ページ、備品購入費は、小型動

力ポンプ１台の更新経費でございます。

　負担金、補助及び交付金は、消防団員

等公務災害補償等共済基金の掛金、消防

団屯所の補修等に対する消防施設整備費

補助金などでございます。

　以上、消防本部所管分の補足説明とさ

せていただきます。

　次に、議案第９号、平成２６年度摂津

市一般会計補正予算第５号のうち、消防

本部にかかる事項につきまして、その主

なものについて補足説明をさせていただ

きます。

　歳出でございますが、補正予算書６０
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ページ、款８消防費、項１消防費、目１

常備消防費の賃金は、臨時職員１名にか

かる賃金の執行差金、委託料は緊急情報

システム保守管理委託の執行差金及び共

同指令システム整備に伴う実施設計委託

にかかる執行差金等でございます。

　備品購入費は、高規格救急自動車及び

高度救命処置用資機材購入等にかかる執

行差金でございます。

　目２非常備消防費、負担金、補助及び

交付金は、消防大学校団長科入校に当た

り、公益財団法人大阪府消防協会が入校

経費を負担したため、未執行となった経

費を減額いたすものでございます。

　以上、補正予算のうち、消防本部所管

分の補足説明とさせていただきます。

○野口博委員長　続いて、井口総合行政

委員会事務局長。

○井口選挙管理委員会・監査委員・公平・

固定資産評価審査委員会事務局長　議案

第１号、平成２７年度摂津市一般会計当

初予算のうち、公平委員会、固定資産評

価審査委員会、選挙管理委員会、監査委

員の各事務局に関わります項目につきま

して、目を追って補足説明をさせていた

だきます。

　まず、歳入の４８ページ、款１５府支

出金、項３委託金、目１総務費委託金の

うち、選挙費委託金につきましては、大

阪府議会議員選挙及び大阪府知事選挙の

執行にかかる委託金でございます。

　次に、歳出の７６ページ、款２総務費、

項１総務管理費、目７公平委員会費及び

目８固定資産評価審査委員会費につきま

しては、委員報酬などの事務執行にかか

る経費でございます。

　９０ページ、項４選挙費、目１選挙管

理委員会費につきましては、委員報酬な

ど事務執行にかかる経費でございます。

　目２府議会議員選挙費につきましては、

来る４月１２日の大阪府議会議員選挙に

かかる執行経費でございます。

　９２ページ、目３府知事選挙費につき

ましては、本年１１月２６日任期満了と

なります大阪府知事の選挙にかかる執行

経費でございます。

　９６ページ、項６監査委員費、目１監

査委員費につきましては、委員報酬など

の事務執行にかかる経費でございます。

　以上、当初予算の補足説明とさせてい

ただきます。

　続きまして、議案第９号、平成２６年

度摂津市一般会計補正予算第５号のうち、

公平委員会、固定資産評価審査委員会、

選挙管理委員会、監査委員の各事務局に

関わります項目につきまして、目を追っ

て補足説明をさせていただきます。

　まず、歳入の１８ページ、款１４国庫

支出金、項３委託金、目１総務費委託金

につきましては、先の衆議院議員総選挙

にかかる執行経費の確定に伴い、減額す

るものでございます。

　次に、歳出の３０ページ、款２総務費、

項１総務管理費、目７公平委員会費及び

目８固定資産評価審査委員会費につきま

しては、事業費の精査に伴い、減額する

ものでございます。

　３６ページ、項４選挙費、目１選挙管

理委員会費につきましては、事業費の精

査に伴い、減額するものでございます。

　目３農業委員会選挙費につきましては、

執行経費の精査に伴い、減額するもので

ございます。

　目４衆議院議員総選挙費につきまして

は、執行経費の不用額を減額するもので

ございます。

　３８ページ、項６監査委員費、目１監

査委員費につきましては、事業費の精査

に伴い、減額するものでございます。

　以上、補正予算の補足説明とさせてい
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ただきます。

○野口博委員長　以上、説明が終わりま

した。

　これより質疑に入ります。

　中川委員。

○中川嘉彦委員　おはようございます。

　それでは、質問をさせていただきます。

　１点目、一般会計ですが、平成２５年

度当初予算３２４億７，３２３万２，０

００円、増減率１．２％、平成２６年度

３３３億４，４１１万５，０００円、２．

７％、平成２７年度３５２億７，３００

万円、５．８％となっていますが、少し

ずつですが予算額が増加傾向にあります。

毎年このような傾向が続いていくのでしょ

うか。現状と今後の見通しをお教え願い

ます。

　２点目、特別会計ですが、平成２４年

度２２８億７，０７３万７，０００円、

３．６％、平成２５年度２３７億８，７

０７万６，０００円、４％、平成２６年

度２４８億５，６６９万８，０００円、

４．５％、平成２７年度２６８億９，８

１０万９，０００円、８．２％となって

おります。これもやはり一般会計と同じ

く予算額、増加率ともに上昇傾向になっ

ております。その中でも、介護保険特別

会計を見てみると、平成２４年度と比べ

ると平成２７年度は約１０億３，０００

万円ほど多くなっていると思います。こ

れはすごいことだなと思っております。

特別会計もこのような傾向が続くのでしょ

うか。現状と今後の見通しをお教え願い

ます。

　３点目、水道事業会計で資本的収入が

前年度比４９１％、２億５０９万円となっ

ております。浄水課と工務課の統合によ

る表記の関係でしょうか。内容をお教え

願います。

　次に４点目、教育費についてですが、

平成２３年度３２億１，４７６万９，０

００円、平成２４年度２９億６，１２５

万６，０００円、平成２５年度３２億３，

１４４万１，０００円、平成２６年度２

９億３，６６５万２，０００円、平成２

７年度４６億８，９７７万５，０００円

と、平成２７年度は直近に比べて予算が

多目に取っていただいたのかなと思って

おります。内容も大事ですが、そうだと

私はうれしいことだと思っております。

具体的な増額の内容をお教え願います。

　５点目、予算概要の１６ページ、ホー

ムページ事業ですが、平成２７年度は４

９０万８，０００円と前年に比べてわず

かですが減っています。例年５００万円

前後で推移していますが、ホームページ

は市の顔です。この予算額について、ど

ういうふうに捉えられていらっしゃるの

か、お考えをお教え願います。

　６点目、ホームページ事業に関連して

いると思いますが、市の魅力をＰＲする

メール配信やＳＮＳのシステム構築、ま

た調査検討費などに今年度は幾らぐらい

予算がついて、どのように検討されてい

るのでしょうか。お教え願います。

　７点目、防災管財課の所管になると思

いますが、先週の日曜日、別府小学校で

本年度の最後の自主防災訓練がありまし

た。関係者の皆さん、お疲れさまでした。

いつ来るかもわからない震災に対して、

市民の皆様の真剣な取り組み、震災は他

人事ではないんだということを改めて実

感いたしました。予算ですが、平成２３

年度から見ても毎年予算が６０万円前後

で推移しております。東日本大震災を経

験していても、予算はほぼ変わっていな

いように思います。自主防災訓練ですか

ら、行政が主体的にとはいかないと思い

ますが、もっとサポート、後方支援でき

るようなことはないのでしょうか。今年
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度の総括と来年度の取り組み姿勢をお教

え願います。

　８点目、防災管財課の市立集会所管理

事業ですが、平成２４年度から見ても年

大体１，０００万円前後で推移している

と思います。毎回毎回問題になるとは思

いますが、抜本的な修繕、改修、または

統廃合について、市の方針はどのように

お考えなのでしょうか。お教え願います。

　９点目、人権女性政策課ですが、先日

の土曜日、コミュニティプラザでウィズ

せっつフェスタ２０１５が人権女性政策

課の主導の下開催されていました。その

中で、川柳の表彰がありました。去年か

らの取り組みとお聞きしました。その中

で、人間基礎教育賞というのがありまし

た。私はすごくいい取り組みだと思って

おります。どんどんやってほしいと思い

ます。このような人間基礎教育賞という

のは、年間どれぐらいなされているもの

なのでしょうか。今後、どのように展開

をお考えなのでしょうか。お教え願いま

す。

　１０点目、もう一つ人権女性政策課で

すが、先日６日、アメリカ合衆国の国務

省は女性の地位向上などへの貢献をたた

えるため、小酒部さやか代表ら各国の１

０人に、２０１５年の世界の勇気ある女

性賞を受賞すると発表されました。すば

らしいことだと思います。今回はマタハ

ラ、マタニティーハラスメント、職場な

どでの妊娠・出産に関する嫌がらせ、妊

婦に直接嫌がらせを言ったりする、した

りするほか、妊娠を理由に自主退職を強

要する、育児休業を認めないなどに対し

ての受賞だと思いますが、摂津市の職員

の方々のフォロー体制はどうなっている

のでしょうか。出産・育児の職員の労務

管理はどうなっているのでしょうか。お

教え願います。

　１１点目、同じくウィズせっつフェス

タ２０１５の中で、防災管財課の方々が

ミニ防災講座をされておりました。独自

のキャラクター、ひにゃんとかライフせ

んにん、あまぐもんなど、独自につくっ

て子どもたちにもわかりやすくご説明さ

れておりました。本当にいい取り組みだ

と思っております。クイズもあり、子ど

もたちや参加者はわかりやすくおもしろ

かったと思います。参加人数が２０人前

後だったと思いますが、今後防災意識の

向上、啓発を推進していき、市民の大勢

の方々に理解していただくためには、ど

のような活動をお考えなのか、予算をしっ

かりつけてやっていくのか、お教え願い

ます。

　１２点目、市長は淀川河川敷に災害時

のときに自衛隊のヘリポートが来るとおっ

しゃっておられますが、具体的な整備の

内容だとか、今後のタイムスケジュール

をお教え願います。

　１３点目、男女共同参画推進事業につ

いてですが、市民意識調査委託料２３０

万円となっていますが、主要事業一覧に

よれば、第３期摂津市男女共同参画計画

ウィズプランの中間見直しに伴う調査と

のことですが、市民意識調査の目的や対

象件数などをお教え願います。

　１４点目、平和施策推進事業について

ですが、７３万１，０００円となってお

りますが、平成２７年度は終戦から７０

年目の節目の年です。戦後、日本はたゆ

まぬ努力を重ね、経済大国として発展し

てきました。この平和と繁栄が多くの先

人の犠牲の下に成り立っていることを決

して忘れてはいけません。もちろん、私

は戦争を知りません。戦争を知らない世

代が多くなってきており、戦争体験その

ものが風化しつつあります。このような

中で、改めて平和の尊さを市民にアピー
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ルする必要があると思います。具体的な

内容、取り組みについてお教え願います。

　１５点目、情報政策課の情報化推進事

業ですが、電子自治体システム借上料７

８３万１，０００円となっていますが、

現在の取り組み状況をお教え願います。

また、電子自治体の理想は市民の利便性

の追求にもなってくると思いますが、コ

ンビニ収納などもいい取り組みだと思い

ます。これによって、本体業務、市役所

の中での業務はどうなるのでしょうか。

縮小されるのでしょうか。お教え願いま

す。

　１６点目、番号制度システム整備負担

金６５３万６，０００円となっています

が、マイナンバー制度の整備状況をお教

え願います。

　１７点目、消防庁舎管理事業ですが、

庁舎改修工事１億６，３１０万９，００

０円となっております。もう少し詳しい

内容をお教え願います。

　１８点目、警備課の指令・通信事業５

億５，６８３万４，０００円ですが、吹

田市との指令業務共同運用に向け、消防

指令センター及び消防救急デジタル無線

の共同整備について、現在の状況と今後

のスケジュールをお教え願います。

　１９点目、防災対策事業ですが、あす

で東日本大震災から４年がたちます。阪

神・淡路大震災からも２０年たちます。

日々人間はどんな大きな出来事でも忘れ

ていきます。東日本大震災をきっかけに、

国の防災計画が改定され、摂津市も見直

ししているところだと思います。市政運

営基本方針の中で、災害に強いまちづく

りを推進していきますとなっていますが、

防災マニュアル作成委託料、防災パンフ

レット配送委託料、防災カリキュラム作

成委託料、防災マップ作成委託料をもう

少し具体的にお教え願います。

　２０点目、市政運営基本方針の中で、

法人実効税率の継続的な引き下げや、さ

らなる法人市民税の国税化、償却資産の

課税に対する見直しなどが実行されれば、

深刻な影響が出るとされておりますが、

先ほどの説明にもあったと思うんですけ

ど、平成２７年度３億７４０万円のマイ

ナス、約１５％のダウンが、これのこと

だとは思いますが、現在の状況をもう少

し詳しくお教え願います。

　２１点目、経常的経費と資本的経費で

すが、経常的収入だけでは追いつかない

ため、資本的収入で基金の繰入金２２億

３，７９５万円、市債の発行２０億２，

６４０万円と、つじつまを合わせている

と思います。ちなみに、平成２６年度繰

入金１８億５，０９８万５，０００円、

市債４億７，０８０万円、平成２５年度

繰入金２６億３，７９１万３，０００円、

市債９億７，２３０万円、平成２４年度

繰入金１９億２，０６４万２，０００円、

市債１３億７，０７０万円です。歳入に

対しての依存割合は平成２７年度１２．

０８％、平成２６年度６．９６％、平成

２５年度１１．１％、平成２４年度１０．

２５％、直近で見ても依存度が高いこと

がわかります。正直、異常な事態じゃな

いかと思います。どこの自治体も財政問

題で悩んでいるとは思いますが、どのよ

うにお考えなのでしょうか。お教え願い

ます。

　２２点目、予備費ですが、平成２４年

度から見ても一律３，０００万円となっ

ています。このような計上の仕方が必要

なのでしょうか。お教え願います。

　２３点目、最後に選挙管理委員会事務

局ですが、４月に大阪府議会議員選挙、

１１月に大阪府知事選挙が控えておりま

す。投票率アップに関して、前回の選挙

と比べて取り組んでいる施策などがあれ
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ばお教え願います。

　以上で終わります。

○野口博委員長　質問の中で、２点目の

特別会計の問題、３点目の水道会計問題、

４点目の教育費問題は一応所管外になり

ますので、それも含めて１回目のこの全

体予算の流れの中でちょっと触れていた

だいて、ご答弁いただければと思います

ので、よろしくお願いします。

　答弁を求めます。

　有山総務部長。

○有山総務部長　予算の関係で総括的な

ところのご質問がございましたので、私

のほうから少し答弁させていただきます。

　平成２７年度の一般会計の額でござい

ますが、私どものほうでは過去最高の額

で、市制施行以来最高の予算額を計上さ

せていただいておるところでございます。

したがいまして、昨年度からの伸び率５．

８％と大きな伸びになっておるというこ

とでございます。さまざまな要因はござ

いますが、傾向的に伸びるという状況で

はあろうかと思います。

　それから特別会計ですが、これは所管

外ですが、総括的に申しますと医療費で

ありますとか、こういう扶助の経費が特

別会計の大きなウエートを占めておりま

して、この部分で伸びが大きいというこ

とが言えるかと思います。逆に、下水道

事業などは建設をこれから雨水の幹線の

伸びが出てきますので、今後についても

下水の特別会計については伸びるという

ふうに考えております。

　それから４点目の教育費ですが、本年

２７年度４６億と大きな伸びをしました

のは、国のほうが５か年で東日本大震災

にかかる一定の最終年次ということで来

ました。私どもは従前のやり方ですと２

６年度の補正を組んで翌年度へ繰り越す

ということで事業費をやっておりますが、

国のほうで今回最終年次を迎えるに当たっ

て、２７年度の国費事業という形で全部

の位置をそこに位置づけをしましたので、

その部分が非常に大きくて当初予算の教

育費が膨らんでいるのは、これは震災に

かかる分で、小中学校の耐震事業にかか

る部分が大きなウエートを占めておりま

す。ちなみに、国のほうではこの震災に

関連します伸び率を１２３．１％という

ことで、昨年の倍以上、２．２倍程度で

すね、予算の伸びを国のほうも示してお

りまして、私どももそれに合わせて呼応

し、事業を行ったことにより、教育費が

伸びているということでございます。予

算にかかる総括的なところを私のほうか

ら答弁させていただきました。

○野口博委員長　続いて答弁をお願いし

ます。

　荒井参事。

○荒井秘書課参事　ホームページ事業に

かかりますご質問についてお答え申し上

げます。

　ホームページ事業の減額理由でござい

ますが、平成２６年度は一部バージョン

が変わり、更新時期を迎えましたページ

がございまして、それに関して公開用サー

バーのソフトを購入するために、消耗品

費が計上されておりました。２７年度は

それが不要になったため、４１万１，０

００円を減額していることが主な要因と

なっております。

　また、２点目のご質問で、市の魅力発

信ということで、ＳＮＳやメールについ

てどのような取り組みをして幾らぐらい

平成２７年度に計上しているかというこ

とでございますが、こちらにつきまして

は特段この分につきまして予算計上をし

ておりません。２７年度は市の方針をしっ

かりと確定し、ホームページリニューア

ルに向けたスケジュールを固めていくこ
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とに注力したいと考えており、今年度の

予算計上はしておりません。

○野口博委員長　西川課長。

○西川防災管財課長　中川委員のご質問、

５点にお答えさせていただきます。

　まず、防災対策としまして、消耗品費

の中に自主防災組織の支援事業、毎年６

０万円を計上させていただいております。

こちらのほうは、自主防災訓練に伴いま

す備品等を自治会に上限５万円として支

給させていただいておるものでございま

して、この推移としましては毎年同じ額

を計上させていただいております。ただ、

備品ではございませんが、自主防災訓練

の工夫としまして、我々職員が段ボール

ベッドの組み立てでありますとか、それ

からハザードマップの説明を自主防災訓

練の一コマなんかに入れさせていただく

というような工夫をしておりまして、こ

のような工夫を引き続き訓練の充実とい

うことで続けてまいりたいというふうに

考えております。

　続きまして、市立集会所の維持管理費

の件についてご説明申し上げます。

　市立集会所は、市民の皆さんにコミュ

ニケーションを提供する場としてご利用

いただいております。市内には５３か所

ございますが、それぞれ老朽化の問題で

ありますとか、耐震化、それからバリア

フリーの問題がございまして、修繕費等

がそれで修繕をしていくという枠としま

しては、なかなか厳しい状況を示してお

ります。ただ、５３か所のうち老朽化し

ております３５年を経過しておりますの

が１７か所ございまして、これらの老朽

化対策というのが大きな課題となってご

ざいます。第５次行革にもございますよ

うに、これらの建て替え等、それから再

編成、統合等を今後早急に検討してまい

りまして、皆さんに一度お示しさせてい

ただきたいと思ってございます。

　続きまして、ウィズせっつフェスタの

ときに防災管財課の職員が子ども向けの

出前講座をやってございます。こちらの

ほうの市民の啓発につきましては、出前

講座でありますとか、それから地域の防

災の話をしてくれということで、地域の

ほうでやっているメニューの一つでござ

います。特に子ども向けのメニューとし

まして、防災に関するクイズをやったり

とか、そういうもので子どもたちの興味

を引きながら防災啓発をしているという

ことをやっておりまして、今後も引き続

き地域のほうでそのような出前講座等が

ございましたら、率先して出ていきたい

と思っております。

　続きまして、淀川河川公園のヘリポー

トの整備についてでございます。こちら

のほうは、既に摂津市が指定しておりま

すヘリポートとしまして、淀川に鳥飼上、

それから一津屋に二つのヘリポートがご

ざいます。これは淀川、近畿地方整備局

のほうで整備していただいたものでござ

いますが、既に整備されているヘリポー

トにつきまして、最近自衛隊との災害時

の連携ということをテーマに、自衛隊と

頻繁に協議をしておりまして、自衛隊が

現場に行きやすくするということで、自

衛隊の指定を、協議を今しているところ

でございます。こちらにつきましては、

整備はもう十分されておるんですが、自

衛隊との協議をきっちりしまして、自衛

隊のほうで指定していただくということ

をやっていきたいと思っております。

　それから、今年度の防災対策でござい

ます。本年度の防災対策につきましては、

防災マップでありますとか、それから防

災マニュアル等が予算計上されています。

まず、防災マニュアルにつきましては、

地域防災計画を修正しておりますが、約
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三十余りのマニュアルがその計画の中に

載ってございます。こちらのほうの策定

がなかなか進んでいない現状がございま

すので、各班防災マニュアルを作成でき

るように支援業務を委託してまいりたい

というふうに考えております。

　続きまして、防災パンフレットにつき

ましてご説明させていただきます。こち

らのほうも、地域防災計画の修正に合わ

せて市民向けの啓発のパンフレットを今

作成しております。地域防災計画の内容

がわかりやすく表示できるもの、それか

ら市民の方に地震と水害の、地震のとき

にどのように行動するかわかりやすく、

絵を使ったパンフレットを作成しており

まして、こちらのほうも、早急に年度明

け、早い時期に配布してまいりたいとい

うふうに考えております。

　続きまして、防災カリキュラムの作成

委託料でございます。こちらのほうは、

地域防災計画修正に合わせまして、防災

教育の一つの柱にしてございます。子ど

もたちに防災のことを知っていただくと

いうことで、学校の防災教育を推進した

いと思っておりまして、カリキュラムを

つくるに当たりまして、教育委員会、そ

れから防災管財課と連携しまして、その

会議の運営やその資料作成を行うような

委託のほうを現在考えております。

　それから、地域の防災マップの作成に

ついてでございます。こちらのほうは、

現在自主防災会が自治会の連合という形

で自主防災組織をやっておりますが、も

う少し小さな会議、自治会という単位で

避難行動を考えていただくという場合に

したいと思っております。地域で、安威

川以南、以北の二つの自治会で防災マッ

プづくりをやっていきたいと思っており

ますが、具体的にその自治会単位という

組織で防災マップをつくる上で、いろん

なことを話し合っていただくと、そうい

う機会にさせていただきたいと思います。

この４点が主に災害対策で上げさせてい

ただいていることでございます。

○野口博委員長　川西課長。

○川西人権女性政策課長　中川委員のご

質問５問についてお答えいたします。

　まず人間基礎教育賞でございます。せ

んだってのウィズせっつフェスタの中で、

川柳コンテストがございました。その中

で、人間基礎教育賞というのをことし初

めてつくらせていただきました。この趣

旨なんですけれども、人間基礎教育、こ

としで丸１０年です。お金をかけずにさ

らに市民に知っていただく方法はないか

と知恵を絞りまして、まずは自分たちの

部署でやっているコンテストで新しく人

間基礎教育賞をつくりまして、皆さん集

まっていただいている表彰式の場で、摂

津市は人間基礎教育に取り組んでおりま

す、ことしで１０年です、それを記念い

たしまして特別に賞をつくりましたとい

うことで、ＰＲも兼ねてアナウンスを入

れまして、お一人の方に受賞していただ

いた流れでございます。それと、ほかの

部署での取り組みなんですけれども、去

年の１０月にごみ減量リサイクル絵画展

というコンテストがございまして、環境

業務課がされたんですけれども、その中

でも人間基礎教育５つの心、節約・環境

という部分に着目いたしまして、我々の

部署のほうからお願いいたしまして、人

間基礎教育賞を一つ設けていただきまし

た。来年度の予定なんですけれども、こ

の取り組み、お金もかけずに、集まって

おられる市民に人間基礎教育をＰＲでき

るといういいきっかけになると我々は思っ

ておりまして、我々の部署の川柳コンテ

ストでは、また来年も人間基礎教育賞を、

ちょっとまだ検討段階なんですけれども、
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前向きに動いていきたいと考えておりま

す。また、ほかの部署が実施するコンクー

ルなんですけれども、これは部署ごとに

いろいろ審査基準等もございますので、

我々のほうから働きかけまして、どうな

るものか一度検討していきたいと考えて

おります。

　続いて２点目、アメリカのほうで世界

の勇気ある女性賞に日本の小酒部さんが

受賞されたという件でございます。この

小酒部さん、私もインターネットのニュー

スを見させていただいて、前の職場でマ

タハラに遭われて、それを何とか克服す

る、みずからの活動を踏まえてマタハラ

を防止する活動をされてたというところ

で表彰されたと、ホームページで見させ

ていただきました。摂津市の中での女性

職員のハラスメントなんですけれども、

今摂津市の中にはマタハラに限らず、セ

クハラ、パワハラ、マタハラも含めまし

て、もしあった場合は相談体制ができ上

がっておりまして、まずは人権女性政策

課のほうで相談に乗らせていただく体制

を組んでおります。その中で、何か問題

が見つかれば担当部署が集まりまして、

対策委員会を開くという流れになってお

ります。

　続いて、３点目でございます。せんだっ

て行いましたウィズせっつフェスタの中

で、防災ミニ講座を防災管財課のほうに

ご協力いただきまして開催いただきまし

た。なかなか、私も見てまして、ちっちゃ

なお子様連れ、子どもさん連れのお父さ

ん、お母さんも入っていただいて、中に

はシルバー世代の方もおられて、いろん

な世代の方に防災を身近に感じていただ

ける取り組みやったと思います。全部で

防災かるた取りとか防災ミニ講座とか、

４コマありまして、時間帯によってはも

うほとんど満席になるような流れでした。

　それで、人権女性政策課として今後防

災活動にどう絡んでいくか、今後の展開

ということなんですけれども、まず我々

目指すところは、ウィズカレッジなど、

女性のリーダーを目指すような講座で、

その卒業生の方が自主的に防災を研究す

るような、チーム防災というような自主

活動を組んでおられます。そういう形で、

草の根的に万一の場合はとっさに動ける

ような女性の方に育っていただきたいと

いうふうなところに力を入れております。

　続いて４点目、市民意識調査でござい

ます。男女共同参画推進事業の中で、２

７年度市民意識調査委託料というものを

計上しております。この市民意識調査を

させていただく目的なんですけれども、

まず摂津市の男女共同参画行政の方向性

を定めた第３期摂津市男女共同参画ウィ

ズプランというものがございます。これ

が１０年間の計画期間にしておりまして、

そのちょうど中間年、平成２８年度なん

ですけれども、平成２８年度に中間の見

直しをかけることにしております。この

２８年度中間見直しをかける上で前の年、

つまり２７年度に市民意識調査をさせて

いただいて、男女の意識についてのとこ

ろを把握したり、それを基礎データとし

て活用したりというものでございます。

具体的な調査方法の手法なんですけれど

も、調査対象は市内にお住まいの方２，

０００人、男性の方１，０００人、女性

の方１，０００人、合わせて２，０００

人を対象に考えております。無作為抽出

によりまして郵送でアンケート用紙を送

付させていただく予定でございます。質

問項目は全部で３０項目ほど用意してお

りまして、主に記号による選択式、あと

自由筆記の欄も設けております。そうい

うところで、皆さんのご意見を頂戴する

予定でございます。
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　最後に５点目、平和施策の取り組みの

具体的な内容ということでご答弁申し上

げます。摂津市では、毎年７月、８月を

平和月間と定めまして、戦争の悲惨さと

か、平和のとうとさを訴えるアピール、

取り組みを毎年しております。特に２７

年度は、終戦７０周年ということでござ

いますので、７月、８月の取り組みとい

たしまして、広島の被爆ピアノを使用し

たコンサートでありますとか、平和パネ

ル展、また８月６日の広島平和式典への

市民派遣などを考えております。また、

昭和６０年に市民の方の被爆体験や戦争

体験をつづりました冊子をつくっており

まして、市民の方の貴重な戦争体験、生々

しい記述がございますので、それを何と

か後世に伝えたいということで、ＰＤＦ

に加工いたしまして、ホームページでアッ

プさせていただいて、皆さんに見ていた

だくようなそういう取り組みも予定して

おります。この中でも、特に広島の被爆

ピアノのコンサートは終戦７０周年の平

和イベントの中核をなすものとして、市

民参加型として開催させていただく予定

でございます。

○野口博委員長　槇納課長。

○槙納情報政策課長　中川委員の質問２

点についてお答えさせていただきます。

　まず一点、電子自治体システム借上料

ですが、ここでは主にシステム運用経費

に関わる借上料を計上させていただいて

おります。ｅＬＴＡＸ、年金特徴、電子

申告、国税連携のＡＳＰ利用料、ＬＧＷ

ＡＮ府域ネットワーク機器利用料、ＬＧ

ＷＡＮ府域ネットワーク接続ルーター利

用料と、あと人事給与システム利用料に

つきましても、この科目で予算計上させ

ていただいております。

　もう一点、番号制度システム整備負担

金ですが、こちらは既存業務システムと

情報提供ネットワークシステムの間の情

報授受の仲介の役割を担う中間サーバー

をマイナンバーにおいて構築することと

なっております。ソフトウエアは総務省

が開発、ハードウエアはクラウドにより

共同化、集約化を図ることとなっており

ます。地方公共団体システム機構が全国

２か所に中間サーバー・プラットホーム

を用意することになっており、それに支

払う負担金となっております。この中間

サーバーにより、情報連携、各機関等と

行うことにより、市民の方が添付処理を

省略するなど、市民の利便性の向上が図

れることとなっております。

○野口博委員長　明原部参事。

○明原消防本部参事　それでは、お問い

のありました消防庁舎の改修工事の内容

につきましてご答弁させていただきます。

　平成２８年４月１日に吹田市と消防指

令業務の共同運用を開始しますことに伴

い、現在の消防本部庁舎を改修するもの

でございます。指令センターの本体はも

ちろん吹田市の江坂の吹田市消防本部に

設置するものでございますが、本市が設

置し、また管理する機器を置く必要がご

ざいますので、現在の消防本部庁舎３階

の会議室になってございます場所を新警

備課室として改装するものでございます。

あわせて、救急隊や消防隊の仮眠室等の

改修も行います。また、営繕計画にのせ

ておりました屋上の防水改修ですとか、

外壁の全改修、またエアコンの空調機の

全部改修もあわせて実施する予定をいた

しております。

○野口博委員長　木下参事。

○木下警備課参事　それでは、消防本部

警備課所管でございます消防指令センター、

消防救急デジタル無線、吹田市との指令

業務共同運用における現況と今後のスケ

ジュールにつきまして、お答えいたしま
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す。

　吹田市・摂津市消防指令センターの構

築に向けましては、現在吹田市と本市が

消防通信指令事務協議会におきまして、

種々調査研究、検討協議を図りながら進

めているところではございますが、平成

２６年度には吹田市と本市、実施設計業

者において密に連絡、調整、協議を重ね

まして、吹田市・摂津市消防指令センター

実施設計書を完成させたところでござい

ます。

　なお、今後におきましては、消防救急

無線のデジタル化整備と合わせまして、

完成いたしました実施設計書に基づきま

して、吹田市にて契約を行い、消防指令

センター構築に関する機器の整備を先ほ

ど明原部参事から説明のありました消防

庁舎改修事業とリンクしながら、本格的

に実施してまいる予定でございます。

　また、平成２７年度末には整備の完了

とともに、センター指令員の操作研修な

どを実施いたしまして、平成２８年４月

には吹田市・摂津市消防指令センターで

の指令業務共同運用の開始を目標設定と

しているものでございます。

○野口博委員長　和田部参事。

○和田総務部参事　それでは、法人市民

税に関するご質問につきましてお答えい

たします。

　平成２７年度の法人市民税につきまし

ては、対前年比３億７４０万円の減となっ

ております。平成２６年度税制改正に伴

いまして、地方法人課税の偏在是正措置

がとられました。その内容といたしまし

ては、地方法人税の創設に伴い、私ども

の法人市民税率を引き下げたことに伴う

影響を見たものでございます。具体的に

税率につきましては、１４．７％から１

２．１％に税率が引き下げになったこと

によるものです。

　もう一つ、法人実効税率の引き下げの

件でございますけれども、これは国際間

の企業立地条件の均一化で、日本の法人

実効税率が高いということで、それを引

き下げる一環で、国税の法人税率を２５．

５％から２３．９％、率にいたしまして

１．６％の引き下げが２７年度から実施

される予定になっております。市に対す

る歳入の影響につきましては、平成２８

年度以降に出てくるものと考えておりま

す。

○野口博委員長　石原課長。

○石原財政課長　それでは、財政課に関

するご質問２点についてご答弁申し上げ

ます。

　まず１点目ですけども、経常的経費と

資本的経費のところと、繰入金の関係と

いうことだったと思います。予算概要の

２０８ページのほうに予算の内訳として

書いておりまして、平成２６年度で経常

的収入と経常的支出の金額を差し引きま

すと約１９億円、そして２７年度当初予

算で見ますと１４億円ということで、５

億円ですね、昨年と比べて経常的収入か

ら経常的支出を差し引いた額が減ってい

ると。ということは、その分資本的支出

に回す金額が減っているということにな

るのかなと思います。今後の見込みもあ

りますし、今年度市税につきましては１

６９億円ということでございますが、先

ほど答弁がありましたように、税制改正

等の影響もありまして、今後大体市税に

ついては１６５億円、また景気の動向に

よってはまたそれよりも下がる見込みも

出てくるのかなというふうに考えており

ます。また、それに対して支出のほうに

つきましては、扶助費のほうの関係にな

りますと、本市では６５歳以上の高齢者

のほうがピークが大体３２年から３３年

を迎えるというふうに言われております
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ので、それらまで扶助費のほうもまだま

だ増加していくのかなというふうに考え

ております。それらを考えますと、今後

も歳入と歳出の差がだんだんと開いてく

るというふうになるのかなと考えており

まして、対応する方法として基金の繰り

入れでありますとか、市債の発行という

のをこれまでそこのところをバランスよ

く考えながらやっていったところでござ

いますので、今後もそこのところをバラ

ンスよくやりながら、なおかつそれに対

しまして経常的支出の削減について取り

組んでいかなければならないというふう

に考えております。

　もう一点、予備費のほうなんですけど

も、今年度予備費、これまでもですが、

３，０００万円の計上をさせていただい

ております。この予備費のほうにつきま

しては、災害等の当初予期しなかったも

の、また緊急的なものに対して充当する

というふうになっております。予算額に

つきましては、正直今どの程度の額がよ

いのかというのは非常に難しいところで

はあるんですけれども、過去の充当の経

過でありますとか、また災害等の費用が

どれぐらいかかるかというのもわからな

いところでもあります。一般的に予算規

模にもよるんですけども、１，０００万

円から５，０００万円程度というところ

が示されてありますので、本市として現

在３，０００万円という計上をさせてい

ただいておりますので、どうかご理解の

ほどよろしくお願いいたします。

○野口博委員長　山下局次長。

○山下選挙管理委員会・監査委員・公平・

固定資産評価審査委員会事務局次長　そ

れでは、選挙管理委員会に関わりますご

質問にご答弁いたします。

　投票率アップに向けての取り組み、施

策ということでございますが、これは本

市に限らず全国的な傾向といたしまして、

年齢層が上がるほど投票率も上がり、一

定の率は維持されているということです

ので、逆に申しますと、いかに若年層の

投票率をアップさせていくか、これが重

要な課題であるというふうに認識してお

ります。本市の場合、二十歳の誕生日を

迎えられた方に、選挙人名簿に登録され

ましたということで、お祝いと啓発を兼

ねましたおはがきをお送りしております

が、それだけでは啓発としては不十分で

あるということは、当委員会も十分認識

しておりますので、先進都市の取り組み

事例、これらを引き続き調査研究してい

き、実行できるものはぜひ実行していき

たいというふうに考えております。

○野口博委員長　中川委員、２回目質問。

○中川嘉彦委員　それでは、２回目の質

問をさせていただきます。いろいろ質問

が前後するかもわかりませんが、ご容赦

いただきたいと思います。

　一般会計ですが、摂津市は平成２５年

度に交付団体になっていると思います。

私の理解では、基礎的な市役所経営を自

分のところだけの収入で賄えないという

ことだと思います。ますます少子高齢化

が進み、扶助費が増大していくのは目に

見えていると思います。そうなるとどう

するか、切り詰めるしかないんじゃない

かということになると思います。国では

平成２７年度に地方財政対策の中で、地

方交付金等一般財源の総額について、地

方創生のための財源などを上乗せして平

成２６年度の水準相当を、相当程度を上

回る額を確保するとなっていますが、摂

津市への一般会計に対する影響とか恩恵

は何かあるのでしょうか。お教え願いま

す。

　先ほど２点目には特別会計は所管外と

いうことをおっしゃられましたけども、
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一言だけ。私はその一般会計と特別会計

というのは、正直言って一緒になればい

いんじゃないかなと。そして、ボリュー

ムを、財布を大きくして無駄やコストの

カットがさらにできるんじゃないかなと

思いますので、その辺考えていっていた

だければと思います。

　次に、教育費についても所管外という

ことですけれども、この伸び率のほとん

どが耐震の費用だというふうになってま

すけれども、本当に子どもたちの教育向

上についてに予算をもっと充てていただ

ければなということを言っておきます。

　次に、ホームページ事業です。先ほど

の答弁でメール配信やＳＮＳに対してそ

んなに特段と何か計上してないというこ

とですけれども、これは自分たちの市の

魅力を発信していかないと、市民は本当

に損をしているっていうんですか、やっ

ぱり一日でも早く整備をしていただいて、

ホームページ、その関連の小項目、バー

ジョンが変わったとかソフトがどうとか

じゃなくて、大きくインターネット、こ

れだけＩＴ技術が進んでますので、もっ

とこのホームページ事業を、その予算を

大きくするとかして、スピード感を持っ

てやっていただかないと、摂津市は摂津

市の魅力をもっとＰＲしていってほしい

と思います。もうちょっと突っ込んだ答

弁をいただきたいと思います。お教え願

います。

　次に、防災管財課の自主防災訓練です

けれども、本当に何回か自主防災訓練に

出席させていただいてるんですけれども、

本当に皆さんいい取り組み、真剣だとい

うことはわかります。よく話に出ると思

いますけれども、いろいろ工夫をされて

るとは思いますけれども、さらに市民の

方が興味を持っていただいて、防災に直

結するようなその取り組み、そういうの

をもうちょっと考えていただければと思

いますので、これは要望とさせていただ

きます。

　次に、防災管財課の市立集会所管理事

業のことですが、今ご答弁の中で３５年

以上経過しているところが１７か所ある

と。もうすごい問題、大問題だと思うん

ですけれども、前に私はお話しさせてい

ただいたかどうかわかりませんけれど、

市民の方の利用率だとか、地域当たりそ

の集会所の周り何世帯、何人当たりが妥

当なのか、そういう基準をある程度つくっ

ていただいて、いっそこの統廃合、５３

か所でしたか、その箇所が多い少ないも

あるとは思いますけど、やはり私は統廃

合はかなり必要かなというふうに感じて

おります。その辺をもう少し利用率とか、

その地域当たりとか、その辺を再度お答

えいただければと思います。

　人権女性政策課の人間基礎教育のほう

ですが、本当に人間基礎教育というのは

ソフト面、人の心に訴えかける人の倫理

観、道徳観の大事なもの、それを表彰す

るということですので、これからもずっ

とどんどんやっていっていただきたいと

思います。さらに、子どもたちにとって

例えば挨拶ができたら校長賞とか、挨拶

できたで賞とか、何でも人間というのは

気持ちの人間だと思ってるんで、ほめら

れれば気持ちよくなって頑張ろうという

ふうに気持ちが前向きになると思います。

ぜひ、そういうことをご要望させていた

だきたいと思います。

　マタニティーハラスメントに対しては、

しっかりと取り組んでいただきたいと思

います。

　次に、同じく出前講座のミニ防災講座

なんですけれども、予算をしっかりつけ

ていただくということを、先ほどお話し

させていただいたんですけど、もっとこ
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の出前講座、会場を大きくして、この間

は２０人だけじゃない、２０人足らずで

したけれども、こういうのを会場、それ

とか学校とか、そういうところでやって

いくお考えはないのか、申しわけないで

すけどもう一度ご答弁いただきたいと思

います。

　自衛隊のヘリポートに関しては、もう

整備して、あとは自衛隊とその協議をしっ

かりしていく段階だということは理解し

ましたので、しっかり進めていっていた

だきたいと思います。

　次に、男女共同参画事業の市民意識調

査なんですけれども、例えばこの意識調

査というのは、そのタイミング、タイム

リーにサービスを提供するのが必要だと

思います。意識調査、そのアンケート、

その時々のニーズに合った意見を聞くの

が大事なことだと思います。例えば、コ

ンビニでは時間当たり、レジを打つとき

に私が聞いてるのは、男性か女性か、年

代別、２０代か３０代か、そういうふう

にして何の商品をいつ誰がどういうふう

に買ったかというのをデータ化してると

いうふうに聞いております。ですので、

こういうお金を使って市民意識調査をす

るからには、そのニーズをしっかり把握

していただき、それを誤れば低いサービ

スの提供になってしまいますので、税金

の無駄になってしまうことにもなります

ので、しっかりとその辺を取り組んでい

ただきたいと思います。

　そして、先ほど３０問程度の質問とい

うふうに出てたと思うんですけれども、

この３０問、どのように意識が変わって

いるのか、その１０年前と今とどういう

ふうな形で誰がつくっているのかという

のもそうですけれども、同じ質問、ニー

ズに合わせた１０年前と今と同じ質問も、

過去の１０年前と同じ質問も大事だとは

思うんですけれども、大事だと思います。

ですので、その質問の内容をもうちょっ

と精査して、どういうものをするのか教

えていただければと思います。

　そして、平和推進事業ですが、被爆ピ

アノというのが実施されるというふうに

先ほど答弁いただきましたけれども、す

ごく私も関心を持って、できれば行きた

いなと思います。この市民参加型のコン

サート、平和コンサート、どういうふう

に市民がこれから参加していくのか、そ

の辺教えていただければと思います。

　次に、情報政策課の情報化推進事業の

電子自治体なんですけれども、先ほど一

つ一つ答弁は伺ったんですけれども、こ

の電子自治体、もう一度これを目標にす

るその意義というんですか、これが実現

になった場合、市民はどういうふうに利

便性がなるのか、生活が向上するのか、

再度お教えいただきたいと思います。

　また、コンビニ事業では、よく世間に

出てるのは１通当たり６０円程度の手数

料がかかるとかいうふうになっているん

ですけれども、その辺の費用対効果とか

いうのは、どういうふうにお考えなのか、

その根拠というんですか、そういうのを

お教えいただければと思います。

　次に、番号制度システム整備負担金で

すが、これは名前の字のごとく、情報を

一元化して個人の資産、預金を一元化す

るということだと思いますけど、もちろ

んそうなれば、一番問題になるのは、セ

キュリティの問題だと思います。あと、

国に個人資産を何かあったときに見られ

るような気にもなります。その辺に対す

るお考えをお教え願います。

　消防庁舎管理事業は、理解させていた

だきました。吹田市との指令業務の共同

運用についても、しっかりと協議してい

ただき、吹田市と協議中ですけれども、

－22－



今、広域連合、いろいろ地域ではささや

かれておりますので、さらなる地域連合

とかそういうことが可能なのか、そうい

うふうになっていく方向性になるのか、

そういうのを注視していきたいと思いま

す。

　次に、防災対策事業についてですが、

先ほど、防災マニュアル作成とかパンフ

レットの配送をいろいろお聞きして、あ

りがとうございます。その中で、防災カ

リキュラムなんですけど、これは、授業

の中で子どもたちに浸透させていくとい

う中で、授業のどういう中で行っていく

のか、何かそういうふうな、別の時間に

するのか、何かそういう時間を新設する

のか、その辺のお考えをお教えいただき

たいと思います。

　次に、法人実効税率の継続的な引き下

げについて、ご答弁いただきましたけれ

ども、その影響は、先ほどのご答弁に平

成２８年度以降に影響してくるというこ

となんですけども、具体的にどれぐらい

の、どういうふうに影響していくのか、

もうちょっと詳しくお教えいただきたい

と思います。

　次に、予備費ですが、平成２５年度の

決算を見てみると、２，８２９万８，２

４０円不用額となっています。私は、そ

の予備費には災害に対して何かあったと

きというふうなお答えをいただいたと思

うんですけれども、単純に、ちょっと不

勉強でありますけど、このお金を、代表

質問でさせていただきましたけど、医療

費助成の事業の、その中学校３年生まで

の引き上げのほうに回すことは、できな

いんでしょうか。災害とかあったときに

は、改めて予算どりをすればいいんじゃ

ないかなと私は思うんですけど、そうい

うふうにならないか、お尋ねいたします。

もし、それが目的外で中学校３年生まで

の医療費助成事業に当たらなければ、私

がいつも言っているんですけど、地下鉄

の延伸の協議会の事務経費に充てられな

いかなと、そういうふうに思いますので、

その辺のお考えをお教えいただきたいと

思います。

　そして、最後に、選挙の投票率アップ

の話ですが、先ほども、お年寄りの方は

ある程度投票に行かれるというお話だっ

たと思うんですけど、若い世代の投票率

のアップが喫緊の課題だと思っておりま

す。今、安倍政権の中というんですか、

選挙権の年齢が１８歳まで引き下げると

かいうふうになってますけれども、私も

これがいいか悪いか、今、すごい悩んで

いるところですけれども、主権者意識を

養い、早い段階で投票習慣を定着させる

観点から大事なことかなとも思っており

ます。

　また、そういうふうな１８歳までに引

き下げるのであれば、教育現場で模擬投

票等の学習などしていく必要があると思

いますけど、その辺の１８歳の選挙権の

引き下げについての市のお考えをお教え

いただきたいと思います。

○野口博委員長　石原課長。

○石原財政課長　中川委員のご質問２点

についてご答弁申し上げます。

　まず、交付税の関係だったと思います。

確かに、国のほうの地方財政対策のほう

では、一般財源総額のほうが昨年に比べ

ると同等額確保されております。それに

対して、地方交付税につきましては、約

１，０００億円の減、それと一番気にな

るのが、臨時財政対策債のほうが１兆１，

０００億円減というふうになっておると

ころでございます。本市への影響という

ことですけども、本市につきましては、

財政力指数が高い団体でございますので、

言うなれば、交付団体と不交付団体のは
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ざまにあるといいますか、そのあたりに

いてるということでございますので、今

現在の測定単位と単位費用でかけますと、

交付成り、微妙なところではあるんです

けども、最終、ことしの７月ぐらいに決

まる補正係数等によって交付税のほうが

どうなるかというのがはっきり見えてく

るのかなというふうに思っております。

　また、今、交付税の中でも別枠加算と

いうものがございまして、リーマンショッ

クのときに危機対応モードということで、

そういう加算枠を設けておりますが、そ

れも今現在、平常モードへの切りかえと

いうことで、今回、削減のほうをされて

おります。また、今現在、不交付団体の

ほうが大体全国で５５団体あるんですけ

ども、そのリーマンショック前が大体１

５０団体ほどありました。その当時に国

の方も戻していきたいというふうな動き

もあるというふうに聞いておりますので、

今年度につきましては、交付税について

は当初について計上しておらないところ

でございます。

　それと、予備費についてですけども、

予算につきましては、歳入・歳出の全て

を当初予算のほうに計上するということ

が決まっておりまして、先ほど申しまし

た予備費の充当につきましては、予算編

成当時において、予期しなかった支出に

対応するものということでございますの

で、医療費助成等そういうものについて

は、この予備費の充当には当てはまらな

いと考えております。

○野口博委員長　有山部長。

○有山総務部長　特別会計のほうで、財

布を大きくすればということでございま

すが、これは、特別会計というのは特定

の収入でもって、その事業をやるという

ことで、保険料をもって医療費を賄うで

ありますとか、例えば、下水道ですと、

下水道の使用料をもって、その事業を賄

うというようなことで、それぞれ特定の

収入でその事業を展開していく必要があ

るものが特別会計となっておりますので、

このようなものを統合して財布を大きく

するということにはならなくて、むしろ、

目的別に事業を展開していくということ

が一つかなと思います。

　それから、今、財政課長のほうが答弁

しました予備費なんですが、これに対す

る財政の考え方なんですが、例えば、予

算の中で残余が出て流用して、その分を

事業に充てる、あるいは、予備費を充当

する、これらにつきましては、補正と同

じ行為であるというふうに財政上は規定

されております。本来、この部分につき

ましては、議会にお諮りをすべき内容の

ものがあるということで、私ども理解を

しておりますので、予備費については議

会との相談の上でこの額を、今まで計上

していたところで、財政としては、もち

ろん大きければいいんですが、今回使っ

ておりますので言えば、ＪＲ東海等の訴

訟、こういうことを一々議会の補正を組

まないで対応するために、こういう予備

費の充当を行っているところでございま

す。

　それと、マイナンバーのところで担当

のほうから答弁はあると思いますが、手

数料等々で経費的、コスト的にどうなの

だというご質問がありました。これは、

私のほうで少し答弁させていただきます

と、その分、サービスの向上があるとい

うことで、全国的な流れとして、コンビ

ニで手数料を払ってでも自治体として装

備をしていくという状況になっています。

また、その仕組みそのものは、総務省の

ほうで一定のプラットホームができ上がっ

ておりますので、それにのっとって、行っ

ているところであり、摂津市民に対して
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も当然、私ども行政として提供していく

べきサービスだと思います。その部分に

かかりますコストについての負担は当然

市としてやっていかなければならないと

いうふうに考えておりますので、ある程

度そのコスト負担が窓口で発行するより

は多くかかりますが、得られる利点は大

きいものというふうに考えているところ

でございます。

○野口博委員長　西川課長。

○西川防災管財課長　それでは、中川委

員の３点のご質問にお答えさせていただ

きます。

　まず１点目でございますが、集会所の

再整備、統廃合の方針について、お答え

させていただきます。

　集会所の利用率、使用頻度につきまし

ては、毎年、地元で運営していただいて

います団体から使用回数の報告がござい

ます。ちなみに２５年度でいきますと、

４００回以上使われている集会所が１か

所、それから、少ないものでいいますと

５０回以下というのが９か所ございます。

このように、それぞれの集会所によって

は、使用頻度がすごく異なるというよう

なことがございます。このような利用頻

度でありますとか、それから、この利用

頻度につきましても、もう少し詳細に自

治会のほうからお聴き取りする必要があ

るかなと思っておりますので、それから、

委員のご説明にありましたような、その

集会所を利用される人口、お住まいの人

口や世帯、それから集会所までの距離、

それから、もう一点は、やっぱり周辺に

同様な施設があるかどうか、この辺を勘

案して方針を決定していきたいというふ

うに考えております。

　続きまして、ミニ防災講座についてで

ございます。現在のところ、この防災講

座開催の予算立てはしておりません。委

員が見ていただきました、ウィズせっつ

フェスタのミニ防災講座につきましては、

以前から小学生向けに防災講座を行って

きたんですが、今回、メダルをつくった

りとか、子どもが喜んでいただけるよう

なクイズをしたりとか、そういう取り組

みを今回初めて行ったものでございます。

このような取り組みにつきましては、基

本的には地元、ＰＴＡでありますとか地

元から出前講座の依頼があって、そちら

に行ってそういう説明をさせていただく

んですが、同様な取り組みを引き続き行っ

ていきたいというのもございますし、そ

のような団体との協議する場がございま

したら、また、こちらからこういう講座

がございますという説明をさせていただ

きながら進めてまいりたいというふうに

考えております。

　それからもう１点、防災対策につきま

して、防災カリキュラムの作成について

でございます。こちらのほうは、先ほど

も申しましたように、教育委員会と連携

しながら作業部会等を通じて、このカリ

キュラムをつくっていくものでございま

す。現時点で、どういう科目に反映させ

るかというのは決めておりませんが、先

進市でございます釜石市のほうでは、例

えば、数学の時間に津波の速度を学校の

勉強でそういう授業を行うとか、特に防

災のコマをとらずに、なるべくそれに負

担をかけないような、いろんな科目でそ

ういうものを盛り込むという取り組みを

されております。これにつきましては、

今後、教育委員会も含めて具体的なカリ

キュラムについて検討していきたいと思っ

ております。

○野口博委員長　和田参事。

○和田総務部参事　それでは、まず、コ

ンビニ収納につきまして、お答えいたし

ます。
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　コンビニ収納につきましては、軽自動

車税の収納率の向上対策として導入され

た経過がございます。本市におきまして

は、平成２２年度から軽自動車税、２３

年度から住民税、固定資産税、都市計画

税のコンビニ収納を実施をいたしており

ます。その効果といたしましては、軽自

動車税の現年課税分の徴収率を比較いた

しますと、平成２０年度９３．５％であっ

たものが、平成２５年度９５．６％と上

昇に転じております。２６年度におきま

しても前年同月比で前年水準を上回る状

況でございますので、納付につきまして

は、一定の効果があったものと考えてお

ります。

　取り扱い手数料の単価でございますけ

れども、委員から指摘のございました６

０円と申しますのが全国平均の水準と伺っ

ております。本市におきましては、１件

当たり５５円ということで、比較いたし

ますと、全国最低水準にあるものと考え

ております。

　続きまして、もう１点、法人実効税率

の件でございますけれども、現在、日本

の法人実効税率は３５％、先進諸国の中

では高い水準ということで、アベノミク

スの一環として、それをドイツ並みの３

０％以下に引き下げる政策が組まれてお

ります。具体的には、その中で大きな割

合を占めております国税の法人税率、こ

れを２５．５％から２３．９％に、１．

６％引き下げることが決まっております。

これを市の法人市民税に当てはめますと、

約６％の減収が考えられます。現状の決

算額に当てはめますと、約１億円程度の

減収になるのかなと考えておりますけれ

ども、ただ、この引き下げ措置とあわせ

まして、繰越欠損金の充当率等の引き下

げ等が考えられております。そういった

形で、法人税の課税ベースが拡大されて、

幾分相殺される要素もございますので、

額については、今後の状況を見据えてい

きたいと考えております。

○野口博委員長　荒井参事。

○荒井秘書課参事　それでは、ホームペー

ジに関する２回目のご質問にお答えいた

します。先月になりますが、ＳＮＳやメー

ル配信などホームページに先進して取り

組んでいる自治体を視察してまいりまし

た。非常の率直にいろいろなことを教え

ていただきました。そこで、わかったこ

とは２点ございます。一つは、できるか

できないかでなく、やるかやらないかと

いう市としての方針をしっかりと持って

選択をしていること。そして、２点目は、

やるのであれば、情報の質と発信の持続

性を確保することでありました。ですか

ら、ＳＮＳやメールに関しても非常に厳

しい運用のガイドラインを定めておられ

ました。中川委員のおっしゃる魅力発信

は市としてとても重要な課題であると認

識しておりますし、スピード感も非常に

大事なことも理解をしておりますが、方

針のところに時間をかけていきたいと思っ

ております。４月から広報課となり体制

も強化されますことから、摂津市として

何を魅力発信の手段として活用していく

かを平成２７年度にはしっかりと定めて

まいりたいと思っております。

○野口博委員長　槙納課長。

○槙納情報政策課長　中川委員の２回目

のご質問にお答えします。

　まず１点、市民の利便性がどう向上さ

れるかというご質問ですが、ご承知のよ

うに２８年１月に個人番号カードが交付

されます。先ほどから申しております、

このカードを利用してコンビニ交付です

とかが想定されております。このカード

には、公的個人認証サービスというもの

が採用されます。今後、市町村等におき
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ましては、多目的カードとしての利用が

検討されるところです。本市におきまし

ても、このカードを利用した市民の利便

性の向上を図る取り組みを、今後検討し

てまいりたいと考えております。

　もう１点、マイナンバー制度における

ところのセキュリティの確保についての

ご質問ですが、特定個人保護評価という

ものを特定個人情報保護委員会のほうに

特定個人にかかる評価書を提出すること

になっております。この評価書につきま

しては、各課とヒアリングを行い、この

３月中を目処に評価書、本市の場合、基

礎項目評価となりますが、その評価書を

提出する見込みでおります。今後とも国

のスケジュールを踏まえながら適切な検

討をしてまいりたいと思っております。

○野口博委員長　川西課長。

○川西人権女性政策課長　２回目のご質

問にご答弁申し上げます。

　まず、男女共同参画にかかる市民意識

調査でございますが、摂津市では、この

ような男女の意識に対する調査を平成１

７年と２２年に行っております。また、

委員がおっしゃるように、時代のニーズ

にあった質問を用意するというのは当然

なんですけれども、また、それと違って

時代ごとに市民の意識がどう変化してき

たか、その変遷を把握することもまた大

事だと思っております。したがいまして、

３０問用意する設問の中で何問かは、今

まで平成１７年、２２年と同じ質問を中

にまぜていく予定でございます。また、

残りの質問なんですけれども、誰がどの

ように作成するかなんですけれども、我々

行政サイドも時代のニーズにあった質問

を考えるんですけれども、それだけでは

ございませんで、市民団体の代表様とか

学識経験者、また、市内の事業所の方等々

に入っていただいている摂津市男女共同

参画推進審議会という審議会がございま

して、そこでもいろいろな立場からアイ

デアを出しあっていただいて、時代の流

れに合致した設問を作成していただく予

定でございます。

　続いて、平和施策、被爆ピアノコンサー

トについてのお問いでございます。この

コンサート、具体的には広島で原爆被害

に遭いましたけれども、幸い大きな破損

を逃れたピアノを再生いたしまして、そ

のピアノを使ったコンサートでございま

す。具体的なコンサートの中身なんです

けれども、ピアノの演奏を聴くだけでは

なくて、広島の被爆ピアノを調律した広

島の調律師さんの平和の思いを込めたミ

ニ講演会でありますとか、また、摂津市

内の子どもたちを公募いたしまして、被

爆ピアノを弾いてみようのコーナーであ

りますとか、また、会場に集まっていた

だいた皆さんと一緒に平和の祈りを込め

ました歌をみんなで歌うでありますとか、

いろいろな角度から趣向を凝らしまして、

平和へのメッセージ性が高いコンサート

にしていく予定でございます。夏休み期

間中予定しておりまして、たくさんの方

に参加いただければと願っております。

○野口博委員長　暫時休憩します。

（午前１１時５１分　休憩）

（午前１１時５２分　再開）

○野口博委員長　再開します。

　山下局次長。

○山下選挙管理委員会・監査委員・公平・

固定資産評価審査委員会事務局次長　そ

れでは、中川委員の２回目のご質問にご

答弁申し上げます。

　委員、おっしゃいましたとおり、現在、

国会のほうで投票年齢を２０歳から１８

歳に引き下げる審議が進められておりま

して、可決されましたら恐らく来年の参

議院選挙から適用になるというふうに考
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えております。選管といたしましても、

法改正が成立いたしましたら、各種手続

のほうを適正に粛々と進めてまいりたい

と考えております。ただ、委員会といた

しましても、投票年齢が下がったからと

いいまして、それが確実に投票率の向上

に結びつくかどうかというのは、まだ不

確定なところでございまして、より一層

若年層に対する啓発活動を進めて行かな

いことには、せっかくの機会であります

ので、それを生かせられるよう一層の取

り組み、研究のほうを進めてまいりたい

と考えております。

○野口博委員長　暫時休憩します。

（午前１１時５３分　休憩）

（午後　０時５８分　再開）

○野口博委員長　再開いたします。

　中川委員の３回目の質問から入ります。

○中川嘉彦委員　それでは最後、質問と

要望を何点かさせていただきたいと思い

ます。順番が前後しますけれども、よろ

しくお願いします。

　まず予備費なんですけれども、先ほど

のご答弁の中で、補正と同じ行為になっ

てしまうから予備費の扱いは厳しいとい

うふうなお答えだったと思うんですけれ

ども、この予備費、予備費がどうこうと

いうより、この間から取り上げさせてい

ただいてる医療費の助成事業、中学校３

年生までというのは喫緊の最重要課題だ

と思ってます。何とかこれを実現したい

なということで、予備費という、自分な

りにそういうところからもお金を捻出で

きないんかなというふうに思いました。

　ですので、例えばこれは問題あるかも

わかりませんけれども、道路の維持修繕

費用も当然幾らかはあると思いますけれ

ども、多少２年でも３年でも延ばせると

ころがあればその余った財源というんで

すか、使うべき財源を喫緊の中学３年生

までの医療費助成に充てていただきたい

なと。それは自分の考えです。それは要

望させていただきたいと思います。

　次に投票率のアップについてですけれ

ども、投票率は環境整備も大事だと思い

ます。今、いろいろ何度かいろんなとこ

ろで議論にはなってますけれども、期日

前投票をより活性化するとか、投票時間

を８時以降延長するとか、投票所を増設

したりとか、そういうことも大事なこと

なんじゃないかなと。例えば同じ選挙区、

大阪府知事選挙でしたら、摂津市だけの

投票ではなく、大阪府内どこに行っても

投票ができるようになれば、もっと利便

性が向上するんではないかなということ

も思います。

　ですので、今回本市は若干投票所が統

廃合で少なくなるとも聞いております。

その辺の環境整備について、もう一度申

しわけないですけど質問させていただき

たいと思います。

　次回の参議院選挙とかにはネット上の

選挙活動が解禁されるというふうにもお

聞きしてます。何かファーストステップ

とか調べると参議院選挙の投票当日にツ

イッターなどで一度選挙の告知をしよう

というプロジェクトもあるというふうに

も聞いております。その辺の認識、ネッ

トをこれからどういうふうに活用してい

こうかということについてもお答えいた

だければと思います。

　次にホームページ事業なんですけれど

も、先ほど先進的な自治体の中の一つに

行かれて、その中で、できるかできない

かではなく、やるかやらないかであると

いうふうに言われたことがすごくショッ

キングで、すごいいい言葉だなと思いま

す。これはホームページ事業に関わらず、

全ての事業、全ての取り組みにこの気持

ち、できるかできないかではなく、やる
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かやらないかと、これ、スピリットみた

いなもんですけれども、それを念頭に置

いていただき取り組んでいただきたいと

思います。要望させていただきます。

　次に防災管財課の集会所の統廃合につ

いてですけれども、５３か所全て、本音

でいけば全てきれいに修繕して使えるよ

うになれば理想ですけれども、今、財政

状況が厳しいのは重々承知しております

ので、大胆に、先ほど言いました利用率

や住民一人当たりとか、距離とか、そう

いうふうなある程度の指針と基準をつくっ

ていただき、大胆に統廃合なり進めるべ

きだと思います。それを要望させていた

だきます。

　法人税率の実効税率のことですが、先

ほど６％減少、約１億円というふうな答

弁をいただいたと思います。これはすご

く大きな金額だと思ってます。それとい

うのは、全部が全部その１億円が減収に

なるんではなく、何かのかわりで補完が

されるというふうにもお聞きしますけれ

ども、これももう一度、すごい大きな金

額なので、この１億円どうするのか。こ

の穴埋め財源をどうするのか。補完する

とはお答えいただきましたけど、もうちょっ

と詳しく教えていただければと思います。

　最後にマイナンバー制度なんですけれ

ども、マイナンバー制度の一番の問題は、

行政の効率化にあると思います。このマ

イナンバー制度にすることによって、市

の人件費だとか、そういうコストの削減

効果、それを入れることによって確定申

告だとか年金の受給の手続が簡素化する

とかとも言われております。その辺の費

用対効果というんですか、コストの効果

について、最後にお答えいただきたいと

思います

　以上で終わります。

○野口博委員長　３点ですね。

　和田参事。

○和田総務部参事　それでは、法人市民

税の件と実効税率の件につきましてお答

えいたします。

　法人実効税率につきましては、税率引

き下げとあわせまして課税ベースの拡大

が行われます。具体的に申しますと、欠

損金の繰り越し控除の見直し、受け取り

配当金、子会社の受け取り配当金課税分

の持ち株比率によっての制限を厳しくす

るということ。あと、法人事業税に外形

標準課税の拡大、これは都道府県税にな

りますけども。もう一つ、租税特別措置

の見直し。これは具体的にはまだ明示さ

れておりません。この四つの措置におき

まして課税ベースが拡大されますので、

その部分がまだ見えてないんですけれど

も、税率引き下げの減額部分と課税ベー

スの拡大による税収増というものが、ど

う見合っていくかを、今後２８年度以降

の課税時期に向けて注視していくという

ことが必要かなと考えております。

○野口博委員長　有山総務部長。

○有山総務部長　マイナンバーの行政に

おける効率化ということですが、本年度、

付番がされます。その番号をどのように

活用していくかということが、まだ摂津

市として具体にこれこれに活用しますと

いうことが決まっておりません。実はそ

の活用をどこまで幅広くするかによって、

行政の効率化と言われる部分、変わって

くるというふうに考えております。

　これは情報政策課で現在作業としては

させていただいておりますが、行政の効

率化についての番号の利用を広げていく

というところは、そこまで情報政策課で

所管しておりませんので、具体に庁内の

中でそういうさまざまな検討がされ、行

政の効率化が進んでいくものと思われま

す。
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　また、同時にスタートしますが、先進

的な取り組み、特に電子自治体を意識し

た先進的な取り組みをやっておられる市

もございますので、その利用の方法等々、

利活用というものを他の成果を検証しな

がら、摂津市の中でどういうことができ

るのか、可能かというところで具体に費

用に対するコストに見合う、そういう行

政の効率化を図ってまいりたいと考えて

いるところでございます。

○野口博委員長　井口総合行政委員会事

務局長。

○井口選挙管理委員会・監査委員・公平・

固定資産評価審査委員会事務局長　それ

では、３度目の質問にお答えをさせてい

ただきます。

　投票率のことから派生しまして、環境

整備についてはどう考えているのかとい

うお問いだと思います。

　統合によります今回の府議会議員選挙

は、３か所統合させていただきますけれ

ども、この影響を最大限抑えるために、

補完的な意味合いも込めまして、臨時期

日前投票所を今回１か所設けさせていた

だきます。これの効果を検証して、臨時

期日前投票所の在り方というものを考え

ていきたいなと思っております。

　それから、ネット選挙についてでござ

いますけども、これは公職選挙法上の候

補者の利用に関わる項目でございまして、

我々選管としてネットでどうのこうのと

いうことではないかと思いますので、候

補者の方に公選法の趣旨にのっとって活

用していただきたいという考えでござい

ます。

○野口博委員長　それでは、三好委員。

○三好義治委員　項目２点に絞って質問

させていただきたいと思います。ちょっ

と立場もわきまえながらやりたいと思い

ますんで、よろしくお願いいたします。

　予算書８ページに債務負担行為が載っ

ておりますけど、この中でコミュニティ

センター事業と文化ホールリニューアル

事業が平成２７年度から２８年度で債務

負担行為が組まれております。

　文化ホールのリニューアルについては

３億５，０００万円、コミュニティセン

ターについては５億８，４８４万７，０

００円。それぞれが地方債を２億円ずつ

組まれております。それも文化ホールに

ついてもコミュニティセンターについて

でも、ページの後ろのほうを見ますと、

２２０ページ、２２２ページで、それぞ

れ２か年事業の中で全てが起債を組まれ

ているというような予算立てをしており

まして、まず１点目の質問といたしまし

ては、債務負担行為と継続費の違いにつ

いてお聞かせいただきたいと思います。

　私は特にこのコミュニティセンター事

業については１，０００円単位までの予

算が組まれてる中で、本来、債務負担行

為よりも継続費が適切ではないんかなと

いうふうに考えておりまして、この辺に

ついての財政当局の債務負担行為と継続

費の違いについてお聞かせいただきたい

のと、もう一点については、こういった

類いの部分について、全て地方債で予算

組みをするのはいかがなものかなという

のも気になっております。この点につい

て、お聞かせいただきたいと思います。

　それともう一点につきましては、議案

第３１号にも一部関連してきますが、予

算書でいいますと、通勤手当が２０５ペー

ジに載ってます。

　これは国の基準にあわせてるというこ

とは重々承知の上なんですが、これまで

片道２キロメートル以上から６キロメー

トル未満４，１００円の分が、２キロか

ら５キロ未満２，０００円に減額されて

るという部分と、その中で自動車通勤で
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なしに自転車を使用した場合には、逆に

片道２キロ以上５キロ未満が車で通勤し

た場合には２，０００円、自転車で通勤

した場合に４，２００円。また片道５キ

ロ以上１０キロ未満が、車で通勤した場

合は４，２００円、自転車で通勤した場

合７，１００円。片道１０キロ以上１５

キロ未満が、これも車で通勤したら７，

１００円、自転車で通勤したら１万円。

　エコの観点で自転車通勤を優遇すると

いう部分の考え方もわからんことはない

ですが、実際に車で通勤した場合に、近

畿道の駐車場は車通勤の方は幾ら支払い

してるのか。まず、我々も承知しており

ますが、改めて理事者のほうからご答弁

いただきたいのと、市民感覚から見たと

きに、２キロから５キロの中で自転車通

勤、エコという考え方もさることながら、

そういった自転車通勤に対して自動車通

勤よりも上乗せをした通勤手当を支給す

るのはいかがなものかな。

　今日までもそれぞれ全国的に徒歩通勤

してる方に手当を渡してる部分もこれも

いろいろ指摘をされてきた過去の経緯も

あります。また、自転車通勤に対するい

ろんな過去の経緯の中でいろんな指摘も

されてる部分もあって、私はあえて立場

的なことも含めながら質問させていただ

いているんですが、市民目線に立った場

合に、どういうふうに人事サイドとして

判断してるのか。近畿道の駐車場の料金

も教えていただきたいと思います。まず

１回目はこの２項目についてお答えいた

だきたいと思います。

○野口博委員長　石原課長。

○石原財政課長　それでは、三好委員の

ご質問にご答弁申し上げます。

　まず、債務負担と継続費の考え方でご

ざいます。債務負担、継続費につきまし

ても単年度予算の原則からいいますと両

方とも例外的な扱いということで、それ

ぞれ予算の重荷になってると思いますけ

ども、債務負担、今回上げさせていただ

いた中につきましては、債務負担と継続

費につきましては、非常に共通点が多い

といいますか、なかなか財政運営上でも

仕分けをするのは難しいところであるか

なというところで、今現在財政運営をし

ておるんですけども、大きな違いとしま

しては、継続費のほうではその年に支出

した額の不用額が出れば、その翌年度に

繰り越すことができると。債務負担につ

いてはその年度で支出を終了し、次年度

に送ることができないと。そういうふう

な違いもあるかと思います。

　継続費につきましては歳出予算のほう

に計上もしております。債務負担につい

ては当該年度支出するものについては歳

出予算に計上しますが、それ以後の債務

の負担ということで、それ以降のものに

ついてはこの債務負担行為というところ

の第２表のところで示させていただいて

いるところでございます。

　今回、その中で後ろのページにありま

す地方債につきまして、今回全ての金額

を上げさせていただいてるものにつきま

しては、地方債の中に緊急防災・減災事

業というのがありまして、その起債の充

当率というものが１００％となっており

ますので、今現在、文化ホール、コミュ

ニティセンターにつきまして、今年度の

最終までの実際の実績も含み、なかなか

実際の今予算を組む中できっちりとした

予算計上をさせていただきたいという意

味合いから、今回債務負担という形をと

らせていただきまして、地方債につきま

しては緊急防災・減災事業というのが見

込めるのではないかということで、今回

後ろの表につきましても財源として地方

債を計上させていただいてるところでご
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ざいます。

○野口博委員長　大橋課長。

○大橋人事課長　通勤手当にかかります

三好委員のご質問にご答弁申し上げます。

　まず、駐車場の利用料金は月額一人２，

０００円を徴収させていただいておりま

す。

　それと、エコ通勤にかかります２キロ

から５キロの距離の短い部分のご質問で

ございますけれども、確かに距離の問題

でこのところの短い距離のところでどれ

だけ効果があるのかというところが少し

気になる部分であるのは我々も感じてお

ります。ただ、この距離の部分、摂津市

の場合、狭い市域の中で、この短い距離

で車通勤等されてる方というのは、この

２キロから１５キロの中で一番多い人数

になっておりまして、やはりここのとこ

ろは一定効果が見込めるという判断をさ

せていただいてます。

　今回、２キロから１５キロの範囲に限っ

てエコ通勤というのを導入させていただ

いてるんですけれども、それは通勤時間

と交通安全等、健康増進も含めた中で１

５キロまでということを設定させていた

だいておりますが、ここに２２９人いて

る中で２キロから５キロが１３５人ほど

おられますので、半数以上というところ

も加味しながらこの判断をさせていただ

きました。

　確かにおっしゃっていただいてますよ

うに、国にない制度でございますし、通

勤手当をアップして支給するということ

についてどうだというところも我々は十

分認識をしております。

　ただ、過去からこの環境の配慮、ＣＯ

２削減という部分で、我々でできること

はないかというところで、環境担当部署

ともいろいろ話もしてきた経緯がござい

ます。確かに効果のほどはわからない部

分はございますけれども、一定市職員と

してできる部分ということで積極的に自

転車に乗ることによって健康増進の観点

とＣＯ２削減することによる環境配慮の

部分を達成できるのではないかという判

断のもとで、今回このエコ通勤制度につ

いて予定をさせていただいてるというこ

とでございます。

○野口博委員長　三好委員。

○三好義治委員　まず、継続費と債務負

担行為についてなんですが、石原課長か

らご答弁いただきましたけど、私はちょっ

と逆の視点を持ってまして、今回の債務

負担行為で文化ホール３億５，０００万

円のうちに２億円を地方債で賄うと。こ

の債務負担行為で２億円を今年度見た場

合に、継続費ならば余った場合は次年度

に回せるんですが、その文化ホール、コ

ミュニティセンターもどこまでの実施設

計を組まれてるのかなと。実施設計は我々

まだ見てないんで、実際に３億５，００

０万円で仮に実施設計をしたところでも

３，５００万円ぐらいですよね。残り１

億６，５００万円というのは今年度全く

使える見込みがないんですよ。そういっ

た場合に債務負担行為を本当に適切なん

かという場合に、２億円を市債を組んだ

ところで、３，５００万円しか使わなけ

れば、残り１億６，５００万円は今年度

未執行になるんですよね。では次年度に

対してそれを改めてまた債務負担行為を

組むんかというような状況が発生するん

ですよ。

　我々議員としては継続費にしておくな

らば、そこの予算の今年度何に幾ら使う

かというのが非常にわかりやすい。財政

方からいくと、その継続費で不用額を次

年度に回す場合にはなかなかわかりにく

い部分があるかもわかりませんが、我々

としては行政の計画性を見ていくときに
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は、やはりこの部分については、２７年

度、２８年度、もう事業が決定してるん

やったらやっぱり継続費で組むべき違う

かなと。

　債務負担行為になりますと、我々に、

議会には２７年度、２８年度債務負担行

為で担保をとってますという話になるん

ですが、債務負担行為の裏を返せば、こ

れは実行しなくてでも予算が成り立つん

ですよね。だからその分については議会

に対してこういう債務負担行為、特にま

ずは文化ホールのリニューアル事業につ

いての債務負担行為、今年度どれだけの

予算を計画してるんですか。どういう中

身を計画されてるのか。文化ホールです

から、この分については、細かい部分に

ついては所管が違うかもわかりませんけ

ど、ここでの債務負担行為を組んだ根拠

はそこにあると思うんで、改めて聞かせ

ていただきたいと思います。

　もう一方でのコミュニティセンター事

業でも、これ２か年の債務負担行為を組

んでおって、この額についてはまさにも

う全て実施設計予算、それから建築予算

も含まれたような額が見えますね。この

点についても、今年度２億円の市債発行

のみであって、これも債務負担行為なん

ですね。この事業なんかはそれこそ市長

の方針にものってるように、この２か年

でやらなければならない事業なんですね。

地元と話し合いもしながら、実際にもう

実施設計にも入りそうな状況の中で、な

ぜ債務負担行為になってるのか改めて聞

きたいと思う。これこそまさに継続費で

しょう。

　それから、市債が全額市債発行が認め

られそうな予算組みだと言うております

けど、認められそうなところででも、従

来やったらやっぱりここに一般財源をあ

る程度充当しながら、やっぱり危機感を

持ちながら、一般財源を充当して、結果

的に市債がついた場合に一般財源不用額

として返納しますよね。こういうことが

本来の財政運営ではないんかなと思いま

すけど。

　だから継続費と債務負担行為、それこ

そ余り変わらないとは言うけども、大き

な違いは、繰り越しができるんか、我々

議会に対してこの予算はことしきっちり

実行しますよという部分を明確にするん

か、不透明感であるんかという大きな違

いがあるんですよ。私はこういった分に

ついては、やはり特にこれについては行

政が直接行う事業なんでね、これが第三

者機関とか指定管理者に対していろんな

事業をやるんやったら、債務負担行為を

組んで、あなた方が言われてることをちゃ

んと担保とってますよというんやったら、

私はそれは債務負担行為でもいいと思う

んですけども。継続費というのはそうい

うもんではないんかなと思います。市債

の発行の仕方も、そういうもんではない

んかなと思うのですよ。

　今年度やれんかったら２億円の市債を

発行しとってでも、もう一回言いますよ、

文化ホールなんか、ことし何やるんです

か。工事にかかれないでしょう。実施設

計だけでしょう。実施設計で２億円もか

かりませんやんか。実施設計で２億円か

かったら、あとの修繕費用１億５，００

０万円ですからね。そんなばかげたこと

はないと思いますよ。この予算書を見る

限りね。明確に答えていただきたいと思

うんですよ、今後のことがあるんで。

　もう一つ、通勤手当については、近畿

道下の駐車場が２，０００円で、車通勤

２から５キロで２，０００円ですね。こ

れで車通勤の２から５キロの人はそこで

チャラになりますよね。もともと通勤手

当が何で給与に反映されてないのかとい
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うのは、非課税対象という一面があって、

通勤手当制度になってると思うんですけ

ども、一方でのエコという観点はわから

んこともないけども、エコの観点はやっ

ぱり倫理観と違いますか。一方ではね。

市長が提唱してる人間基礎教育というん

やったら、環境に配慮したまちで、公僕

である公務員がまず率先垂範してエコに

挑戦しようやと。それに対して手当とい

うのはいかがなもんかなというふうに思

います。市民目線から見たときに、２か

ら５キロの中で自転車通勤するから４，

２００円支給しまっせって、どこの企業

がそんなことやりますか、民間で。万が

一あったら、これを他市でこういった制

度を導入してるところをちょっと披瀝し

ていただけますか。

　我々やっぱり気になるのは、今回の改

正でも２キロ未満は歩行者２，０００円

支給してるものを、今回ゼロにしてます

よね。これもやっぱりいろんな目線があっ

て批判があって、これをゼロにしたんで

すよ。我々もこれまで置いとくのもいか

がなもんかなと思うてたけども、それを

また改めて、エコと言うて使ったら何で

もええもん違いますよ。そういったこと

を言わずにしてでも、やっぱりエコの観

点でいくならば、やっぱり公務員として

最低限は車通勤してる通勤手当と同額ぐ

らいならまだしも、我々としても納得で

きると思います。ところが、車通勤して

る人やむなく、障害の方で、なかなか自

転車が運転できないとかいう方もこれ同

等ですよ。やむなく車で来る人が通勤手

当を２，０００円もらって、駐車場２，

０００円払ってゼロやと。片や自転車で

来て４，２００円もらえる。どうも本当

に市民目線に立ったこういう改革をして

んのかなと思いますね。

　第５次行革、これからやらなあかんの

でしょう。お手盛りするところはこういっ

たことではないと思うんですよ。本来、

環境というものを考えての倫理観、まさ

にこれこそ人間基礎教育ですよ。みんな

が一つに方向性を決めて、環境に優しい

まちづくりをやろうとしたときに、まず

職員がそれを率先垂範して、ノーマイカー

デーも皆さんもやってるでしょう。ちょっ

と厳しいかもわかりませんけど。この点

について、市長公室長でも副市長でも、

その感覚についてでもいですからご答弁

いただけませんか。

○野口博委員長　石原課長。

○石原財政課長　それでは、三好委員の

ご質問にご答弁申し上げます。

　今回、予算組みの中で確かに委員おっ

しゃられますように継続費か債務負担で

組むべきかという議論のほうも、財政の

中でさせていただいておりました。その

中で、今回の債務負担で対応したという

ところにございましては、今、市税等で

なかなか厳しい状況で予算組みのほうし

ておる中で、できるだけ全てのことにつ

いて、これは従来からもやってることで

すけども、より精査した形で予算計上を

させていただきたいという考えのもとに、

この債務負担行為のものにつきましては、

今後、入札等で金額等も工事費について

それぞれ決まってくるところでもござい

ますので、そういう契約等がわかった時

点で補正予算という形で予算のほう計上

させていただきたいというふうな考えの

もと、今回債務負担行為ということをさ

せていただいております。

　地方債につきましては、それぞれコミュ

ニティセンターと文化ホールにつきまし

て２億円の起債のほうさせていただいて

おりますけども、こちらのほうにつきま

しては確かにそれぞれ文化ホールにつき

ましても今のところ予定では工事のほう
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が１月から、コミュニティセンターのほ

うにつきましても秋口からというふうに

聞いておりますので、実際どれだけの出

来高が上がるかというところもあります

けども、今回のこの２億円につきまして

は、その工事にかかります前払い金の部

分ということで、地方債をさせていただ

いておるところでございまして、確かに

委員おっしゃられましたようにそれ以外

のところにつきましては工事または備品

等計上しておる中で、この減災基金に対

してでも、詳細が見えてくる段階で、そ

れが本当に充当できるものかどうか、も

しかしたらそこから外れるものも出てく

るかもしれないということも考えられる

と思いますので、おっしゃられましたよ

うに後ろのページのほうの充当につきま

しては、今後検討させていただきたいと

いうふうに考えております。

○野口博委員長　大橋課長。

○大橋人事課長　三好委員の２回目のご

質問にご答弁申し上げます。

　まず、他市の状況でございますけれど

も、近隣で同じような制度を導入してい

るところは、正直ございません。市で申

し上げますと名古屋市、愛知県豊橋市、

生駒市、前橋市、新潟の妙高市、福井県

越前市等が実施をしております。その中

身についてはそれぞれの市の判断の中で

一定上げる金額というのを設定をしてお

る状況でございます。

　三好委員おっしゃってましたように、

行革の観点、これは通勤手当だけを見ま

すとやはりこの部分だけアップするとい

うことは少し疑義があるというふうには

思っております。通勤手当も他の手当も

そうなんですけども、どうしても組合と

の交渉というものが発生をしてまいりま

す。各種手当がございまして、先ほど三

好委員もおっしゃられた徒歩の部分に以

前手当を出していた。ここも組合交渉の

中での解決ということになっておりまし

て、どうしても組合との交渉が発生する。

その中で人事としては全ての手当におい

て国と同基準、国公準拠ということを大

前提に交渉を進めていかなければならな

い、進めていく必要があると。その中で

やはり通勤手当だけを見るのではなく、

交渉の中では全体の手当ということも見

ながら、駆け引きもしながらということ

になります。

　確かにここだけを、通勤手当だけを見

ますと、少しアップになってて行革上ど

うだということになるんですけども、全

体の手当の中、今回、住宅、家賃のほう

も国と同様にさせていただいたり、直近

では特勤手当のほうも去年、おととしぐ

らいには一定改善もしたところでござい

まして、そういう全体の手当の是正の中

での交渉過程の中でのエコ通勤というこ

とでご理解をいただきたいと思っており

ます。

　やはり将来的には、この効果というも

のを検証いたしますけれども、将来的に

はやはり全ての手当において国公の準拠

ということでは考えております。

○野口博委員長　乾市長公室長。

○乾市長公室長　通勤手当のエコ通勤と

いいますか、そういうことで自転車用具

を利用したものを特段に手厚くしている

ことについて、市民目線からすると、こ

れはちょっと手厚くし過ぎるというか、

考えられないのではないかというご趣旨

のご質問だと思いますけれども、先ほど

人事課長も申しましたように、やはり私

ども、ここ何年間か、ずっと国基準に給

与制度を合わせるようにできるだけ組合

と交渉を進めてきておりまして、いろん

な手当をカットさせていただいたりして

おります。
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　その中で、組合が前からずっと申して

おられるのが、やはりエコ通勤、要は地

球温暖化対策、そういったことで職員が

努力している分についても十分評価して

ほしいというような声も以前からござい

ました。

　それで今回、住居手当と通勤手当を大

幅に見直すに当たって、これまでのいろ

んな給与の是正とあわせて、その部分に

ついて社会的には地球温暖化対策という

のは非常に重要だという認識も私どもも

持っておりますので、その点で一致した

ということで、少し一般的に見れば手厚

い部分があるかもわかりませんけれども、

今回はこういう結果で組合と妥結したと

いうことをご理解いただきたいというふ

うに考えております。

○野口博委員長　有山総務部長。

○有山総務部長　予算組みにおけます今

回の緊急防災・減災事業債ということで

２億円を組んでおります。通常このケー

スですと、一般単独で７５％という充当

率なんですが、これは既に１００％とい

うことでの緊急防災・減災の場合は特別

な地方債でございます。また、この地方

債につきましては交付税算入が７０％、

元利償還金の７０％が受けられるという

極めて有利な地方債でございまして、こ

れを当初から組ませていただいたところ

でございます。

　委員ご指摘のように従前７５％の一般

単独事業でございましたが、最終的に額

の調整をして最後に起債の額がふえると

いうケースがございます。これは減収補

てん債、私どもの法人税収が落ちたとき

にあたる地方債、あるいは国のほうが特

別に財源処置をして調整債というものが

ございます。いわゆるこういう残りの部

分に充てる事業債がございまして、こう

いう部分を例えば一般単独でしたら残り

２５％に充ててきたという過去のことで

ございまして、結果として１００％の地

方債になるということでございます。

　ただ、今回の場合は緊急防災・減災事

業債ということで、もともと１００％の

事業債でございます。事業費そのものの

総額ではなくて、先ほど財政課長が言い

ましたように本年東日本大震災以降、前

金の払える額が相当額大きなものになっ

ておりまして、他市と合わせまして前金

を２億円に上げるという、２７年度から

の取り組みを予定しておりますので、前

金払いのみで２億円という額が計上して

おりますので、事業費の割り振り、ある

いは出来高にあわせてその金額が変動す

るというものではございません。

　債務負担、額の確定をそれでするとい

うことで、以前、大阪府でしたら当該年

度の事業についても債務負担行為をし、

契約を締結し、６月の補正にするという

ように、事業費がタイトになってきたと

きに、債務負担行為というのはそういう

使い方を、単年度の事業であってもされ

てきた経緯がございます。私どもはまだ

そこまで窮迫化しておりませんが、継続

費で組むか、債務負担行為で組むかとい

うときに、１円も無駄にしないという意

味で債務負担行為ということを財政とし

ては結論づけたところでございます。

○野口博委員長　三好委員。

○三好義治委員　債務負担行為と継続費

は、もともと石原課長が冒頭に言うてた

ように、きっちりとこれがこれやという

ことが定められてないと冒頭言われてお

りましたけど、その中でやはり財政とし

ていかに計画行政の中で財政を執行して

いくかということが本来の趣旨であり目

的であると思うんですね。今回のこの債

務負担行為、いみじくも先ほど大阪府が

単年度での債務負担行為を組むような状
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況下ではありますとは言うてたけど、僕

はそういったのはちょっと除外しながら、

今回の分についてはやはり継続費がしか

るべき処置かなということは、これは揺

るぎなく今でも思っております。

　その中で、やはり事業を我々議会に対

してでも明らかに単年度でこれだけの執

行をしながら次年度執行すると。先ほど

債務負担行為ですと単年度で明らかにな

るという、補正予算を組んだ段階でとい

う話で、継続費やったら単年度未執行の

部分は繰り越しやから、単年度の執行額

がわかりにくいというのは、これは財政

当局の考え方であって、最終的には例え

ば３億５，０００万円と５億８，０００

万円組んでる分については、最終年度に

おいて不用額というのは判明してきます

のでね。今行政で必要なのは、２か年か

３か年の継続費もしくは５か年の継続費

というのはありえないかもわからんけど、

２か年、３か年の継続費を原課で組ませ

たときに、単年度で幾ら不用額が発生し

てるのかということをつかむ仕組みをつ

くるのが今財政として問われてる部分だ

と思うんですよね。

　今、我々が改めて言うてるのは債務負

担行為、文化ホールのリニューアルで３

億５，０００万円で市債２億円発行しま

すって、じゃあ今年度、文化ホールで何

をどれだけ使おうとしてるんですか。前

払い金ということは、もう事業がある程

度業者決定ということの中でされるんやっ

たら、それこそまさに継続費であるんで

はないかな。我々、見てないもんで、そ

の前払い金という意味合いももう少し詳

しく教えてもらえませんかね。僕は事業

ということだけを捉まえて、今、継続費

であるんか、債務負担行為であるんか。

我々議会の目線から見たときにやったら

継続費のほうが我々わかりやすいし、ま

さに継続費を組んだら事業は中止しませ

んよということですからね。債務負担行

為の場合には何らかの障害があった場合

には、弊害があった場合には事業を中止

してでも可能な運用なんですよね。ここ

はね。担保をとっているというたらそれ

までですけどね。

　やっぱりもう一回その債務負担行為の

前払い金とか云々というやつをちょっと、

僕は継続費であるべきやということは揺

るぎないですよ。この分についてはね。

予算立てですから、市債に頼ってるか、

総額幾らかというのは、これはベクトル

は合ってるんですよね、ここの部分は。

あとは運用の仕方であって、そこがどう

もまだちょっと解せなくて、なかなか多

分理解はしてでも納得はできないと思い

ますけどね。議会に対する説明責任とい

う部分では、その部分はやっぱり明らか

にすべきだというふうに思っております。

　それと、今のもう一つの通勤手当の分

については、市長公室長ね、エコの観点

というより、改めて言いますね、市民目

線に立ったときに、鳥飼から、私の家の

ほうからやったら、２．３キロぐらいで

歩いて３０分以内ぐらいで来れるんです

けど、そういったとこに月４，２００円

の、自転車で来てるからいうて手当を出

すようなところ、さっき課長から全国的

にいろいろご披露いただきましたが、５

市か６市ぐらいですよ。それで組合交渉、

組合交渉いうけど、組合交渉は交渉でよ

ろしい。理事者がポリシーをもってやる

ならばいいでしょう。もう一つは、全手

当を見直すいうんやったら、給与も全て

を見直しながら僕はやるべきだというふ

うに思うんですよ。それが何でエコに対

する手当で、それも自転車通勤に対して

ですか、見直さなければならないという

ところはもっとあるん違いますか。
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　労働の対価という部分では、もっと見

直していいところがあると思うんですよ。

組合交渉やからいうて組合から言われた

からいうてその中で即、はい、そうです

かという分ではないと思うんですよ。も

う一回、市民感覚に立って検証してみら

れたらどうですか。これ、議案第３１号

の条例がありますけど、今あえてここで

予算で言うてるのは、条例ではなかなか

予算の額に対して踏み込めない部分があ

るから、ここで聞いてるんですけどね。

もっと僕は大きな視点に立って、エコと

いう部分ではもっともっと違う部分があ

ると思うんですよ。本当に市民目線に立っ

て、市役所の職員が自転車で行ったら１

か月４，２００円つきますねんでって我々

言えますか。通勤手当という概念はわか

りますよ。実費負担分で、だから非課税

になってるんですよ。手当という部分は

ね。だから非課税なんですよ。自転車で

何がですか。最初買うたイニシャルコス

トで、あとのタイヤの消耗品とかいろい

ろ言われるかもわからんけどね、ちょっ

と違うと思うんですね。あえて、もう一

回ちょっとそういう観点で答えていただ

けますか。

○野口博委員長　市長公室長。

○乾市長公室長　三好委員の通勤手当の

ご質問にお答えいたします。

　本市の給与制度につきまして、少しお

話しさせていただきますと、国の制度と

比べまして、やはりいろんな面で少し基

準が違っているものがまだまだございま

す。これまではいろんなところで違って

たものを、少しずつ是正に努めてきたと

ころでございますけども、その中で常に

組合交渉の中で出てきたのは、やはり少

しでも見れるところは見てほしいと、努

力してるところを見てほしいというよう

なことで、そういう言い方を組合もよく

されるんですけども、このエコ通勤につ

いて、先ほども申し上げましたように、

過去からそういったことについて何らか

の評価をしてほしいというようなことが

出てきておりました。

　今回は住居手当も通勤手当も全体とし

て引き下げる方向で改正をさせていただ

いております。したがいまして、これか

らもまだこの給与制度の是正を考えてい

きますと、やっぱりまだまだ本給そのも

のを国基準にもっと合わせていかないと

いけない部分も実はございます。ですか

ら、時としてご指摘のように少し甘いん

じゃないかというようなことがあるかも

わかりませんけども、最終的には国基準

にできる限り合わせていきたいというふ

うに、おのおのが努力を続けていきたい

というふうに考えておりますので、この

点はご了解いただきたい、ご理解賜りた

いと考えております。よろしくお願いし

ます。

○野口博委員長　石原課長。

○石原財政課長　三好委員の３度目のご

質問にご答弁申し上げます。

　この継続費と債務負担行為、本当に共

通点が多いところでございまして、これ

までの運用も継続費、債務負担等いろい

ろと組んできたところでございますけど

も、今の状況でいきますと、継続費につ

きましては先ほど来から議論してますと

おり、後年度に繰り越しが可能であると

いうことで、不用額が最終的には不用額

全体というのは見えてくるんですけども、

年度年度での不用額、その分が繰り越し

されるということで次年度にその分が継

続費につきましては予算のほうが膨れ上

がるというふうな形になってきまして、

その中での執行のほうが、執行面で少し

財政的には財政規律といいますか、キャッ

プのほうがはめにくいところもございま
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すが、先ほど委員おっしゃられましたよ

うに、その年度年度でしっかりと継続費

の報告というのをきっちりしていくと。

　今現在につきましては、今回債務負担

行為にさせていただきまして、その年度

の執行をしっかりと金額を精査、契約等

で金額等が確定した中で、補正予算のほ

うで計上していただいて、より精査した

形での予算の計上ということに重きを置

かさせていただいた次第でございまして、

今回は債務負担行為ということで予算の

ほうを計上させていただいているところ

でございます。

○野口博委員長　総務部長。

○有山総務部長　債務負担行為は、おっ

しゃっているように単年度しか効力が及

びませんので、この債務負担をとってい

る金額に基づいて私ども契約の執行をす

るということでございます。

　また、２億円の予算組みについてです

が、今年度どこまで執行されるかという

ことですが、そうではなくて、前払い金

に充てます。従前、業者のほうの商慣行

としましては、一定資機材あるいは原材

料、それから人工賃といいますか、こう

いうやつを確保して、従前は手形での決

済というふうにしておりました。しかし、

今、東日本大震災以降、全て現金の決済

を業者間ではやっているところでござい

まして、どうしても頭の前払い金に充て

るところがどの事業も大きくなっている

のが現状でございます。本市におきまし

ても、この限度額を２億円とするところ

で、この２億円について今年度の財源調

達として先ほど来申し上げてます緊急防

災・減災事業債を充てたところでござい

ます。

　一定、前払い金を大きくした分で原材

料、資機材、それから人員であります人

工などの確保を図り、中間の出来高でま

た支払いを行い、完成払いというような

形になります。このように、以前と随分

資金繰りという資金需用のやり方が変わっ

てきておりますので、私どももこういう

建設業あるいは土木業における商慣行に

基づきまして、初めの現金部分をふやし

てきたところでございまして、したがい

まして出来高として全部できるか、例え

ば３億５，０００万円の文化ホールのリ

ニューアルが成人式までは事業しますの

で、それから以降の事業でどこまで出来

高が上がるかといいますと、ご指摘のと

おりさほど大きな額は上がらないという

ふうに見ております。ただ、業者に発注

をかけるときに、この前払い金というと

ころで現金を大きくしてやって、工事の

受注をスムーズにするというのが現在の

流れでございます。本市においても同様

の処置をとらせていただくものでござい

ます。

○野口博委員長　三好委員。

○三好義治委員　債務負担行為と継続費

については、多分もう平行線で、それぞ

れ時代時代、何が言いたいんかいうたら、

見える化ということで我々に提示してい

ただきたいと。見える化、見えてる化と

いうことでね。だから今言うてる部分で

でも行政主導型の中で前払い金云々とい

うてるけど、我々には限度額２億円は見

えるけども、幾らぐらいなんねんという、

見えないから。だからこれについては我々

議員としてはやっぱりチェック機能を働

かすという部分では、できるだけ細部に

わたって提示をしていただきたいという

ことで要望とこれはしておきますね。

　時と場合によってはやっぱり継続費や

ら債務負担行為やらありきやと思うんや

けど、きっちりと方針を持ってやってい

ただきたい。それで、我々には提示をし

ていただきたいとお願いしておきます。
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　それと通勤手当の件については、給料、

給与という形の中で、給料でもラスパイ

レス指数、副市長ね、国の基準といろい

ろ違いますというて、うちは低いんです

というように今聞こえたんですけどね。

今、ラスパイ何ぼになってますか。だか

らそこをきっちり押さえながら、もう一

つ、手当の分についてはエコも今大事か

もわかりません。ただ、もうちょっと全

体の手当とか給与ベースを考えていくと、

今子育て支援と介護というのが非常に今

それこそ大きな課題になってるんですね。

もちろん育児休業制度もあります。だか

らそういったところのもう一方では手当

を見直していき、介護の部分で介護が必

要な方で介護休暇をとられる方々にどう

いうふうに手当を盛り込んでいくかとか、

もう一方ではまだ勤勉手当とかいろんな

とこ見直さなあかんところいっぱいあり

ますよね。そういったところを見直すこ

とについては、僕は今の流れに沿ったき

ちっとした手当の見直しだと思うんです

よ。

　ところが今のこの通勤手当の中でのエ

コというのは、ほんまに真剣に考えてく

ださいよ。市民から考えたときに、僕やっ

たらね、何をそんなもんね、自転車で行

くよりも歩いていけば健康やったら、２

キロぐらいやったら、２０分２５分で歩

けるやんかと。こういったことをやっぱ

り政策として環境に優しい、それから健

康を考えて、職員の皆さん考えていきま

しょうというんやったら、それを逆に発

信しながらね、率先垂範してやるべきや

と思いますね、市長公室長ね。その手当

云々より。

　手当やったらもうちょっと違うところ

で見直したらどうですか。市民から見て、

これから第５次行革やろうとしてるのに、

一方では摂津市独自の、また新たな手当

を設ける。違うようなところで考えたほ

うが、私は全体のスキルアップにもなる

し、それからレベルアップにもつながっ

てくるんと違うかなと思う。仕事でのや

る気・やりがいというのは本当に一番今

大事なんですよ。ね、人事課長。そういっ

たもんよりも。そっちも一部は必要かも

わかりません。見直さなければならない

手当で、今本当に皆さん困ってるの、子

育て支援でしょう。育児休業を取って、

本当にもとの職場に帰ってこれるんか。

手当から一時金はどうなんのやと。介護

を抱えてる方々、これについてはいろい

ろ困ってますよね。そういったところの

手当が、ほんまに勤勉手当とかなんとか

いろいろと手当いっぱいありますよ。全

体的に見直すのはそこやと思います。

　組合交渉、組合交渉、組合ばっかり悪

者にしたらあきませんよ。交渉内容やか

らこっちの主張を言いなさいよ。相手の

主張ばかり聞くんでなしに。どういう主

張で臨んだんですか。最後にもう一回聞

きたいと思います。

○野口博委員長　小野副市長。

○小野副市長　三好委員の話を聞いてま

して、私が交渉してたことを思い出しま

した。

　多分、このような交渉はいろいろあり

ます。例えば実費と言われましたけど、

確かに私は人事課長のときは通勤手当で

１か月単位で払ってました。今、６か月

定期があります。６か月で安くなります

から、それは実費負担なんですね。まさ

しく実費なんですね。それで以前、私、

人事をやってたときに、２キロメートル

未満は通勤手当の対象外やったと思うん

ですけど、歩いてくるのに靴減るやない

かと。靴の手当というような議論があっ

たことも事実であります。そういった中

こういう問題あります。私はエコ通勤そ
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のものを別に否定するものではないんで

すけど、これがほなただし４，２００円

と２，０００円がいいのかと言われれば、

大手を振って各委員さんに何がおかしい

んでしょうかというようなことはなかな

か言いにくいんだと思います。

　それで私は大きく、今回も条例改正を

お願いしておりますけども、人件費問題

も私は総枠で議論すべきだというふうに

思ってます。パイは一緒ですから、どれ

だけの中でそれを分配するのかというよ

うな議論ですから、人件費枠は決まって

ますから、そういった中でこの問題もや

はりもう一度議論はすべきだろうと。我々

この一般行政職は書面協定でありますか

ら、あくまでも書面協定というのは、議

会の議決を経て給与条例で発効するわけ

でありますから、労働協約ではございま

せん。だから組合交渉が逐次決定ではご

ざいませんでして、今言われたことにつ

いてはやはり重きを受けとめなければな

らない。ただ今回、組合との審議の中で

交渉妥結して議案を出しておりますので、

その辺のこともございますけども、この

第５次行革の中の人件費問題というのは、

私はむしろ地域手当問題は何とかしてや

らなくてはならないというのは市長と私

の考え方でございまして、それであれば、

なぜうちが６パーセントなのかと。それ

であれば我慢することは何なのかという

ことがありますし、この前過去一つ大き

な議論になってます、見ましたけど、民

間企業の有給休暇の消化率、これＣＳＲ

だと。１位がこれ本田技研でしたでしょ

うか。摂津市内の７位まで入っておられ

る企業がありました。何か昔は有給休暇

を取らないことが当たり前ということで

なくて、やっぱり有給休暇はきちっとやっ

ぱり消化するような体制もつくらなくて

はならんということも、これもまた労働

条件の中身でありますから、私は言われ

た中に、この４，２００円が本当にいい

のかどうか、本当に大手を振って言える

のかどうかということは、議案を出して

おりますから、お諮り願いたいんですが、

このことも含めまして、何を給与の問題

で議論し、何を職員を守り、何をどうす

るかとやっぱり、しかし市民に対する説

明責任ということは、議会に対する説明

責任でございますから、この辺のところ

は多く捉えさせていただきますので、組

合交渉また始めさせてまいりますので、

その中でもう一度議論をさせていただき

たいということの中でご理解賜れないか

というふうに思います。よろしくお願い

します。

○野口博委員長　渡辺委員。

○渡辺慎吾委員　もう議長やからやめと

こう思うたけど、ちょっと確認のことで

２点ほどお聞きしたいんですけど。先日

の本会議で、例の市民税か何かの徴収の

件で、副市長のご答弁の中で、非常に質

問者が過剰な取り立てに対してどういう

ふうに職員は対応するかということの中

で、私は以前、この件に関して質問した

ことあるんですね。まあまあ、非常に我々、

今回逆の立場で、あのときは非常に過激

な徴収の仕方をする、基本的人権はどう

なっとんねんというような質問したこと

あると思うんですけど、今回この答弁の

中で、人事権をもって、これちょっと聞

き間違いかもしれんけど、対応するとい

うようなご答弁いただいたというように

思うんですけど、それ一遍、副市長のほ

うから、どういう意味合いでそういうこ

とを言われたのか、お聞かせ願いたいと

思います。

　それから先ほど人権女性政策課の中で、

僕も余り聞く気なかったんやけど、答弁

の中で、何か人間基礎教育賞というよう
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な、それの出し方の基準は一体どうなっ

とるんか、その２点お聞かせ願いたいと

思います。

○野口博委員長　小野副市長。

○小野副市長　過日の本会議の中身のお

問いだと思います。

　それで、ここに納税課の職員もおりま

すけども、言葉足らずだったのか、私の

言った意味は、人事異動というのはいつ

でもあるんだと、人事異動というのは。

そういうことを申し上げました。だから

そういうことの中身で市民とトラブルに

なったと。人事権を発動するということ

ではございませんでして、その一つの基

準を持っとかなくてはならんというのは、

いつでも人事異動発令でもって納税課の

職員がこの４月に異動もある。常につき

まといます。そういったことで、一つ基

本的なものは持っておかないと、公権力

の最大のものでありますから、そういう

ものの一定の基準は必要ではないかと。

ちょっと舌が短かったかもしれませんけ

れども、そういうことを言ったら人事で

そういうことで聞こえたかもしれません

が、そういうことではございませんでし

て、常にそれこそ人事異動がつきまとっ

ていますので、どこの課にいってもある

程度そういうところについては、一つの

きちんと雛型といいますか、人間という

のはいろいろな言い方がありますから、

そういった意味で申し上げました。した

がいまして、この問題については、私、

今お尋ねでしたので、４月から新しい体

制になります。その中身は、これは国保

年金課の国保の問題も同じになります。

私の考え方には、総務部、保健福祉部、

国保年金課、納税課、一定もう一度事情

聴取をして、その上で一定の形をこのま

までいくのか、それともある程度市民と

トラブルを避けるために一定のものがも

う少しうまくいくようにつくるのかとい

うことを最終まとめにしたいということ

であります。したがって、私はどこでも

一定のマニュアルというのは人事異動は

いつでもありますよと、人事発令があり

ますよと。したがって、納税課の職員が

このままで１０年も１５年もいくわけで

はありませんから、また納税課の中でも

職員の異動があるかもわかりません。そ

れぞれの中では一つの基準というのは常

に誰がいっても、誰がしても同じものが

いろいろなケース、ケースたくさんあり

ますけれども、そういうことをやるべき

ではないかということを趣旨で申し上げ

ました。そういう意味でございました。

　それから、人間基礎教育の問題は今、

川西課長が申し上げましたとおり、人間

基礎教育というのは心のものでございま

すけれども、１０年間市長がやってまい

られた中で、いろいろなところで職員の

挨拶もやっておりますけれども、もう少

しいろいろな場面で人間基礎教育を広げ

ていこうということで人権女性政策課が

担当と話をする中で一定進めてきたと。

私は、それはそれで人のアイデアの中で

進めていくと。それで、市民の間に広く

知ってもらい、そのことを理解してもら

うということも大事なことでございます

から、人権女性政策課としてそういうア

イデアの中で取り組んでくれたというふ

うに私は今聞いておりました。

○野口博委員長　渡辺委員。

○渡辺慎吾委員　副市長がご答弁をされ

てる中で、例えばあの場面で人事権があ

りますからといったら、やっぱり捉え方

をどういうふうに捉えるかですよ。例え

ば、よくしゃべり方で、「あなた、私に

も考えがあるから」とこう言われたら、

相手はどういうふうにとるかですよね。

そうでしょ。私、議員もそうなんですけ
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ど、職員の方々というのは当然報酬なり

給料なりをもらいながらやっていってる

わけですけど、その中に例えば感謝のね

ぎらいの言葉を市民の皆さんからいただ

いたら、我々によっては非常に活力にな

るというか、職員の方もそうだと思うん

ですよ。その中で徴収というお仕事とい

うのは非常にこれはストレスがかかるし、

やっぱりそのときに非常に市民とのトラ

ブルが多いわけですよ。その中で一定の

公平性またルールを守りながら職員は対

応されているわけですね。そういうこと

を例えばちらちらちらちら後をされたら、

しっかりと信念を持ってその仕事をでき

ないんじゃないかと私は思うんです。当

然我々の立場からいったら、市民からそ

ういう苦情が出たらどうなってるねんと

職員の方々にやっぱり私は言ってしまう

んですけど、そういう考えから非常に大

変な位置づけにその職員がおられる中で

もうちょっと言い方といいますか、議員

に対しての答弁だからそういうことで言

われたかもしれませんけど、基準を基準

というさっきも基準とおっしゃってまし

たけど、なら、その基準とは何ぞやとい

うことを副市長、私に説明いただきたい

なと思います。まずそれが一点。

　それから人間基礎教育賞といって取っ

てつけたような賞じゃなくて、賞という

のはそれぞれの意味合いがあると思う。

例えば努力賞とか敢闘賞とかいうのは一

生懸命努力したという実態に対して賞を

与えるわけであって、市長がそういう形

で施策で提言してるからいろんな賞を与

えるって、その賞の意味合いと実際の行

動が一緒になってるかということをしっ

かりと議論しながら賞というのを与えな

いと、ピントがずれてるわけですよ。人

間基礎教育賞というのはどういうものに

対して人間基礎教育賞を与えたのか、そ

の辺の説明をちょっとお願いしたいと思

います。２件。

○野口博委員長　小野副市長。

○小野副市長　この件につきましては申

し上げましたように、２月９日に議員と

話し合いをいたしました。そのときにも

この公権力の最たるものでございますか

ら、例えば差し押さえ、最終的な固定資

産に対する差し押さえだとか、徴収猶予

であるとかそういう権力を持っています

から、一定国税徴収法なり地方税法なり

書かれております。それから、非常に今

のところになってからは通知とか通達が

出ております。それで、それはどういう、

議員から言っていただいたことについて、

その見方としてどうなのかということが

あります。全てなのかというのも私も思っ

ております。したがって、私もその辺の

ところは一定のいろんなケース、ケース

がありますから、一定のそういうところ

の差し押さえの猶予なり徴収猶予なり、

その差し押さえでいくときのそういうも

のの問題について、個々の具体的に職員

はきちんとやってくれていますけれども、

やはり異動等によって人が変わりますと、

言葉つきも違うでしょうし、いろんなこ

とも私もわかります。そこには人間対人

間の感情もあるというふうに思いますけ

れども、私はそういうところをもう一度

この現状で非常に厳しい形の滞納もあり

ますから、これからも続くと思います。

　したがって、そういうものをもう一度

担当部長や担当課長の意見を聞いて、一

体何ができるかと、こういう例えばでき

るために何がもうちょっと改善できるか

ということを探るということを思ってい

ます。ただ、その中で担当から聞いてま

すから、来られる未納者の方たちの中で

議員が果たす役割があります。それにつ

いても、私も一定の担当からいろいろ聞
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いています。そのことも私はお願いしな

ければならないと思っております。やは

り、そこの中で議員が言われることもあ

るでしょうけど、そこのところで話し合

いをやる中でのトータルで物事を見ても

らった中でやることもありますし、こち

らもあります。議員さん方にもあると私

は思っておりますから、そういうところ

はお互いに了解をする中で、余り窓口の

ほうで長時間であるとか、余りそういう

ことをしない中でうまくそのことを理解

されるような仕組みづくりといいますか、

そういうことも私の責任と思っておりま

すから、これは市のほうが１００正しく

て言ってる方が間違いであるとか、どち

らでないこともあると思います。また、

ご無理を言っておられる市民の方もあり

ます。これは事実あります。そういうこ

とも含めて、あのときケース１、２、３、

４も認められましたから、その具体的な

中身についてはもう一度検証した上で、

国民健康保険にもこの問題を持ってます。

公平性の原則からいったら、保健福祉部

国保年金課の意見も聞いた上でまとめて、

余り窓口でトラブルのないようにという

ことで、４月の異動が終わった後に整理

をして話をしたい。私は場面によっては、

このまとめた内容がもしもあるとするな

ら各会派に持ち上がってもいいかもわか

らないとは思っています、個人的には。

それは、みんな議員さんから私は聞きま

す。いろんな方が市民の方でそれぞれお

られますから、それを議員さんでおさめ

てもらってる方といろいろありますから

ね。私は、それは議員さんもいろいろな

日常活動をやっておられますから、必要

であればお伝えしておくべきこともある

かもわからないなというぐらいの気持ち

で、今は捉まえておるということでござ

いまして、人事権と言ったかもわかりま

せんけど、今言いましたように人事異動

はいつもあるものだということで私は思っ

ておりましたので、そういう意味で申し

上げました。言葉足らずがあればそうい

うことではございませんので、そういう

誤解を与えたことがあるとするならばお

わび申し上げたいと思いますが、人事異

動は常にあるのだから、一つの職場にお

ける対応の基本的なマニュアルが必要で

はないかというのが私の基本的な考え方

でございましたので、そういうふうに申

し上げました。

　それで、川西課長も言うかもしれませ

んが、私は先ほど言いましたように人間

基礎教育に関しまして、私はそう思いま

す。それこそいろんな場面でいろんな形

の中で基準ということではなくて、渡辺

委員はそうおっしゃっているのですが、

私は広くこの理解をしてもらっている人

間基礎教育を、やっぱり思いやりとか感

謝とか挨拶とかいうのは大事でございま

すから、それらを一定の中でそれこそ広

めていくと。いろいろなところで広めて

いくのは、私はそれはそれなりに大事な

ことではないかというふうに思ってまし

て、余り基準とかそういうことではない

のではなかろうかなというふうには今感

じております。

○野口博委員長　渡辺委員。

○渡辺慎吾委員　私は感じるんですけど、

職員の方はこういう仕事をやりなさいと

いうことで使命感を持って、その仕事を

全うしようとして、それに命はかけへん

けど一生懸命にやろうとされてるわけで

す。その中で、今、後ろを振り返ったと

きに誰かの支えがないとそれに向かって

いけないということもあると思うんです。

私がこういう立場で、議員という立場で

言うのもおかしいかもしれませんけど、

その点は私が議長をさせていただいた中
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でさまざまな職員の方とお話をする中で、

やっぱりほとんどの職員の方々は使命感

を持ってやられているわけです。その中

で心の頼りというのは自分の上司であり、

それから市のさまざまな方々が頼りとし

てその仕事を全うされてると思うんです

けれども、その方からそれはあかんでお

まえとか言ってね、例えば一生懸命努力

してることを評価じゃなくて逆の意味で

の捉え方をされるというのは、一番の職

員の方にとってはやっぱりショックとい

うか、そういうものだと思うんですよね。

だから、私としたら行司的な、例えば今

副市長がおっしゃったように我々議員が

言うこと、職員の方が言うこと、行司的

な立場の方がやっぱり必要だというふう

に思いますし、行司にするにはそれなり

の基準がいると思います。先ほどの副市

長の中のご答弁の中で、そういう基準を

おつくりになるということを聞きました

から、それはそれでいいんですけど、た

だ、あの場面においては、副市長はそう

いう意味では言ってないということを言っ

ておられますけれども、さっきも言った

ように「俺には俺の考え方があるねん」

というような表現の仕方に、ニュアンス

的にはそういうふうにとれてしまうわけ

であって、その辺は先ほどおさめられま

したので、このぐらいにしておきたいと

思いますけれども、非常にそのことを私

も感じましたので、一言質問をさせてい

ただいたわけです。

　それから、啓発の形で人間基礎教育と

いう形を広めなあかんというけど、その

広め方の啓発の中にそういう賞を取り入

れたというんだけど賞というのは本来、

人間基礎教育は人間基礎教育でいっぱい

市内に至るところに人間基礎教育の看板

が立っていますし、それで市長が就任に

なって１０年目だということで、その成

果ということでさまざまな議員やらさま

ざまな立場で言われているから、それな

りに外にアピールをしないとあかんとい

う気持ちはわかるんですけど、私の捉え

方ですよ、人間基礎教育賞といったら取っ

てつけたような感じがするんですね。賞

というのはそれなりの意味合いがあって

賞を与えるのであって、どういう意味で

これは人間基礎教育賞をもらったんだろ

うという、もらう立場の人間がもう一つ

疑問に思うような、単に啓発に利用され

たのかというような、そういうことになっ

てしまわないかと思うわけです。一番大

切なことは、もらう立場の人らがしっか

りとその意味合いをわかった上で賞をも

らうというのが私はベストだと思うんで

す。行政がこうするんやでという、そう

いうようなあげるんやでという立場で勝

手に名前つけてあげるというのは、賞の

意味合いとは違ってるのではないかなと

私は思うわけですけど、その点に関して

もう一遍ご答弁をいただきたいと思いま

す。

○野口博委員長　川西課長。

○川西人権女性政策課長　男女共同参画

川柳につきまして、人間基礎教育賞につ

いてご説明申し上げます。

　この男女共同参画川柳はことし２２６

句の応募を頂戴いたしました。その中か

ら選考委員が入りまして、外部の川柳講

師の方も入っていただいて、約３０句に

絞らせていただいて、その中から市長賞

であるとか最優秀賞であるとか議長賞で

あるとか、あと市民の投票による市民賞

であるとかを選ばさせていただきました。

その中でことし人間基礎教育賞を選ばさ

せていただいたんですけれども、選ばれ

た句はちょっと一言一句思い出せないん

ですけれども、年老いたご夫婦が、夫の

立場で病弱な妻を気遣うような、そうい

－45－



う場面がすごく目に浮かぶ川柳を人間基

礎教育賞として選ばさせていただきまし

た。また、表彰式には人間基礎教育１０

周年というのに合わせまして、特に思い

やりが非常に感じられる句であったこと

でこの賞を選ばさせていただいたという

のをご説明させていただいて、受賞され

た方に賞状をお渡しさせていただきまし

た。

○野口博委員長　渡辺委員。

○渡辺慎吾委員　例えば、川柳の中だっ

たらユーモア賞とか、川柳はもともとユー

モアなものですけど、それから人情賞と

か、それから議長賞とか市長賞というの

は、私は自分が確認してないからわから

へんねんけど、議長やら市長の好みによっ

ていいなという作品を選ばれてやるとい

うのはわかるけど、人間基礎教育賞とい

う形の例えばさっきも言いましたやろ、

もらう方々がしっかりとその賞の意味合

いをわかってからもらうというのが当然

であって、例えばユーモア賞とか人情賞

とかだったら、私のこの川柳は非常に人

情あふれることで理解してもらったんだ

な、私の自分の思いが伝わったんだなと

いうような感じで賞を受賞されるかとは

思うんですけど。だから、何遍も言うけ

どこれは取ってつけたような、私は感じ

がするんですよ。だから、人間基礎教育

にはいっぱい何かあるんでしょ、三つか

四つのあれがね。それを一つ一つ当ては

めてそういうふうに挨拶賞とかそういう

のはあるんだけど、人間基礎教育という

のは余りにも漠然とした賞の与え方と違

うかなと。取ってつけたような、何遍も

言うようだけどそういうふうに私は捉え

るんですけど。来年度はまたそれを続け

られるということなんですけれども、人

間基礎教育賞を、もうちょっと賞を与え

るんだったら賞を与える意味合いをしっ

かりと考えながらやる必要があるのでは

ないかというふうに思います。これは要

望にしておきます。終わります。

○野口博委員長　渡辺委員の質問は終わ

りました。

　続いて、水谷委員。

○水谷毅委員　それでは、私のほうから

まずは財政運営に関してご質問させてい

ただきたいと思います。

　森山市長のほうからも市政方針の中で

もございましたけれども、本市の予算で

は市税収入が１７０億円を割り込む非常

に厳しい見込みというふうに方針の中で

ありました。そのような中で財政のかじ

取りというのはとても重要になってくる

というふうに思います。さっきのご質問

でもいろいろございましたけれども、私

のほうから幾つかご質問をさせていただ

きたいと思います。

　まず、地方債の件につきましては、先

ほど三好委員のほうからもお話がござい

ました。一般的には充当率の７５％を超

えてる項目もございます。その裏づけが

どこまで確かなものかというのもござい

ますけれども、しっかりその辺をもしと

いうところも含めながら、財源確保のほ

うも見通していただきたいことを要望と

させていただきたいと思います。

　続いて、公債費の件でございますけれ

ども、予算書の１９２ページのほうに元

金償還金についての記述がございます。

借換債と元金償還の内容と考え方につい

て、お伺いしたいと思います。

　続いて、国庫補助金の件でございます。

平成２６年度の社会福祉費補助金活用に

ついての総括をお伺いしたいと思います。

実行に当たっては民生のほうの所管にな

りますけれども、最初の企画等に当たり

ましては政策も絡んでおると思いますの

で、政策の立場から２６年度の総括、例
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えば対象者に対する申し込みの数。そし

て、また平成２７年度に向けての進め方

についてお尋ねをしたいと思います。

　続いて、人事課所管の摂津市職員のバ

ランスの件でございますけれども、行政

パートナーの制度が実行されて約１０年

がたとうとしております。ここで一旦１

０年目を迎えるに当たりまして、総合的

な人件費及び業務の合理化についての現

状をお伺いしたいというふうに思います。

また、これまでの１０年間に当たりまし

て、正職員から臨時職員また非常勤職員

に移管をしていきました職務の内容が適

正であったのかどうかそういったことを

見直す機会が１年間の間に何度かあるの

かどうか、これについてお伺いをしたい

と思います。

　同じく人事の件でございます。人材育

成に関する研修の名称が今回変更になっ

てきております。平成２７年度の人材育

成の方針については現在の計画を改定途

中であるとは思いますけれども、人事の

所管といたしまして、今後の人材育成に

ついての方針、またお話をしていただけ

る範囲で計画についてお伺いしたいとい

うふうに思います。

　同じく人事でございますけれども、平

成２７年度に向けての募集と採用状況に

ついてお伺いをしたいというふうに思い

ます。本市の中では、保育園また幼稚園

も民間が運営するという形が進んでおり

ますけれども、ホームページを拝見しま

すと保育士、幼稚園教諭の採用について

頻繁に出てきております。こういった求

人が順当に進んでいるのかどうか、その

辺の内容をお伺いしたいと思います。

　また、先ほど来、職員の皆さんのやる

気・元気・本気、これを育むようなそう

いったお話もございましたけれども、人

事評価につきまして自己評価の現状と取

り組みについてお尋ねをしたいというふ

うに思います。

　続いて、広報の関係になりますけれど

も、このたび広報課が新たに設置をされ

ました。その理由と平成２７年度の取り

組みについてお伺いをしたいと思います。

　また、電子自治体の推進について幾つ

か質問もございましたけれども、マイナ

ンバー等の取り組みもさながら、市民の

皆さんへのプッシュ型の情報発信も検討

されている旨をお伺いしております。メー

ルやＳＮＳを通じたカテゴリー選択が可

能な情報発信の考え方についてお伺いを

したいと思います。

　続いて、人権女性政策課についてでご

ざいます。予算概要２２ページに活動・

交流支援事業というのがございます。先

日もウィズせっつのにぎわいを拝見させ

ていただきました。男女共同参画市民協

働事業についてでございますけれども、

ホームページ等を拝見しますと、その団

体に２６もの市民団体も登録をされてお

ります。それぞれの趣味や特技を生かし

た活動が紹介されておりますけれども、

決算審査の委員会でシルバー世代や男性

の定年後の生きがいづくりについて前回

質問をさせていただきました。この取り

組みについては平成２７年度の課題であ

るというふうなお話をいただいたわけな

のですけれども、この２７年度の具体的

な取り組みについてお伺いをしたいと思

います。地域の活性化という視点からも

シルバーや男性の定年後の生きがいづく

りは大変大事な項目であると思いますけ

れども、その内容についてお伺いをした

いと思います。

　同じく人権女性政策課の件でございま

すけれども、概要２６ページに人権啓発

指導事業というのがございます。事業の

中でも比較的大きな予算が計上されてい
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るわけでございますけれども、その内容

についてお尋ねをしたいと思います。

　続きまして、財産売払収入についてで

ございます。予算書５０ページに計上さ

れておりますけれども、その内容につい

てお伺いしたいと思います。

　続きまして、総務管理費の委託料でご

ざいます。予算書６８ページに市例規集

委託料についての記載がございます。市

の例規集は大事な内容であるとは思いま

すけれども、既にネット上でも掲載をさ

れておりますし、今後印刷物として継続

して残していくのかどうか。パソコンも

庁内に普及した現在でございますので、

その点のお考えについてお伺いをしたい

と思います。

　続きまして、総務管理費の電子計算費、

予算書７６ページに新システム移行対応

及び帳票一括アウトソーシング委託料と

いうのがございます。それはどういう内

容なのか、また今後も継続して費用とし

て必要なのかどうか、これについてお尋

ねをしたいと思います。

　続いて、徴税費の賦課徴収費の委託料

でございます。予算書８６ページに電話

催告等業務委託料についての記載がござ

います。先ほど来、徴税に関しましては

さまざまな論議がされておりますけれど

も、今回５年間の債務負担行為等により

ましてコールセンターのリニューアルと

いうことで取り組んでおると思います。

平成２７年度の内容についてお伺いした

いと思います。

　続いて、政策の内容になりますけれど

も、市長のほうから市政方針の中でも若

手職員の育成に関してインターネットを

活用したコミュニケーションシステムを

導入し、より効果的なＯＪＴの推進とい

うことで若手職員の育成に関してネット

を通じて一人の若手職員に複数の人間が

目を向けて手厚い育成をしていくと、こ

ういった方針も盛り込まれておりました。

市長は、方針の中で私を初め全職員が心

を一つにして粉骨砕身の決意で本市の抱

える諸問題に取り組むというふうに論じ

ておられました。庁内の中で例えば人口

減少問題の克服に対して、庁内の職員の

皆さんがアイデアを出す機会、これを電

子掲示板やアンケートフォーム等を通じ

てネット上で定住施策のアイデアを論議

する場を設けるとか、若手職員や女性職

員の知恵を結集できるようなそういった

庁内ＬＡＮでのシステムづくりができな

いかどうか、これについてお伺いをした

いと思います。

　続いて、市民サービスコーナー管理委

託料及び窓口業務委託料の件でございま

す。予算書８８ページになります。実行

に当たっては民生常任委員会所管になろ

うかと思いますけれども、方向性につい

ては政策のほうで検討される部分もある

と思います。コンビニ交付システム構築

委託料等大きな予算組みがございますけ

れども、今後もこの構築費用については

毎年こういった金額が発生するのかどう

か。

　また、コンビニの店員さんが使用の説

明に当たった場合にプライバシーへの配

慮が今後どうやって行っていくのかのお

考えをお伺いしたいと思います。また、

市内にもコンビニの数というのは決まっ

た数があるわけでございますけれども、

各コンビニの店舗と話し合いをし、店員

さんにどこまで支援をしていただけるの

かどうか、そういった方向まで詰めてお

られるのか、その辺のお考えをお答えい

ただける範囲でいただきたいと思います。

　続いて、選挙費のことでございます。

府議会及び府知事選挙がございます。投

票率の向上に関しましては市の施策だけ
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で投票率を向上というのは全面的に難し

い部分もあるとは思いますけれども、例

えば今回投票所３か所の統合になりまし

た地域の皆さんの了解はどのように得ら

れたのか、また変更に当たっての周知状

況についてお伺いをしたいと思います。

　続いて、広報の絡みになりますけれど

も、市政方針の中でも広報課を新たに設

置して情報発信力の強化というふうにご

ざいますけれども、その取り組みとなる

柱についてお伺いをしたいと思います。

　続いて、消防になりますけれども、消

防費の中で救急救命士研修負担金という

のがございます。救命士の活動によって

命が救われたという報告も何件かお伺い

をしております。その内容と救命士の現

状と活動についてお伺いをしたいと思い

ます。

　常備消防費の中で救急安心センターに

ついてでございます。前回もご質問させ

ていただいたのですけれども、一時救急

安心センターの電話がつながりにくいと

いうふうな市民の皆さんからのご意見を

伺ったことがございますけれども、その

内容が改善されているのかどうかお伺い

をしたいと思います。

　告知に当たりましては、電話機にも貼

りつけができるような小さいシールをつ

くっていただいたりとか、その点につい

ては感謝を申し上げたいと思います。

　続いて、同じく常備消防費でございま

す。概要９６ページに緊急情報システム

等保守管理委託料及び指令センター共同

運用等整備負担金の内容についてありま

した。この費用は結構高額な金額でござ

いますけれども、来年度も再来年度も発

生する内容であるのかどうかについてお

伺いをしたいと思います。

　続いて、防災管財課でございますけれ

ども、災害対策費の中で概要９８ページ、

防災資材及び備蓄用品についてでござい

ます。前年度より１５０万円の予算がふ

えて計上されております。女性の防災会

議も３回ほど開催をされましたけれども、

その女性の視点がどういう内容に生かさ

れていくのか、その内容についてお伺い

したいと思います。

　同じく、防災対策事業でございますけ

れども、防災パンフレットを全世帯に配

布をされるというふうな内容をお伺いし

ております。予算についても前年度より

３倍の８００万円を超える予算がついて

おりますけれども、従来の避難所及び浸

水深等を示したマップも２回発行されて

おりますけれども、その内容とどういっ

たところが異なるのか、またその配布の

スケジュールについてお伺いをしたいと

思います。

　同じく、防災対策事業でございます。

表示板製作委託料、概要１００ページに

ございます。これは一時避難所に指定し

た民間協力施設に表示プレートを設置す

るという内容でお伺いをしておりますけ

れども、こういったプレートが実現に至

りましたことをまず感謝申し上げたいと

思います。それで、現状の民間協力施設

の推進状況についてお伺いをしたいと思

います。

　最後に、市政方針にもございましたけ

れども、別府地域のコミュニティ施設に

太陽光発電設備及び蓄電池の整備につい

て挙げられておりました。非常時の電源

を防災活用される旨の内容がございまし

た。一部は建設のほうにも絡んでまいり

ますけれども、防災の観点から見まして、

今後市の施設についてそういった電源の

確保等をどういうふうにお考えになって

いるのか、これについてお伺いをしたい

と思います。

○野口博委員長　そうしたら答弁に入り
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ます。

　石原課長。

○石原財政課長　水谷委員の財政課に関

わりますご質問にご答弁申し上げます。

　１点でございます。公債費と借換債に

ついてでございますが、今回、借換債に

つきましては、教育債のところと臨財債

のところでの借換債となっております。

この分につきましては、起債の目的によっ

て償還の方法というのがいろいろとござ

いまして、借入先でありますとか償還期

限それらが定められております。今回の

分につきましては、臨財債と小学校の耐

震等補強ということで銀行から借りるい

わゆる縁故債というものを借りておりま

して、その借り入れるときには通常政府

資金とかでありましたら２０年で元利均

等という方法で返還していくのが一般的

なんですけれども、銀行の場合につきま

しては２０年で返済ということになりま

すと、１０年と比べまして資金調達の関

係もありまして非常に利率が高くなると

いうこともございまして、今現在一般的

には銀行から借りる場合には１０年間の

償還期限でということで財政のほうとし

ては取り扱っておりまして、その期限が

来まして今回借り換えを行うという形を

とっているところでございます。この借

換債につきましては、先ほどの元利償還

の中の元金のほうに今回も含んでいると

ころですので、通常のこれまでの元金償

還とプラスその借換債については元金の

返済のほうに乗ってくるという形になっ

ております。

○野口博委員長　谷内田課長。

○谷内田政策推進課長　それでは、私か

らは２点、広報課を設置した理由と若手

職員の知恵を募ること、この２点につき

まして答弁申し上げたいと思います。

　まず、１点目で広報課の設置ですけれ

ども、これにつきましては昨年策定いた

しました第５次行革でも情報戦略を大き

な柱の一つとしまして、今後市の魅力の

醸成、それから情報の発信を積極的にし

ていくというふうにしているところです。

これにつきましては、今後総合戦略でも

庁内的に議論をしていきますが、情報の

発信といいますのは、これからこの摂津

市の活性化、それから定住促進には欠か

せないものであるというふうに認識して

おりまして、情報発信について体制を強

化していくために今般秘書課から独立し

て広報担当部門を広報課とさせていただ

きたいと思いまして、広報課の設置とい

うものにつながったものでございます。

　それから、もう一つ、若手職員の知恵

を庁内ＬＡＮ等を活用して募っていく分

についてですけれども、来年、市制５０

週年の準備、それから先ほども申し上げ

ましたような総合戦略の策定というふう

な全庁的に取り組んでいく課題が幾つか

ございます。そういった全庁的に取り組

んでいく課題にやはり管理職だけではな

く若手職員からの意見もどんどん募って

いくということは大変重要なことである

というふうに認識しております。実際に

平成２６年度、市制施行５０週年の記念

事業の基本方針を今策定している最中で

ございますけれども、その基本方針を策

定する中でそういった視点を取り入れて、

各課だけではなく若手職員からもご意見

を募集できるように、個人からも何かア

イデアがあれば出してほしいということ

で全課に照会をしたところです。そういっ

た形で庁内ＬＡＮを活用してそういった

ことができるかどうかを今後検討してい

きたいと思うんですけれども、なるべく

柔軟な発想を持った若い職員からもご意

見を募れるような形をとって、それぞれ

の策定委員会で最終的に方針等を決める
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というふうな形をとっていきたいと思い

ます。

○野口博委員長　大橋課長。

○大橋人事課長　水谷委員の人事課に関

わりますご質問に順次ご答弁申し上げま

す。

　まず、非常勤職員と正規職員の職員バ

ランスの観点でございますけれども、何

度か本委員会でもご答弁申し上げており

ますけれども、正規職員と臨時職員も含

めた非常勤職員の比率というのが以前は

８対２ほどであったのが、現在はほぼ６

対４の状況になってございます。この間、

当然人件費、この要因以外にも人事院勧

告等給与削減の要因はございますけれど

も、人件費というのは削減の傾向になっ

ております。職員がそのまま非常勤に置

きかわったということは全くございませ

んでして、やはり職員が担うべき業務・

役割と非常勤が担うべき業務・役割とい

うのは基本的には違います。そのあたり

をきちんと整理をした上で非常勤職員と

いうのは任用をさせていただいていると

いうことです。

　今後ですけれども、この６対４という

比率がどうなのかということがあるんで

すけれども、ただ、これは全数で見たと

きに６対４でございまして、あくまでも

本庁舎の部分でいうとほぼ８対２、外部

がほぼ５対５というような数字になりま

すので、このあたりも踏まえながらこの

比率についての考え方というのは一定整

理をして、あくまでも非常勤職員が担う

べき業務ということも考えながらこの辺

の配置についてはバランスを考えていき

たいというふうに思っております。

　次に、非常勤職員の適正を見直すタイ

ミングということでございますけれども、

今しがたご答弁をさせていただきました

ように担うべき業務ということがござい

ますので、それぞれのセクションの次年

度の人員配置、人事の状況と、例えば権

限移譲であったり制度改正であったりそ

ういった事業のボリュームというものも

若干年度ごとにセクションごとに変わっ

てまいりますので、そのあたりも踏まえ

ながら配置というのは人事のほうで考え

て、２７年４月に向けて調整をしている

というところでございます。

　３番目に人材育成の観点でございます

けれども、事業名の名称を変更させてい

ただきましたのは、本市は事業別予算と

いうのを採用しておりますので、できる

だけ事業名をその事業内容がわかるイメー

ジがつきやすいというような観点で見直

しをさせていただいたものでございます。

　現在見直しを進めております人材育成

実施計画でございますけれども、その進

捗状況ですけれども、実施計画の進捗状

況というのをチェックをしております。

これが職場と研修と人事制度のこの３本

柱で人材育成というのを進めておりまし

て、それぞれ個別に項目や計画というの

がございます。その計画の内容を進捗状

況をチェックしながら現在新たな計画と

いうことを考えているのですけれども、

この実施計画の前段に基本方針というも

のがございまして、基本方針のところに

目指すべき職員像というものが定義され

ておりまして、この目指すべき職員像に

ついては次の改定する実施計画において

も踏襲をして、この目指すべき職員像を

達成するための計画ということを考えて

いきたいというふうに思っております。

　次に、２７年度に向けての採用、募集

の状況のところでございますけれども、

平成２６年の１０月採用で消防職も合わ

せて１０名を採用いたしました。この２

７年４月の採用は現在のところ保育士、

幼稚園教諭の任期つきのところも合わせ
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まして２５名の採用を予定しております。

定数でいいますと２６年４月が６２９人、

２７年４月が６３９人になる予定でござ

います。新年度に入ってからの募集につ

いては、２７年度の４月の配置の状況と、

また２７年度以降のそれぞれのセクショ

ンの状況等も踏まえながら採用枠という

のを考えていきたいというふうには思っ

ております。

　この採用の中の保育所の保育士のとこ

ろのご質問がございましたけれども、こ

れも以前の委員会でご質問をいただいて

いたと思いますけれども、各市とも公私

問わずなかなか保育士さんの募集という

のが考えてるとおりにいかないという現

状がございまして、教育委員会のほうと

も以前議論をさせていただいたところで

申し上げておりましたけれども、他市の

状況も踏まえながらで若干賃金水準を見

直して募集のほうをかけて、何とか教育

委員会のほうでという状況になってござ

います。

　次に、人事評価制度の自己評価の観点

でございます。現在、人事評価のこの能

力評価の部分については管理職以上を給

与反映をさせていただいておりまして、

この給与反映をさせていただいている管

理職以上については自己評価というもの

を取り入れております。課長代理以下に

ついては現在自己評価という部分はない

んですけれども、今後課長代理以下も給

与反映ということを考えていかなければ

なりませんけれども、そのときに自己評

価の部分については一度検討はさせてい

ただきたいというふうには思っておりま

すけれど、ただ、自己評価そのものより

もやはり上司と部下が人事評価を通した

面談の中でコミュニケーションを図りな

がらそれぞれ上司が考える評価、自分自

身が考える評価、そのあたりの差異とい

いますか違いといいますか、そのあたり

の部分をきっちり面談でコミュニケーショ

ンを図って、埋めていきながら進めてい

くというのが適切な方向ではないかとい

うふうに思っております。

　最後ですけれども、若手職員の育成の

市政方針の中でも書かれておりました、

パソコンを使っての若手職員の支援ツー

ルというものでございます。これまで新

規採用職員に対して所属の１人の職員が

指導役ということで、紙ベースの日誌と

いう形でやりとりをしておったのですけ

れども、このパソコンを使った支援ツー

ルを用いることによりまして、同時に複

数の職員が若手に対して支援することが

可能になると。それと、当然パソコンで

すのでリアルタイムで確認ができる、上

司もすぐにリアルタイムで確認ができる

と。あとは新規採用職員のストレスとい

うか心身の状態の簡単なチェックをでき

るようなツールもございますので、そう

いったことを導入しながら若手職員の支

援ということを考えていきたいというふ

うに思っております。

○野口博委員長　西川課長。

○西川防災管財課長　水谷委員の防災管

財課に関わります５点のご質問にお答え

させていただきます。

　まず、１点目でございますが、土地売

払収入でございます。土地売払収入につ

きましては財源の確保を目的としており

まして、平成２７年度の予算としまして

は２億２，０００万円を計上させていた

だいております。この内容につきまして

は、現在南摂津駅前にございます一時駐

車場として貸し出しております東一津屋

の１，１２６平米の土地を売却する見込

みを立てておりまして２億２，０００万

円の歳入を予定してございます。

　続きまして、防災対策につきましてで
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ございます。防災対策事業としまして消

耗品費それから備品購入費で新たな消耗

品と備品を歳出に上げさせていただいて

おります。

　内容としましては、避難所等の運営に

関わるものでございまして、簡易トイレ

１２箱、それから生理用品等でございま

す。また、避難所の運営に当たりまして

は避難所用テントといいまして、着がえ

用のテントを男女とも２セットずつとい

うことで、旧の小学校を含めた１２小学

校に配置する予定にしてございます。

　この背景としましては、先ほどご紹介

いただきましたように女性の専門委員会

の議論を通じて今回の備品を購入したい

と思っておりまして、３回の委員会の議

事にありましたように１８項目にわたる

ご意見をいただきました。全ての意見を

なかなか一気に反映させることはできま

せんが、まず２７年度としまして防災資

機材それから備蓄の購入を行ってまいり

ます。また、防災教育の推進についても

そこの中で出された意見の一つでござい

ます。

　続きまして、防災パンフレットの配送

委託につきましてお答えさせていただき

ます。

　現在地域防災計画の修正を行っており

まして、その中で防災パンフレットの作

成の委託の内容も含めてございます。防

災パンフレットの内容につきましては、

防災計画の修正の内容をわかりやすく市

民に伝えるもの、それからどのように行

動するのかを地震と水害に分けて表現す

る、絵を用いたものとしたいと思ってお

ります。同時に以前から配らせていただ

いているいわゆるハザードマップと併用

できるようなものというふうに考えてお

りまして、スケジュールにつきましては

今現在内容を詰めておりますので、なる

べく早い時期に市民の皆さんに配らせて

いただきたいというふうに考えてござい

ます。

　続きまして、一時避難所のプレートに

ついてでございます。以前からご要望を

いただいてました一時避難所の協定につ

きましては、皆さんに見える形で避難所

に掲示するということで、市民の皆さん

がここは避難所であるということを認識

できるようなプレートを来年度から設置

していきたいと思っております。現在、

一時避難所につきましては市内１３か所、

市が持っている公共施設以外が１３か所

ございまして、その中には府営住宅であ

りますとか大学そういうところもご協力

いただきまして締結しております。こう

いうものが市内にふえていきますと、皆

さんがやっぱり逃げる意識にはつながっ

ていくものだと考えておりますので、こ

の一時避難所の締結についてもどんどん

進めていきたいというふうに考えており

ます。

　続きまして、別府コミュニティセンター

に設置される防災対策ということで、太

陽光パネルの設置が予定されております。

太陽光パネルにつきましては、設置にお

きまして通常の公共施設であります既に

耐震化されているところはさらに大きな

荷重がかかるということで耐震化の問題

であるとか、それからあと蓄電池のラン

ニングコストの問題がございます。なか

なか全ての施設にというのは難しいので

すが、今現在検討を進めておりますのは

別府コミセンでありますとか、旧三宅ス

ポーツセンターのところの体育館に太陽

光パネルを設置するという話がございま

す。耐震化に合わせてこの検討を進める

とともに、国からの補助金もございます

のでそういうものを活用しながらできる

限り進めていきたいというふうに考えて
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おります。

○野口博委員長　川西課長。

○川西人権女性政策課長　人権女性政策

課にかかります２点のご質問にお答えい

たします。

　まず、男女共同参画センターウィズせっ

つに関しまして、男女共同参画推進団体

についてのご質問でございます。この推

進団体制度なんですけれども、男女共同

参画社会の実現を目指して活動をされま

す市民団体の自主的な活動を市が支援さ

せていただくものでございます。ことし

は男の料理教室や、また男女共同参画の

視点で子育てを支援する団体など全部で

２６団体が登録されてまして、活動され

ておられます。ただ、男女共同参画を目

指すという理念が大前提なんですけれど

も、それ以外の部分、つまり活動そのも

のにも人を引きつけるような魅力であっ

たり、やりがいであったり、楽しさの部

分も当然ございます。この団体の皆さん

が男女共同参画の推進という本来の目的

だけにとどまらずに、委員がおっしゃり

ますように仲間づくり、生きがいづくり

など地域の活性化に結びつけば、これは

大変すばらしいことであると思います。

　具体的な２７年度の取り組みなんです

けれども、我々行政としては、あくまで

もこれは市民の自主的な活動なので手と

り足とりするということはございません。

我々としては、活動がもっと活性化する

ように二十幾つの団体の皆さんに集まっ

ていただいて、交流会をさせていただい

て情報交換をしていただくとか、こうい

う活動をこの団体がされてますよという

ような外に向けてのＰＲ活動ですね、そ

ういうことをさせていただいております。

また、３月に恒例になっておりますウィ

ズフェスタ、団体さんの発表の場なんで

すけれども、このフェスタも企画します。

　次、もう一点でございます。人権啓発

指導事業４１４万円の中身というお問い

でございますけれども、まずこれは人権

啓発指導嘱託員という非常勤職員３名の

人件費でございます。具体的な仕事とし

ては、人権問題の相談業務であったり、

また人権についての指導・助言というこ

とをしていただいております。また、職

員研修の講師役でありましたり、市内の

企業さんの社員研修の場でのお声がかか

りましたら講師役として派遣することも

ございます。

○野口博委員長　岩見課長。

○岩見納税課長　それでは、納税課に関

わります電話催告等業務委託についての

ご質問にお答えさせていただきます。

　この業務委託につきましては、平成２

６年第４回定例会におきまして債務負担

行為の議決をいただき、この２月１２日

に入札をさせていただいております。契

約期間５年間ということで、金額は５年

間で４，１３７万３，７１７円というこ

とでございます。１年間にいたしますと、

平成２７年、２８年につきましては年間

８１８万４，０００円弱、あと２９年度

以降は消費税率が変わりますことから８

３３万５，０００円強ということで、５

年間税込みで４，１３７万３，７１７円

でございます。５年間の契約を締結する

ことによりまして、これまでの委託より

も年間にして約１５０万円程度圧縮でき

たものでございます。

　業務の内容についてでございますが、

これまで行っておりました納税課または

国保年金課、そして夏・冬につきまして

は高齢介護課、こども教育課、子育て支

援課、下水道または水道部ということで、

各１か月ずつ電話催告のほうをさせてい

ただいているところでございます。また

夜間についても、年４回夜間の電話催告
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をしていただくということがございます。

　それと、新しく業務といたしましては、

毎年５月に固定資産税また住民税、軽自

動車税につきまして一斉催告を行ってお

ります。その一斉催告につきましては、

これまでは我々職員が封入、封緘をして

各世帯に送付をしておりましたが、この

業務につきましても委託業者が請け負っ

ていただけることになっておりますので、

それにかかっておりました時間につきま

しては納付相談等の我々の本来の業務に

専念できるものというふうに考えており

ます。

○野口博委員長　荒井参事。

○荒井秘書課参事　広報課を新たに設置

するに当たり、柱となる取り組みは何か

というご質問についてお答え申し上げま

す。

　先ほど政策推進課長の答弁にもありま

したように、第５次行政改革実施計画で

は情報戦略が位置づけられ、広報せっつ、

市のホームページの充実が明記されてお

り、これを実現していかなければなりま

せん。平成２７年度につきましては、広

報紙については現状の１日号８ページ、

１５日号４ページの中でレイアウト変更

や新連載の掲載などに取り組みつつ並行

して大幅なリニューアルに向け、情報量、

発行回数、予算、配布方法、業務量など

から総合的に検討をしていきたいと考え

ております。

　また、ホームページにつきましては、

先ほどの中川委員のご質問に対する答弁

と重複するかもしれませんが、ホームペー

ジ全体のリニューアルに向けて平成２７

年度は研究を進め、メール配信やＳＮＳ

など、どの情報発信手段を選ぶかという

ことも含めて方針を固めていきたいと考

えております。

○野口博委員長　槙納課長。

○槙納情報政策課長　水谷委員の情報政

策課にかかります４点の質問にお答えさ

せていただきます。

　まず１点、電子自治体、マイナンバー

の取り組みの中でのプッシュ型サービス

についてですが、プッシュ型のサービス

は国のほうで国民一人ひとりに提供され

る専用のポータルサイトであり、国民の

利便性を向上するための具体的な取り組

みとして設置が予定されております。具

体的には、平成２９年７月の行政機関と

の情報連携をやりとりする時期に利用で

きる予定となっております。今後本市に

おきましても、市民の方が必要とする情

報、例えば子育て世帯に予防接種や検診

の情報を発信するなど、行政から市民一

人ひとりに適切な情報が発信できるよう

今後も国の動向や他市の状況を参考にし

ながら、関係各課と連携しつつ取り組み

を検討してまいりたいと考えております。

　次に、新システム移行対応委託料につ

いてですが、この委託料につきましては、

番号制度導入に伴います必要な業務シス

テムの改修費となります。住民情報シス

テム、パッケージシステムの改修費用、

住民記録システム、国民健康保険システ

ム、地方税システム、福祉システム等で

す。こちらの改修関連費用は約６，００

０万円見込んでおります。それ以外に情

報連携システム、介護保険システム、健

康管理システム、生活保護システム、障

害福祉システム等の改修費用の約２，８

００万円を見込んでおります。さらにイ

ンフラ関連費用でありましたり、データ

クレンジング費用等です。こちらの費用

を計上させていただいております。

　帳票一括アウトソーシング委託料です

が、基幹システムのデータから打ち出す

納付書、決定通知書等のデータの印字か

ら帳票類の印刷、封筒の印刷、封入・封

－55－



緘作業までを外部委託させていただくも

のです。これまでは各課で予算計上して

いたものを当課で取りまとめることによ

りスケールメリット等を図り、コストの

縮減を図るものでございます。

　それ以外に、例えば納付書の同一送付

者の名寄せ等、こちらにつきましては従

前、人の手による作業によって封入を行っ

ておりました。これをプログラム等で機

械的にすることにより手作業によるミス

の防止でありますとか、あとデータの印

字も一括委託することでコストの縮減を

図りたいと考えております。こちらのプ

ログラム開発費をこの中の予算で計上さ

せていただいております。

　最後に、コンビニ交付に当たるところ

の予算になりますが、市民課のほうで予

算を計上しておりますコンビニ交付シス

テム構築委託料ですが、こちらの予算に

つきましては今年度限りのものとなりま

す。基幹システムを平成２６年９月に新

システムへ移行させていただきました。

基幹システムにあります住民記録システ

ムと加えて、戸籍システム等の連携のイ

ンターフェースの構築というものが既に

今の基幹システム並びに戸籍システムで

実績があることから、今回こういう形で

の委託料を上げさせていただいておりま

す。

　あと、もう一点、コンビニにおける証

明書の交付に当たって店員等のセキュリ

ティの問題ですが、委員がご指摘のとお

り、住民票、戸籍、また印鑑証明書等は

まさしく個人情報に直結するものであり

ます。既に住基カードを利用して他市で

こういったコンビニ交付を先進市で実施

されております。今後はそういった個人

情報の懸念等が考えられますので、運用

開始まで問題点について他市の状況を聞

きながら検討を図ってまいりたいと考え

ております。

○野口博委員長　そうしたら、３時を過

ぎましたので暫時休憩します。

（午後３時　６分　休憩）

（午後３時３３分　再開）

○野口博委員長　再開させてもらいます。

　松方課長。

○松方総務課長　それでは、水谷委員の

市例規集委託料についてご答弁申し上げ

ます。

　市例規集につきましては、年４回の議

会に合わせまして、それで議決を得られ

ました条例についての改正編集作業料で

ございまして、年間４回分の改正編集作

業料として５４万円、それから追録の費

用も含めた例規データの更新、これが１

ページ当たり２，３５０円というふうに

見ております。

　それで、実際の金額になりますと、過

去のページ数の平均から約１，７００ペー

ジほど、年間、例規集の改正をしており

ます。

　それから、平成１２年までは各４００

部、２冊に分冊されていますので、８０

０冊の紙ベースの例規集がございました。

これを平成１２年１２月に廃止しまして、

５０冊にまで落としております。

　５０冊に落としている理由でございま

すけども、当然、外部職場、市民図書館、

鳥飼図書センター、男女共同参画センター、

市民活動支援課とか、市民の方が来られ

たときに情報提供として見られるように

しているということがまず１点ございま

す。それから、本市の職員が他市に研修

とかに行く場合に、貸し出し用として７

部ほど用意しているものがございます。

それと、市長を含めた三役、それから各

議員にお配りしています２１部、それと

各実施機関の水道、それから議会、総合

行政委員会、消防に各５部を置かせてい
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ただいています。

　残りの分については、７冊ほどは我々

総務課の職員が毎回毎回例規集を見なが

ら条例の改正作業をしておりまして、作

業の中身としては、日本法規、それから

官報、例規集、それから他市の状況、い

ろんなものを見詰めながら例規の改正を

やっているわけでございまして、特に総

務課と人事課、それから政策においても

紙ベースで例規集をお配りして、配置し

てやっているところでございます。

○野口博委員長　山下局次長。

○山下選挙管理委員会・監査委員・公平・

固定資産評価審査委員会事務局次長　そ

れでは、選挙管理委員会にかかりますご

質問にご答弁申し上げます。

　本年４月１２日に執行されます大阪府

議会議員選挙より、市内３か所の投票所

が統合となります。それに伴いまして、

従前の投票場所が変更となる有権者の皆

様への周知取り組みについてでございま

すが、先月、２月下旬に投票所が統合と

なります投票区域に該当します自治会の

自治会長宅を訪問いたしまして、自治会

内の有権者の皆様への周知文書の回覧依

頼をさせていただいた次第であります。

　また、市の広報紙の３月１日号及び３

月１５日号に投票場所の変更となる旨の

記事を掲載する予定となっております。

　あわせまして、３月下旬に市内全戸配

布されます投票啓発チラシにおきまして

も、その旨掲載しております。

　投票所の統廃合の周知とあわせまして、

ゆうゆうホール鳥飼西におきまして臨時

期日前投票所も４月１０日、１１日に開

設いたしますので、その旨の周知もあわ

せて行っている次第であります。

○野口博委員長　上田参事。

○上田政策推進課参事　民生費国庫補助

金関係の臨時福祉給付金、子育て世帯臨

時特例給付金のご質問について、ご答弁

させていただきます。

　本市の臨時福祉給付金の申請率につき

ましては、１月末時点で申請者１万４，

７２４人、パーセンテージで、申請率で

いいますと７３．６％です。子育て世帯

臨時特例給付金につきましては、公務員

を含めて１月末現在の申請者数につきま

しては９，５０１人です。申請率につき

ましては７９．２％です。

　これは、支給の見込み者数を当初の支

給見込み者数、臨時では２万人、子育て

では１万２，０００人をベースとして、

分母として算出したものとなっておりま

す。

　あと、平成２６年度の総括につきまし

ては、両給付金につきまして、税法上、

非課税者を対象とするものとなっており

ましたので、実施には税情報が必要不可

欠となっていたのですけども、両給付金

につきましては立法措置がなされていな

いままの状態で実施されました。税務関

係のところもそうなんですけども、やは

り地方税法の守秘義務等の壁が結構厚かっ

たと感じております。

　ただ、その中でも実施につきましては、

申請者は一般的に受け付けするという形

ではなく、臨時福祉給付金につきまして

は市民税課で対象者の抽出、対象者を印

字して申請対象者に発送という形をとら

せていただきました。子育て世帯臨時特

例給付金につきましては、児童手当の対

象者ということになっておりましたので、

子育て支援課のほうから対象者の抽出、

発送という形をとらせていただいていま

す。

　あと、平成２７年度につきましては、

実施方法については、まだ国からも１月

１５日に予算の概要の通知、２月１３日

にスケジュールの概要の通知、この２通
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しか来ておりません。また、その詳細な

んかを確認しておりますと、詳細につき

ましては、支給要領で別途示すという形

になっているのですけども、いまだ支給

要領が、通知のほうが来ておりませんの

で、支給要領が参りましたら、実施につ

いて最善の策が一番いいのかというとこ

ろを検討して実施してまいりたいと考え

ております。

○野口博委員長　明原参事。

○明原消防本部参事　ご質問のありまし

た救急救命士研修負担金の内容につきま

してお答えをさせていただきます。

　まず、救急救命士の国家資格を有する

職員が救急救命士として活動する前に受

けなければならない就業前病院研修、そ

して、現在、救急救命士として活動して

おります職員のフォローアップ、またス

キルアップ研修としての再教育病院研修、

また気管挿管病院実習やビデオ喉頭鏡病

院実習などでございます。

○野口博委員長　萩原課長。

○萩原警防第２課長　委員ご質問の救命

士の状況と運用についてお答えいたしま

す。

　現在、救急救命士の資格保有者は、管

理職、日勤者を除き２１名でございます。

　救急隊１隊における救急救命士の乗車

数は、１名から２名乗車しております。

救急隊員の資格を有している者とあわせ

て３名乗車で救急隊を編成し、運用して

おります。

　救急救命士の活動といたしましては、

静脈路の確保、輸液、薬剤等の投与、気

管挿管、血糖値測定やブドウ糖溶液の投

与など、傷病者の症状に合った措置を医

師の指示の下、行い、適切な医療機関に

搬送を行っております。

○野口博委員長　橋本課長。

○橋本警備課長　救急安心センターおお

さかに電話がつながりにくい、そのこと

についてお答えします。

　平成２１年に開設当初は、大阪市のみ

の３回線でございました。府内全域の市

町村が参加した平成２２年からは１０回

線となり、平成２５年からは１２回線に

増強されております。

　しかしながら、安心を求める相談者か

らの電話が予想以上に多いこと、また全

ての電話に速やかに対応できず、結果と

して電話がつながりにくいとの要望があ

り、平成２７年度からは回線数を１２回

線から１６回線に増強し、需要に対応す

る予定でございます。

○野口博委員長　幸田参事。

○幸田警備課参事　緊急情報システム保

守管理委託料及び平成２７年度に構築い

たします吹田市・摂津市消防指令センター

の来年度、再来年度の継続費用の見通し

についてというご質問についてお答えい

たします。

　ご質問ありました予算概要９６ページ

に記載があります緊急情報システム等保

守管理委託料につきましては、現在本市

のほうで運用しております旧来の通信指

令システム及びアナログ式の無線機等を

保守管理するためにかかる委託料でござ

います。

　この後、平成２７年度で構築いたしま

す吹田市・摂津市消防指令センター及び

消防救急デジタル無線の運用開始に伴っ

て、委託料については若干変更になる予

定ではございます。しかしながら、平成

２８年度につきましては構築から１年以

内ということで、指令設備等メーカーの

１年保証期間になりますので委託料は発

生いたしませんが、翌平成２９年度から

は再度必要となる予定でございます。

○野口博委員長　水谷委員。

○水谷毅委員　まず、財政につきまして
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でございますけども、まず借換債と元金

償還金の考え方についてでございます。

　平たく言って、一般財源で返還ができ

れば一番いいとは思うんですけれども、

借換債を履行するということは、市の債

務をさらに引き継いでいくということに

なると思います。今回そういう選択を行っ

た理由についてお聞かせいただきたいと

思います。

　次に、国庫補助金の福祉と子育ての補

助金の件でございますけれども、数字的

には理解ができました。

　ご答弁にもありましたように、税情報

が閲覧できないということで、なかなか

突合にご苦労された旨はお伺いしており

ますけども、平成２７年度も継続という

ことであれば、国からの指示もあろうか

と思うんですけども、平成２６年度でい

ろいろありました経験を生かして、潤沢

に市民の皆さんが申請を行えるようにご

努力をいただきたいと思います。

　実際、私のほうも５件ほど問い合わせ

がありまして、訪問して記入に対してア

ドバイスをさせていただいたりとか、そ

ういったこともございました。また、う

ちはもらえるんやろうかということで問

い合わせをいただいたこともございます。

そういった意味で、先行して、平成２６

年度の経験を生かして、ノウハウについ

ては進めていただきたいと思いますので、

よろしくお願いします。

　続いて、人事のほうでパートナー形式

から約１０年ということでご返答いただ

きました。

　窓口業務であるとか、それから軽微な

事務処理、この業務を非常勤の方、また

臨時の方が担当されていると思います。

しかしながら、市役所に来られる市民の

方は、どの方が非常勤でどの方が正規職

員かというのはぱっと見てわからないわ

けですね。平たく言えば、何でも知って

いると思って窓口に来られます。そうい

う意味で、その辺の窓口に立つ方の意識

もやっぱり確認していただきたいと思い

ますし、スキルもそうですけども、言葉

もやっぱり考えながら接していただくよ

うに、しっかり正職員の方の皆さんでバッ

クアップをできる体制をとっていただき

たいというふうに思いますので、よろし

くお願いいたします。

　それから、人材育成の方針についてで

ございますけども、現在計画中というこ

とではありますけれども、主に専門技術

的なところの研修もあろうかと思います。

パソコン、またそういったシステムが普

及したことによりまして、パソコンの画

面上に数字を入れれば、もう結果が出て

くるというふうなそのシステムがかなり

多くなっております。極端な話を言った

ら、手計算してみてくださいと言ったら、

わかりませんということでは、やっぱり

その担当を任されている値打ちが薄れる

んじゃないかと思いますので、どういう

プロセスでこういう数字が出てきている

のか、その辺もしっかりわかる、そういっ

た人材を育てていっていただきたいなと

思います。

　また、研修に参加をしたり講師を招く

場合もあると思うんですけども、現在で

はネットを通じた専門研修であるとかＤ

ＶＤ等を活用した学習もできるようになっ

ておりますので、広くそういう媒体を研

究していただいて、わずかな時間で高い

効率の研修を目指していただきたいとい

うふうに思います。

　次に、平成２７年度向けの市の職員の

募集と採用状況についてでございますけ

れども、いろいろ削減を試みていただい

ている点については理解ができました。

また、賃金水準を近隣市と確認をしなが
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ら進めている件もよくわかりました。

　採用に当たっては面接をされるわけで

すけども、例えば保健師の面接をすると

きに、保健師がその場に居合わせて、人

事の担当職員と一緒にその人となりを見

ているのかどうか、それぞれの業務に応

じてそれなりの視点を持った方が面接を

担当できているのかどうか、この点につ

いてお伺いをしたいと思います。

　続いて、自己評価の件でございますけ

れども、職員の定数削減によりまして、

課長級の方につきましてもワーキングマ

ネジャー、自分も仕事を持ちながら所管

の皆さんの様子を見ていかないといけな

いという状況も多々あるのではないかな

というふうに思います。そういう意味で

は、職員の方が自分自身の持っているス

キルを確認できる、また業務が思ったよ

うに進んでいるかどうか確認ができる、

そういった自己評価のチェックリストを、

各業務で異なると思いますけども、しっ

かり備えていただいて、自己評価して、

もっと頑張らなあかんなとか、こういう

スキルが足らんなとか、そういうことを

自分で感じて進んでいけるような、そう

いうのを準備していただきたいなと思い

ます。

　そして、さらにはやっぱり職員の皆さ

んがやる気を持って臨んでいただくため

には、もちろん給与等の面もあると思い

ますけども、やっぱりやりがいであると

か、自分の努力が認められる、評価され

る、そういったことが必要ではないかな

というふうに思います。いわゆる努力の

見える化、業務の見える化というのが必

要でないかというふうに思います。

　私も一般企業で２５年ほど働いており

まして、いろんな会社で自己評価の機会

があったわけですけども、その中で、い

ろんな仕事をしていますので、どの部下

にも共通してその評価をできるような、

そういったワークシート、それがやっぱ

り必要ではないかなというふうに思いま

す。

　市職員は非生産部門で仕事をしており

ますので、何かそこから利益を生み出す

という中でやっているわけではないんで

すけども、例えば庁内の業務でしたら、

一つは窓口業務、そして電話対応、そし

てまた事務処理というふうに大きくある

と思います。例えば１日８時間あるとし

まして、きょうは窓口業務に４時間、電

話対応に３時間、事務処理に１時間、時

間内８時間で、時間外は事務処理が残っ

て１時間やりましたというふうなのをしっ

かり各課共通で出せるようなワークシー

トを毎日出していただいて、それぞれの

方の自己評価もできるし、今後の適正配

置とか見える化をしっかりできるんでは

ないかなというふうに思います。要は、

職員の方が自分の給料に対するコスト意

識、それをしっかり持てるような仕組み

をつくっていただきたいなというふうに

思います。

　続いて広報のほうですけども、今回広

報課が新設されたということで、風通し

のいい情報発信を市民の皆さんにしてい

くということではいいことではないかな

というふうに思います。

　しかしながら、ただ仕事を束ねる組織

をかえたというのだけではなくて、庁内

の人の流れ、また情報の流れを今後どう

いうふうにしていくのか、広報課ができ

たことによってよくなったなと言ってい

ただけるような仕組みづくりをしっかり

していただきたいなというふうに思いま

す。

　設置の意義について、この際、庁内の

イントラ環境について、全ての所管のリー

ダーシップをとれるような、そういう業
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務を展開していただきたいというふうに

思います。例えば、議会活動等検討委員

会の中で、本会議のインターネット中継

をやってはどうかというふうな提案も実

際挙がっております。それを環境整備と

か、先行してその新しい広報課で提案し

ていただけるようにして頑張っていただ

きたいなと思いますので、よろしくお願

いいたします。

　続いて、電子自治体の推進ということ

で、メールやＳＮＳを通じた発信、平成

２７年度に検討されるということでお伺

いし、また視察の件もお伺いをいたしま

した。

　要は、市民の皆さんが何のためにホー

ムページを見に来るのかというところを

しっかり研究していただきたいと思いま

す。単純に何かものを調べたいから見に

来る、それから他市から引っ越しを検討

するときに、どんな市やろというふうに

見に来る、そういう理由があると思いま

す。そういう意味では、例えばアクセス

解析を通じまして、アクセスの多い部分、

またアクセスの多いカテゴリー、そういっ

たところを研究して、こういう情報を市

民の皆さんが求めているんやなというこ

とをしっかりつかんだ上で、せっかくリ

ニューアルするようでしたら臨んでいた

だきたいなと思いますので、よろしくお

願いします。

　また、アクセスの多いところについて

は、今後、市からのカテゴリー選択をし

たメール発信の中で、先行してそういっ

たところを発信できるように取り組んで

いただきたいなというふうに思いますの

で、よろしくお願いいたします。

　続いて、人権女性政策課でございます。

いろいろ先日のフェスタにもございまし

たように、市民の皆さんがその中で溶け

込んで頑張っておられる件も拝見をさせ

ていただいております。

　以前、摂津女性大学というのがござい

まして、今、「ウィズカレッジ」という

名前にかわっておりますけども、その大

学を卒業された方が、どういった形で現

場でリーダーシップをとって頑張ってお

られているのか、その内容についてお伺

いをしたいと思います。

　続いて、人権啓発指導事業の内容につ

いてでございますけども、いわゆる何で

も相談ということで３名の相談員の方が

担当されている旨、お伺いをさせていた

だきました。

　相談内容については、また事務報告書

を拝見させていただきたいと思いますけ

れども、デフレ脱却の時期でございます

し、なかなか生活をしていくのが大変な

時代でございます。そういった意味で、

経済的な課題を抱える方も少なくはない

と思いますので、人生の希望を失いかけ

た方への大きな希望の光となるような取

り組みをお願いしたいと思います。

　続いて、財産売払収入の件でございま

す。南摂津駅前の駐車場の土地について

ということでご答弁いただきました。

　南摂津駅前で、ある意味、唯一市が持っ

ている土地ではないかなというふうに思

います。丸ごと全部売却してもいいのか。

場合によったら、わずかでも残していっ

て何かに活用していくとか、その辺柔軟

に考えていただきたいと思います。

　例えば箕面市役所の角地に、今度交番

が設置をされるようになりました。それ

は、近くの交番がもう老朽化しまして、

更新に当たって市役所の角地に交番が来

るというふうな内容がありました。私も、

別の機会に南摂津駅前に交番であるとか

郵便局の設置等も要望しておりますけど

も、その辺どういうふうにしていくのが

摂津市の住みやすいまちづくりの一助に
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なるのか、よく考えて進めていただきた

いなというふうに思いますので、よろし

くお願いします。

　続いて、市の例規集でございますけれ

ども、内容については理解ができました。

　ネット上の例規集を見ますと、非常に

よくできていると思います。５０音検索

であるとか、ワード検索とかしかり、使

い勝手のいい内容になっておりますので、

今後、全部一気になくするというのは難

しいと思うんですけども、段階的に進め

ていただいて経費削減に尽力いただきた

いと思いますので、よろしくお願いしま

す。

　続いて、総務管理費の電子計算費で、

新システム移行対応については理解でき

ました。

　帳票一括アウトソーシングということ

で、先ほど岩見課長が少し封緘とかおっ

しゃっていた、そういった業務だと思う

んですけども、私も前職がシステムの仕

事をしておりまして、摂津市と同じ八万

何件のデータから抽出をしてＤＭのシー

ルを出す、請求書発行をするという業務

に携わっておりました。それは、毎月毎

月、本当に胃に穴が開くような思いで業

務についとったわけですけども、間違い

を防ぐために、ＣＳＶとかで一旦落とし

たデータの受け渡しの間違いがないよう

な、どのような工夫をしていくのか、教

えていただきたいというふうに思います。

　また、一旦外に出す、そのまま発送さ

れる。一旦外に出す、返ってきたのをも

う一回抜き取りとかして作業していくこ

とになると思うんですけども、その突合

に関してどういうふうなチェック体制を

考えておられるのか、教えていただきた

いと思います。

　次に、電話催告等業務委託料でござい

ます。５年間の長期契約により節減に結

びついたということは評価させていただ

きたいと思います。

　どちらかというと、滞納が発生をし、

事後処理の部分になってくると思います

ので、なかなか難しい面もあると思うん

ですけども、先日テレビを見ておりまし

たら、九州のある市で、滞納された方に

訪問して、いわゆる差し押さえをしに行っ

ている状況がありました。何で差し押さ

えになったのか、いろいろ理由はあると

思いますけども、そのテレビでやってお

りましたのは、奥さんが家でずっと寝た

きりで、もう糖尿病で目が見えなくなっ

た。さらに消費者金融で借り入れがあっ

て、一生懸命それを長年返していて市税

の滞納につながっていたというふうなの

がありました。そこで、その市では、そ

ういったファイナンシャルプランナーま

ではいきませんけども、職員がいろいろ

勉強しまして、どうやったら今の生活か

ら脱却をしていけるのか、そういったと

ころまで手を伸ばしてやっておられる取

り組みもございました。

　一気にそういうのは難しいかもわかり

ませんけども、人権女性政策課からもあ

りましたように、何でも相談であるとか

法律相談とか、あからさまになると失礼

になると思うんですけども、催告書を送

るときに、こういうことで困っていたら

こういうのもありますよとか、そういう

アドバイスというか、ガイドラインをつ

けてはどうかなというふうに思います。

　あと、最近電話も番号通知とかしっか

りできておりますので、場合によったら

ショートメールとか、その辺で内容がお

伝えできるように、市民の皆さんの了解

が得られるようであれば、してはどうか

なというふうに思いますので、よろしく

お願いします。

　続きまして、政策のほうでございます
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けれども、インターネットを活用した若

手の人材育成ということで、結果がしっ

かり伴っていくことを期待しております。

頑張っていただきたいというふうに思い

ます。

　最近のと言ったら、一概には言えない

んですけども、面と向かって若手の職員

の方とお話をしますと、なかなか言葉に

して自分の思いを語ってもらえないとい

うことも少なくはないかなというふうに

思います。ある意味、そういったネット

で意見を打ってもらうとか、そういう時

代に入ってきているような気もしますの

で、広報課もできる前提になっておりま

すし、しっかりその辺も若手の方々が文

書を通じていろいろアイデアを出してい

けるような、そういった場をつくってい

ただきたいというふうに思いますので、

よろしくお願いします。

　本市の場合は、本当にコンパクトな市

でございますので、若手職員と例えば市

長が直接論議を交える場もないこともな

いわけですけども、行き過ぎた提案かも

わかりませんけども、職員提案に関して

は、例えばポイント制を設けて、どんな

提案でも、あれば１ポイント、内容によっ

ては、佳作・入選、金・銀・銅とか、ポ

イント加算をするとかしていただいて、

それが直接給与につながるとかというこ

とは検討していただきたいと思うんです

けども、そういう取り組みも考えていた

だけたらと思いますので、よろしくお願

いいたします。

　次に、市民サービスコーナーの管理委

託料、窓口業務の件でございますけども、

５次行革の中でもしっかり検討されてお

りますので、これはこれで進めていくべ

き課題ではあるとは思います。

　問題は、先ほども申しましたプライバ

シーの確保ですね。やっぱり、せめて市

内のコンビニの方々としっかり、例えば

協定書を結ぶとか、アルバイトの方とか、

どんな方がそのコンビニでお勤めなのか

わからないもんですから、しっかりその

辺、店主の方と確認がとれる体制も考え

ていただきたいなというふうに思います。

　また、高齢者の方が、今までサービス

コーナーで利用されていた方に対してど

うしていくのかということでございます

けども、例えば公民館であるとかに、い

わゆる仮模型ですね。コピー機の大きい

複合機でそれを今発行しているわけです

けども、そういう模擬的に、こうやって

やったらできますよとかというのが体験

できるようなコーナー、いわゆるコンビ

に行ってどうやったらいいんかというの

をトレーニングできるような、そういう

簡単な、段ボールでつくっても何でもい

いと思うんですけども、考えていただき

たいと思いますし、集会所とか、例えば

福祉委員会のふれあいサロン等で、高齢

者方が集まるときに、大きなパネルで図

で示すような、そういった取り組みも前

もって先行して取り組んでいただきたい

なと思いますので、よろしくお願いいた

します。

　次に、選挙費のことでございますけれ

ども、我々でできることとして幾つか考

えてみたわけなんですけども、初めての

投票の方については既にご案内も差し上

げているということで理解できました。

　例えば、私ごとになりますけど、子ど

もが３人いまして、今２人は成人しまし

て、あと１人、成人していないのが残っ

ています。投票、どうやってやったらい

いんやとか、どこでやっているんやとか、

そういうことをきちっと教えてあげない

と、なかなか最近できないような状況に

なっております。

　総務省のホームページを見ますと、
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「なるほど！選挙」というページがござ

います。例えば選挙の案内の入場整理券

を送るときに、封筒にそれのＱＲコード

とか印刷していただいて、若年層がそれ

見てどんなんやろうみたいなんで興味を

持っていただくような、そういう取り組

みができないかどうかというふうに思い

ます。いかがでしょうか。

　また、前回もお話ししましたけども、

封筒のデザインですね。もう市から来て、

いつもの書類かなと思って、そのままに

なって期日を過ぎているというのがあり

ますんで、封筒のデザインを工夫してい

ただいて、選挙用の入場整理券やという

ことがはっきりわかる取り組み、これに

ついて進展をお伺いしたいというふうに

思います。

　あと、投票所が３か所統合になるとい

うことで、自治会等の周知の件、了解い

たしました。

　４月１２日に投票がございますけども、

閉鎖になった投票所に間違って来られる

方もあると思います。そういう方の対応、

またその投票所の掲示板ですね、投票所

が変更になったということも一緒に掲示

をしていただきたいと思いますけども、

その点お考えをお聞かせいただきたいと

思います。

　続いて、消防のほうになりますけども、

救急救命士の件です。非常に命を救うと

いう意味で大きな力を発揮されていると

思いますので、救急車に乗り合わせる組

み合わせとか、いろいろ苦慮されている

と思いますけども、しっかり継続して確

保できるようにご尽力いただきたいと思

います。

　続いて、救急安心センターの電話の件、

４回にわたって回線の増加をしていると

いうことで、特に若いお母さん方には大

変喜ばれている内容でございます。また、

府の取り組みともあわせてになると思い

ますけども、摂津市としての消防の意見

もしっかり具体的に述べていっていただ

きたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。

　それから、緊急情報システム等保守管

理委託料、今までアナログだったところ

ですね。それは、いずれはなくなって、

共同運用の負担金に統一されるというこ

とで了解ができました。

　それで、１か所、今度指令センターが

江坂に行くということで、事業所が一つ

ふえるわけなんですけども、吹田市の方

と一緒に仕事をするという形になると思

います。

　摂津市から派遣をされる職員の方の精

神的な面、また人事管理についてどのよ

うに考えておられるか、お伺いをしたい

と思います。

　次に、防災資材の件でございますけど

も、備蓄用品に女性専門委員会の意見も

多く取り入れていただいたということで

了解できました。

　昨年、総務常任委員会で遠野市と釜石

市のほうに視察に行かせていただきまし

た。遠野市が中心となっていわゆる物資

を送っていたんですけども、非常に心に

残っているのは、災害が起こったときに

遠野市の保健師が、女性の方ですけども、

次のようなことを言っておられたそうで

す。災害が起こって、市内の粉ミルクを

全部買い占めてくださいと、市が全部買

い占めてください。なぜかというと、あ

る人だけ持っていて、ある人は持ってい

ないというのでは非常に大変になるので、

市が買い占めて、ビニール袋に入れて３

日分ずつお渡しをしたというふうなお話

もありました。

　そういう意味で、もう少し細かく詰め

た状態で、同じ予算を使って資材をそろ
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えるんであれば考えていただきたいなと

思いますんで、よろしくお願いいたしま

す。

　次に、防災パンフレットでございます

けれども、以前よりもバージョンアップ

した形でつくっていただけるということ

で、非常に期待をしております。

　しかしながら、２回目に配ったハザー

ドマップを持っていますかと聞いたら、

そんなんあったかなというふうなお返事

をされるケースも結構ありまして、私も

何ぼかもらってお届けしたケースもあり

ました。そういった意味で、これは保存

版なんやということで本当に張ってもら

えるような、そういった内容にしていた

だきたいというふうに思います。

　ちょっと角度は変わりますけども、最

近、品川区のほうでオープンデータとい

う取り組みがされております。それはど

ういうことかというと、例えばホームペー

ジとか見ましたら、画面上で避難所がど

こと書いています。ＰＤＦとかでどこと

見られます。ですけども、それを二次利

用できないんですね。というのは、ＣＳ

Ｖとかのデータで落とせるようにしてく

れておれば、ほかの団体がそのデータを

活用して避難所のマップがつくれるとか

というのがありますので、誰もが知って

いただいて問題のない情報であれば、防

災情報に限らず、いろんな市の施設とか

をオープンデータ化できるように取り組

んでいただきたいと思いますので、要望

といたします。

　続いて、一時避難所の表示プレートに

ついてでございます。なかなか民間の施

設にお願いをして、協定書まで結んでと

いうことになると、非常に時間のかかる

問題も入ってくると思います。

　国土交通省のまるごとまちごとハザー

ドマップというのも、例えば市役所の前

にも掲げておられますけども、私、先日

此花区のほうに伺う機会がありまして、

此花区は非常に沿岸に接している地域で

ございます。それで、摂津市にも広報の

掲示板がございますけども、此花区の広

報の掲示板全てにＡ３のサイズで、「浸

水深、ここはマイナス１メートルです」

「避難所はここです」というのを、Ａ３

サイズでパウチをして、広報板にも、そ

れを今張っているんですね。そういった

意味で、そういう取り組みというのはお

金もかからないし、すぐできる作業だと

思いますので、それもあわせて取り組み

できないかと思いますけども、お考えを

お聞かせいただきたいと思います。

　最後に、別府のコミュニティ施設に防

災用の備蓄電池等の云々ということです

けども、もちろん耐震とかありまして、

どこでもつけられるというわけではない

という点については理解できましたけれ

ども、特に安威川以南地域におきまして

は、浸水を初め、非常に豪雨災害等考え

られる地域でございます。そういった意

味で、屋上とかに難しければ、余剰の庭

とかあれば、そういうとこを活用して今

後検討していただきたいことを要望とい

たします。

　２回目、以上です。

○野口博委員長　石原課長。

○石原財政課長　水谷委員の２回目のご

質問にご答弁申し上げます。

　借換債を選択した理由であったと思い

ますが、やはり現在の財政状況にあると

考えております。

　歳入においては、市税の構造といいま

すと、他市に比べて法人の割合が非常に

高いという構造があります。これは、国

の税制改正、また景気によって、そうい

う外部要因によって非常に大きく影響さ

れる構造になっているということが考え
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られると思います。それと、地方交付税

につきましても、先ほど説明させていた

だきましたように、なかなか交付、不交

付のはざまにありまして、どうなってい

くかわからない状況であるということと、

また、これまでのように土地の売り払い

収入でありますとか臨時的な収入という

ものも大きく見込める見込みが非常に薄

いということがあります。

　それに対して、歳出につきましては扶

助費、こちらのほう、今年度につきまし

ては９０億円を超える予算となっており

まして、社会保障関連経費のほうが今後

もますますふえていくということで、財

政見通しの中では、平成３１年には１０

０億円を超す見込みのほうを立てており

ます。

　これまでは、その扶助費に対しまして

人件費の削減の部分で対応してきました

けども、これからはそれについても難し

いということが考えられまして、そのた

めに、そうしたら歳入の確保をどうして

いくのかということがあるんですけども、

なかなか簡単に一般財源を生み出すよう

なエンジンをつくり上げるというのはそ

う簡単なものではございませんので、今

現在それぞれの課にお願いしておること

は、やはり国・府等の特財の確保をしっ

かりしていただきたいということをお願

いしておるところでございますし、また

歳出につきましては事業の統合、再編等

を、それとこの財政状況というのをしっ

かりと認識していただいて、危機感の共

有をして、第５次行革にしっかりと取り

組んでいくということをお願いしている

ところでございます。

　その中で、今後の財政運営につきまし

ても、これまでと同様に市債のほうをう

まく活用しながら基金のほうを確保して

いくということを考えておりますので、

そういった財政状況の中であるというこ

とと、今現在、国債の１０年物の利率の

ほうが０．４２２％と利率のほうが低う

ございますので、それらのことを勘案し

まして借換債を選択しておりますので、

どうぞよろしくお願いいたします。

○野口博委員長　大橋課長。

○大橋人事課長　採用試験の際の面接、

特に専門職ということでご質問いただき

ました。

　採用試験の面接につきましては、ここ

数年、人物重視ということもございまし

て非常に力を入れているところでござい

まして、応募者だけの複数人で集団討論

をさせながら、その状況を確認する、次

に外部の面接官の面接を受けさせる、そ

して市の管理職の面接、そして最終、市

長も含めた面接ということで、かなり面

接のほうには力を入れさせていただいて

います。

　専門職の場合は、その面接の中ででき

るだけその配置を予定しておる部なり課

なりの管理職が入るようにはしておりま

して、そこで、市で専門職として担って

いただく業務への適性というものを見定

めるようにしております。必ずしも、保

健師だから保健師が面接をしているかと、

そうではないんですけれども、あくまで

も公務員として業務を担うという部分の

適性を十分に見きわめるということで面

接に努めております。

○野口博委員長　西川課長。

○西川防災管財課長　水谷委員の２回目

のご質問にお答えさせていただきます。

　質問内容は、まちごとハザードマップ

のような浸水深並びに、ご紹介いただき

ました標高高さ等を町に示すという取り

組みについてでございます。

　まちごとハザードマップにつきまして

は国交省のほうが行っている事業でござ
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いまして、そちらから補助金をいただき

ながら市内に設置しておるんですが、大

阪府と、それから京都府、同時に事業を

やっておりますので、その配分の調整も

ございましてなかなか進まないのが状況

でございます。

　大阪市におきましても、隣接する東淀

川区のほうでは電柱のほうにその土地の

標高高さを表示するという取り組みをさ

れておりますが、業者に一定委託して、

費用をかけてやられておられます。

　ご紹介いただきました此花区のほうは

広報板を利用されているということで、

それらも含めて今後啓発につながるよう

な取り組みとして検討してまいりたいと

考えております。

○野口博委員長　川西課長。

○川西人権女性政策課長　２回目のご質

問にお答えします。

　まず、ウィズカレッジ、昔は摂津女性

大学と申しておりましたけれども、この

修了生の方々が、その後具体的にどうい

うふうに活躍され、リーダーシップをとっ

ておられるかというお問いに対してでご

ざいます。

　まず、男女共同参画推進団体の中で、

このウィズカレッジの卒業生の方が中心

となられている団体が今２団体ございま

す。それと、その他公的なところといた

しましては、摂津市の市政モニターで活

躍されておられる方、女性の防災会議の

委員をされておられた方、あと各種市の

審議会で委員として活躍されておられる

方等がございます。

　ウィズカレッジで学ばれた方が、地域

活動とか、あと市の役の中で男女共同参

画の理念を還元されておられるのは、大

変ありがたいことだと常々感じておりま

す。

○野口博委員長　山下局次長。

○山下選挙管理委員会・監査委員・公平・

固定資産評価審査委員会事務局次長　そ

れでは、水谷委員の２回目のご質問３点

につきましてご答弁申し上げます。

　まず１点目、初めて選挙を経験される

新有権者の方の中には、どのように投票

をすればいいのかという、その辺の不安

を持たれている方もいらっしゃるという

ことで、その不安の解消方法ということ

でございますが、例えば投票所の入り口

に、投票所での投票手順という感じで、

イラスト入りで、見ただけでわかるよう

な、そういう手順のポスターなどを張っ

たり、もちろん市のホームページにその

辺を掲載するなどして、そういう新有権

者の方の不安解消に努めてまいりたいと

考えております。

　２点目の入場整理券送付用の封筒の改

良という件でございますが、今回、４月

１２日執行の大阪府議選の入場整理券、

３月の下旬に発送予定をしておりますが、

前回の封筒と比較いたしまして、表面の

「選挙」という文字を、多少フォントの

ほうを大きくいたしました。また、周り

の縁取りのほうも太くいたしまして、よ

り一層、選挙関係の郵便物であるという

ことがわかりやすいようなデザインにし

ております。

　また、裏面のほうに、先ほど申しまし

た臨時期日前投票所の情報等も掲載して

おります。

　３点目、閉鎖投票所に間違えてまた行

かれる有権者がいるかもしれないという

ことで、その辺の対応方法ということで

すが、確かに送らせていただく入場整理

券の表には、新しい投票所の施設名、住

所、あと地図も掲載しておりますが、な

れ親しんだ場所につい行ってしまうとい

う有権者の方もまた出てくる可能性はも

ちろんございますので、その閉鎖投票所
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のほうに「投票場所が変更になりました」

という看板といいますか、張り紙といい

ますか、その辺の掲載、周知のほうは行っ

ていく方向で現在検討しているところで

ございます。

○野口博委員長　槙納課長。

○槙納情報政策課長　水谷委員の一括情

報アウトソーシングについてのお問いに

お答えいたします。

　一括情報アウトソーシングというもの

につきましては、近隣市で既に導入がな

されております。データプリントサービ

スというようなものとなっておりまして、

実際、３ステップにおきまして事前ヒア

リング、この中で帳票のデザインであっ

たりデータ形式、印字レイアウト等の確

定を行います。次のステップにおきまし

て、サービス導入に当たりまして設計開

発、データ処理のプログラム開発等にな

ります。この中で単体テスト、総合テス

トを行いまして、テストデータの印字、

修正作業、そして印字から加工までに至

るところのテスト、修正作業等を行い、

最終、本番運用という形で導入したいと

考えております。

　実際、平成２７年度におきましてはこ

のプログラミング開発という作業を、作

業工程に間違いのないということを確か

めながら平成２８年度に導入を考えてお

ります。

　また、原課におけるチェック体制とい

うところですが、実際このサービスにつ

きましては発送までのサービスがござい

ますが、今、本市の現状といたしまして

は、封入封緘したものをそれぞれ原課に

一旦納めて、原課において抜き取り作業

であったり確認をいただいております。

これまでも原課に納めてから誤りがあっ

たという事例もございますので、原課に

おかれましてしっかりと確認をしていた

だいている現状でございます。

○野口博委員長　明原参事。

○明原消防本部参事　消防指令業務の共

同運用に関しまして、共同指令センター

に派遣する職員の労務、人事管理という

ことですので、私のほうからご答弁をさ

せていただきたいと思います。

　共同の指令センターへ派遣する職員の

身分につきましては、摂津市の職員とし

て協議会の職員を併任する形で派遣をい

たします。派遣職員６名のうち１名は管

理職を考えておりまして、これを毎日勤

務として派遣する予定でございまして、

この者には協議会に派遣されております

摂津市の職員を管理するとともに、吹田

市の職員、また協議会との調整役として

機能させたいと考えております。

○野口博委員長　水谷委員。

○水谷毅委員　まず、財政のほうで借換

債を選んだ理由ということで、一つは財

源を残しておくというふうな視点がある

かと思います。しかしながら、もう単純

に借りたものは返していかないといけな

いという現状もございます。市債で毎年

返還をしておられると思うんですけども、

今がよかったらいいという考えはないと

は思うんですけども、その償還に当たっ

て平準化がしっかり今後１０年、２０年

できているのかどうか、目に見える形で

わかるようにまた示していただきたいと

いうふうに思います。

　そのためには、期日が来たから借りか

えをするか返済するかという選択もある

かと思うんですけども、平準化を行うた

めに、前もって返済をしたほうがいい場

合もあったりしていくと思いますので、

その辺もバランスよく臨んでいただきた

いというふうに思います。

　市税のほうでは、法人税収が非常に左

右される内容であるというふうなお話が
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ありました。これは、もう本市の特徴で

あると思います。そういった意味で、財

政とか税務のほうは、どっちかというと

受動的な立場の業務になろうかと思うん

ですけども、今までの経験を、納税課や

産業振興課に情報を共有し、アイデアを

出していく中で、本市の特徴であるその

法人が三千、四千とある、そういった先

行対策をいろいろ練っていけるのではな

いかと思いますので、それも含めまして

よろしくお願いしたいと思います。

　人事のほうでございますけれども、面

接官について、専門職以外にも第２次、

第３次と面接を重ねておられる件は了解

をいたしました。

　私ごとですけども、私の子どもが大学

を受験するときに、面接官になった人と

入学式でその先生と会ったんですね。そ

のときに非常によく来てくれたなという

ことで喜んでくれたというふうな話を聞

きまして、やはり現場に携わる方が１人

でも面接官におれば、幸いに合格をされ

て現場に臨んだときに、困ったときに相

談に行ける、そういった人脈もできます

んで、長い目で見てどうするのがいいの

か、またいろいろ検討していただきたい

なというふうに思います。

　職員の皆さんの定住に関しては、採用

を決定する段階で、採用に当たる側の責

任もあるんではないかなというふうに思

います。

　また、場合によっては不採用の場合で

も、本人の了解が得られるようであれば、

応募をした方、それがご本人の希望する

職務以外であっても、その方のスキルや

人柄を生かせるような募集内容が発生し

た時点でこちらからコールできるような、

そういった仕組みも検討してはどうかと

思いますので、よろしくお願いいたしま

す。

　あと、ホームページについては、市長

のほうからもリニューアルということで

市政方針でありましたので、本当にいい

内容をつくっていただきたいと思います

ので、よろしくお願いします。

　人権女性政策についてでございますけ

ども、リーダーの方も活躍しておられる

旨、理解ができました。しかしながら、

どの団体もそうなんですけども、リーダー

になっている方が少しずつやっぱり高齢

化をしていっているように感じます。そ

ういった意味で、次の世代をどうやって

育てていくかということも検討していた

だきたいなというふうに思います。

　先日のフェスタでも、男の料理教室と

いうことで、テントでたくさんの男性ス

タッフの方が元気いっぱい活動しておら

れました。今後、団塊の世代の方を初め

としまして、男性の生きがいづくりへの

取り組みが非常に大切になってくるので

はないかというふうに思います。

　今後、市単位で開催される場合が多い

と思うんですけども、校区や自治会単位

にも展開していっていただけるようにモ

デルケースをつくっていただいて、よろ

しくお願いしたいというふうに思います。

　続いて、帳票の一括アウトソーシング

の件でございますけれども、どうしても

なれてきたら、そういう軽易なミスが発

生したりとかする傾向もあろうかと思い

ます。そういう意味で、窓あき封筒で宛

名面が出ると思うんですけども、そこの

どこかに、例えば「２０１５０３」と書

いて、この２０１５年３月につくった資

料なんだということがはっきりわかるよ

うにして、中に一遍封緘してしまったら

中身を確認できませんので、宛名の窓あ

き部分に、いつの資料なんだということ

がわかるようにして何回も確認できるよ

うに工夫をしていただけたらというふう
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に思いますので、よろしくお願いします。

　あと、投票所についてはいろいろ取り

組み、了解ができました。統合になった

投票所近くの掲示板、こちらのほうに投

票所が変更になったという掲示ですね。

可能であれば、ぜひお願いしたいと思い

ます。これは要望とさせてもらいます。

　あとは、指令センターの件でございま

すけども、事業所がふえるということで、

いろいろ今人事の件、さまざま考えてお

られると思うんですけども、やっぱり摂

津市の代表として頑張るんやということ

で、喜びを持って臨んでもらえるように

努力していただきたいなというふうに思

います。

　今回は、通信、それから指令センター

の部分が吹田市と共同で進めることになっ

たわけなんですけども、吹田市と共同運

用に至るまでの経緯についてはいろんな

ご苦労があったように思います。今回は

業務の一部についての共同運用になって

いるわけなんですけども、本市において

将来の消防を考える場合、人材面とか設

備面とかにおいてどうしていったらいい

のか、今後の消防の諸業務の広域化につ

いてのお考えを、できましたら消防長に

お伺いしたいと思いますので、よろしく

お願いいたします。

　あと、防災のほうで、パウチで標高、

浸水深、それから避難所を掲示している

此花の例を紹介させていただきました。

今回、本市の２か所でモデル的に防災に

関する動きをするということでございま

したけども、できましたら、例えば全自

治会で、自分で自分の地域の広報板にそ

ういうのを掲示していただくとか、そう

いう取り組みが、今後、学校区単位から

自治会単位の防災につながる一つの切り

口になるのではないかなというふうに思

いますので、よろしくお願いします。

○野口博委員長　消防長。

○熊野消防長　まず、消防の今までの共

同運用のいろいろさまざま説明してきま

したけども、今後、消防が全国でどうなっ

ていくのかといいますと、まず消防組織

法によりますと、消防の責任というのは

市町村にございます。管理も市町村です。

それと、費用の分担も市町村です。しか

しながら、消防組織法第３１条には、市

町村の消防の広域化は消防の体制の整備

と確立を図ることを旨として行わなけれ

ばならないと、広域化もうたわれており

ます。

　今現在、消防本部は平成６年に９３１、

全国であった分が、平成２６年では７５

２、１０万人未満の消防本部が４４９で

６０％、１０万人から２０万人の消防が

１５８で２１％。何と人口２０万人以下

の消防本部が８割を占めております。し

かしながら、法律でこうして広域化をう

たわれるということは、摂津市の８万４，

０００人の人口としては、近隣、大阪市、

吹田市、茨木市、高槻市、全部各中核都

市以上のところで独立して消防は持って

いけるとこでございます。

　今後、吹田市とこうやって指令センター

をした上で、指令センターの更新がまた

８年から１０年後には再度来ます。その

間しっかりとどういうぐあいに全国的に

動いているのか、大阪府下でどう動いて

いるのかという広域化の勉強は常にして、

どことどうしていったら一番市民の安全・

安心が守れるかというのは常に研究して

いかないとならない我々の使命だと思い

ます。

　ですから、必ず広域化の波は来るとは

予想しますが、いつ来るかとは言えませ

んが、摂津市が主体となってできるわけ

ではなく、近隣の消防とどういうぐあい

に力を合わせてやっていくのか。三島地
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域でするのか、北摂でするのか、大阪市

とどうなるのかというのは今後の勉強の

課題だと思っておりますので、広域化に

ついては今後ずっと注視をしながら研究

を重ねたいと思います。

○野口博委員長　水谷委員。

○水谷毅委員　ありがとうございました。

　また、市長を含めまして、吹田操車場

の件もございますし、広い観点で摂津市

を守っていくということで、先行して広

域防災についてもご検討いただきたいと

思います。

○野口博委員長　以上で、議案第１号所

管分及び議案第９号所管分の審査、質疑

を終わります。

　本日の委員会はこの程度にとどめ、散

会させていただきます。

（午後４時４０分　散会）

委員会条例第２９条第１項の規定により

署名する。

総務常任委員長 野 口 　 博

総務常任委員  渡 辺 慎 吾
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